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　あとがき








　　　序章





　穏おだやかな眠ねむりの中で、俺おれは夢を見る。

　それは、ごく最近の夢であり──、同時に、とても懐なつかしい夢。

　俺は……それが、もはや夢の中の事である事を理解している。



　目を覚ませば、名残だけを残して忘れ去ってしまう夢。



　夢の世界に残りたいと願う者にとって、『目覚め』と『世界の消失』に、どれ程の違ちがいがあると言うのか。

　俺が見ている夢。それは、とても楽しい夢だった。穏やかな夢だった。

　そして……辛つらい夢だった。切ない夢だった。

　だけどそれでも……心から、消えてほしくないと思える夢だった。



　だから。夢の終わりを告げる光の中。俺はソレへと手を伸のばす。



　──消したくない。　──消えてほしくない。



　だけど、その願いは叶かなわない。それは、変わる事の無い終しゆう焉えん。確実な、一つの絶望。

　なのに。心は闇やみに染まらない。悲ひ嘆たんの念に囚とらわれない。

　それは──終焉の先に、新しい物語がある事を知っているから。



　終わりを告げる、別べつ離りの光。しかしそれは同時に、始まりを告げる祝福の鐘かね。



キュゴゴゴゴゴゴ────



　そう。その光は『キュゴゴゴゴ』と──

「──は？　『キュゴゴゴゴ』……？」



　そして、俺は目を覚ます。







　　　一章　ねこと従妹と俺の日常。『胸騒ぎと記憶のうずき』





キュゴゴゴゴゴゴ──！　ガーガーガー！



「──ん……？　なんだこの音……？」

　聞き慣れている気がする何かの音で、俺、『水みな上かみ 悟さとる』は眠りから覚めた。

　起きたてのため、未いまだ頭がボーっとしている。その頭で思い起こす。

（ん──？　また、何か夢を見ていた様な……）

　──忘れては、いけない事の様な気がする。それでいて、なぜか焦あせりは感じない。

（最近こういうのが多い気が──？）

　寝ねボケ頭でそんな事を考えていると。



ぽふぽふ。ぽふぽふぽふ。ぽふぽふぽふぽふっ。



「にゃ～、にゃ～！　にゃにゃぁ～～！」

「み～み～み～！　ぅみゃぁ！」



　額を叩たたく、覚えのある感かん触しよく。聞き慣れた鳴き声。左を向くと、

「にゃ？」

　顔のすぐ横にお座すわりしている、黒い子こ猫ねこ。ウチの飼かい猫の一匹ぴき、イブ。

「み……？」

　続いて右を向く。そこに居たのは、白黒模様の子猫。同じく、飼い猫のリッド。

　どうやらこの二匹が、前足で俺の額を叩いていた様だ。

　ウチで飼っている猫は三匹。リッドが男の子で、女の子がイブともう一匹、白猫の──

「に～♪」

　鳴き声の聞こえて来た方に視線を向けると、机の上に白い子猫。ウチの子猫トリオの最後の一匹、ヴィス。

　この子だけはなぜか、机の上の本に乗ってお座りしている。その本は厚さと形状から、何かの青年誌（ヤング○○系）か。多分、昨日片付け忘れていたのだろう。

　この三匹は２月の末、引っ越こしするという従妹いとこの元クラスメートから貰もらってきた子達たち。

　すぐ懐いてくれ、会ってからたったの４ヶ月だというのに、最も早はや我が家の大切な一員。



　現在この水上家で暮らす家族は、俺とこの三匹、そして、

「……ん。……悟、起きた？」

　上半身を起こし、声の方に顔を向ける。

　そこに居たのは、掃そう除じ機きをかけている一人の少女。

　白い無地の長なが袖そでシャツに、綺き麗れいな栗くり色いろの長ちよう髪はつが映はえる。白のシャツに黒のミニスカートと一見なんでもない格好だが、手足が長くスタイルが良い彼かの女じよが着ると、高級ブランドかとも思える。



『水上 澪』。それが、この少女の名前。



　俺と同じ苗みよう字じだが、妹でも、ましてや妻でもない。お互たがいの父親が兄弟同士、つまり俺達は従兄妹いとこだ。

　余談だが、この家の家主は澪の親。俺は通勤距きよ離りの関係から、澪の両親のご厚こう意いで下宿させてもらっている。

　そしてその叔お父じ夫妻、現在は海外出張中。そんなわけでこの水上家の家族は俺と澪、それと子猫達の、合計二人と三匹だけ。



ガーガーガー、カチッ



「……ん。じゃぁ、そろそろ起きてきて？　ご飯、用意するから」

　掃除機のスイッチを切り、そう言ってくる澪。

　────？　何か、少し違い和わ感かんがあった。

「あ、ああ、わかった。──っと、言い忘れた。おはよう、澪」

「……ん。おはよ、悟」

　──あ、そうか。コレか……。

　本来なら、澪が『おはよう』を言わずに会話を始めるなど、まず無い。

　彼女はあまり表情に出さないが、こういう時は大たい抵てい……。

「なぁ、澪？　……何か怒おこってる……？」

「……ん？　別に……？　それより、早く降りてきて、ね？」

　俺の問いにサラリと答え、そう言って部屋を出て行く澪。普ふ通つうの人間なら『気のせいか』と安あん堵どする所だが……付き合いの長い俺には、なぜか脳内に警けい鐘しようが強く鳴り響ひびいた。

　──何だ……？　澪を怒らせる要素、何かあるか……？

　自分が怒らせた事が前提の時点で、既すでに敗北している気がするが。そんな風に考えを巡めぐらせていると。

「にゃぁ、にゃ～！」「うみゃぁ～♪」「に～♪」

　子猫三匹が、何かを訴うつたえかけてくる。

「はいはい。お前らもおはような？」

「「「ぅにゃん♪」」」

　朝の挨あい拶さつをすると、揃そろって応こたえるように鳴き声を上げる三匹。つくづく人間の様な反応をする子達だ。

「まさか、本当に言葉が分かっているわけじゃないとは思うけど……ん？」

　ベッドの上に居るイブとリッド。そして、本に乗っているヴィスを見て気がつく。

「なんで今日は日曜なのに、雑誌が机の上にある……？」

　今日が日曜なら、昨日は土曜。次の月曜が祝日の場合以外、土曜日に週刊誌の発売は無い。そして今は６月。今月は祝日が無い。

　つまり、あの雑誌は昨日買った物ではナイ。ならば、どこかにしまっておいた物だ。



　……激げき烈れつにイヤな予感が襲おそう。



「──待て待て待て待て！　……冷静に思い出せよ俺？　以前、澪がこうなったのはどんな時だ？　そして何が起こった？」

　記き憶おくを辿たどる。そして──

「────────!!」

　思い出した。精神の自己防衛本能をフル活用して記憶の底に埋うめた、忌いまわしき過去を。

　声無き絶ぜつ叫きようと共に、ヴィスが乗っている雑誌を確認する。

　とある確信と、それでも『違っていてほしい……！』という切なる願いを胸に秘ひめて。



「ぐ……あ……！」

　果たして。現実は確信の通りでございました。



　そこにあったのは、『青年コミック誌』ではなく『成年コミック誌』。我ながら単純だが、ベッドの下に隠かくしてあった物だ。

　──それが、なぜか机の上にあった。そして澪は、掃そう除じをしていた。

　これらから導き出される推論は──

「……お、ＯＫ落ち着け……！　まだコレを澪が見たと言う確証は──、ん？」

　よく見ると、雑誌にはメモ用紙が挟はさまっていた。それを取って見てみると、



『　　落　　ち　　て　　た　　。　　Ｂｙ　　澪　　』



「あああああああああああッ!!」

『ご近所迷めい惑わく上等』と言わんばかりの絶叫が、俺の口こう腔こうから吐はき出された──





カチャカチャカチャ

　淡たん々たんと、朝食の準備をしてくれている澪。その表情からは、相変わらず不ふ機き嫌げんの色は全く見えない。だが。

（か、会話が無い……！）

　イブとリッドも異状に気がついたのか、俺や澪の近くをウロついて、『ねぇねぇ、どうしたの？』と言わんばかりの視線を投げかける。……ヴィスだけは、なぜか楽しそうな雰ふん囲い気きでこちらを見ている。──この子、まさか全部見み透すかしてないよな……？

「……ん。おまたせ。ご飯にしよ？」

　いつの間にか準備を終わらせた澪が、椅い子すに座りながらそう言う。

「あ、ああ。じゃぁ──」

「「いただきます」」「「「みぁ！」」」

　なぜか子猫達も声を合わせるのが、水上家の日常。



「「………………」」

「「「………………」」」

　食事が始まったはいいが、相変わらず会話が無い。

「にゃぁ……！」「ぅみゃぁ……」

　鳴き声に目を向けると、イブとリッドの『何とかしてよぅ……！』的な視線とぶつかる。

　──言いたい事はわかる。言いたい事はわかるんだが……。

　冷静に考えてみよう。『……俺、何か悪いことしたか？』と。

　健康な男性なら種類および程度に差こそあれ、その手の物を持っているのが普通。

　そして、今朝発はつ掘くつされた秘ひ匿とく物資。俺はソレを堂々と晒さらしていたわけではなく、隠していた物を暴あばかれたのだ。むしろ被ひ害がい者しやは俺の方だろう。

「──澪」

「……ん？」

　だから、俺は──



「　ど　う　も　す　み　ま　せ　ん　っ　し　た　!!　」



　……いや、だって。いくら建前並べても、女の子、それも大事な家族に暗黒物質見られて『持ってて当然だろ。文句あるか？』とか開き直れる奴やつって……そうは居なくね？

　頭を下げている俺に澪は──

「……ん。いい。……私の方こそ、ごめん、ね？」

　澪のその言葉で、この場の妙みような緊きん張ちよう感かんが緩ゆるやかに解けていった気がした。

「あー、俺も配はい慮りよが足らなかった。ごめんな？」

　……密ひそかに、持っている事に関しては謝らない、俺のささやかな反はん抗こう。

「……次からは、見て見ない振ふり、するね？」

「………………」

　──お見通し？





「そういえば澪？　今日は何か予定あるか？」

　食後。隣となりで一いつ緒しよに食器を洗っている澪に話しかける。

　ちなみにチビ達の姿は見えない。腹ごなしの運動か、それともゴロ寝か。

「……ん？　なんで？」

「いや。買い物とかあるなら、荷物持ちくらいしようかな、と」

　澪は、頬ほおに指を置いて首を傾かしげ、

「……ん。晩ご飯のお買い物と……、少し、駅前に行くお買い物がある、かな？　あとは──、あ。ヴィス達のご飯、少なくなってきたから、そろそろ買わなくちゃ」

「あー、なるほど。っと、そうだ。どうせ駅前まで行くなら、最近出来たペットショップ行ってみないか？」

　むしろ俺が行ってみたい、という本音は隠しておく。

「……ん♪　いいね。一緒に行こ？」

「よし。たしかチラシが入ってた──」

　と。手を拭ふいてから、広告を探しに行こうと振り向くと。

「「「み！」」」

「………………」

　──お前ら、何な故ぜチラシの上でスタンバってらっしゃる……？



　そんなわけで。二人と三匹で、広げた広告を覗のぞき込こむ。

「えっと。とりあえず、いつもの銘めい柄がらのエサだよな？」

「ん。……よかった。ちょっと安くなってる、ね？」

　澪が指差すのは、デカデカと魚の絵が描えがかれた缶かん詰づめタイプのキャットフード。

「なぁ澪？　前から思っていたんだが、猫ねこ缶かんってドライタイプのエサより高いよな？　こっちの方が栄養価高いみたいだし、今後のために、違うのも試してみた方が良くないか？」

「……んー。この子達まだ小さいから、硬かたいの食べにくいみたい。……それに、みんな今のご飯、気に入ってるみたいだし」

「「「ぅにゃ♪」」」

　揃って肯こう定ていする子猫トリオ。……この程度でツッコンではいけない。いちいちツッコミ入れてたら過労死コースだ。

「……あと。お金、心配いらないよ？　写真送れば、お父さん達たちが振り込んでくれるから」

「写真？　──ああ、ヴィス達の写真か。叔お父じさん達もこいつら気に入ってたしな」

　俺おれは、リッドのアゴの下をくすぐりながら言う。

　澪の両親である、俺の叔父夫妻。ノリが良い事この上なく、何気に可愛かわいいもの好き。そしておまけに、娘むすめにも甘あまい。

『子猫達のため』という愛まな娘むすめの頼たのみ。あの人達が断れるはずが無い。おそらく、写真を要求しているのも名目だけだろう。……写真を見て、素で悶もだえてる可能性も十分あるが。

「……ん？　ううん？　ヴィス達のもだけど……私達の写真の方が、高いよ？」

「…………は？」

「……えと。『二人のツーショット写真を見て、ニヤニヤしながら将来の家族計画を妄もう想そうするのは、次世代を夢見る思いやりに溢あふれた親の嗜たしなみ』、だって。だから私達の写真、高く買ってくれる」

　──どこからツッコめと？

「よし、順番にいこう。……『私達の写真』って、俺、知らなかったんだが？」

「……ん。『知られると色々うるさそうだから、訊きかれるまで黙だまってなさい』って」

　──読んでやがる。

「……次。俺達の写真って事は、澪が撮とったものじゃないよな？　誰だれが？」

「ん。……お母さん、黒くろ木きさんとか細音さざねに、頼んだらしいよ？」

「……よりにもよって、その二人か……」

『黒木さん』こと『黒木 司つかさ』。

　俺の幼おさな馴な染じみにして、ここから少し離はなれた交番に勤務する警官。が、その性格は変人にして変態。『よくぞ警官なんぞになれたな？』と誰もが口にする、通つう称しよう『腐くされ警察官』。

　そしてもう一人の『細音』こと『鈴すず宮みや細音』。

　こちらは澪の幼馴染で、一つ上の高等部二年。澪の親友……というより姉的存在と言った方がいいだろう。細音は澪を通して俺とも旧知の仲であり、さらに俺が担当するクラスの生徒だったりもする。そしてその性格は──

「……ん、そだ。……ね、悟？　お買い物、細音も誘さそっていい？」

「ん？　別にいいぞ？」

「ん♪　よかった。……細音に付き合ってもらうと、ちょっと助かるから」

　そう言って、部屋の入口にある電話機に向かう。



　──話を戻もどそう。細音の性格。彼女の名前、『鈴すずの宮の細やかな音』。そのイメージ通りに、大人しく物静か──



「……あ、もしもし、細音？」

『やっほ～、澪!!　どしたの～？　うっさい男に付き纏まとわれてるとかなら、任せてくれれば社会的に消してあげるよん♪』



　──などでは全くなく。



　落ち着きの無いこと、ウチの黒くろ猫ねこの如ごとし。それでいて『ドＳ』で悪わる知ぢ恵えが働くという、簡単に言うなら『腹黒やかまし系』。……根は良い子ではあるのだが。

「……えと。細音、今日空いてる……？　ちょっと、お買い物付き合ってほしい」

『ふに？　お買い物？』

「……ん。例のアレ。……駅前のお店で」

『あー、アレかぁ。付き合ってあげたいんだけど、あたし今日は用事があるんだよ……』

「……ん。じゃあ、仕方ない、ね？　また今度、遊びに行こ？」

『ＯＫ♪　ごめんね！　……そだ！　悟さとる兄にいを連れてったら？』

「ん？　それはもう確定、だよ？」

『あはは……確定なんだ？　相変わらずと言うか何と言うか……』

　受話器から洩もれ聞こえてくる声に、ハッキリと呆あきれの色が混ざる。何の話をしているんだろうか？

『どんなの買ったか見たいから、用事終わってから行っていい？』

「……ん、わかった」

『ありがと！　じゃ、また後で。二人でデート楽しんできてね♪』

「ん♪　ありがと、細音。じゃあね」

　そう言って、通話を切る澪。

「お待たせ。……細音、無理だって」

「ああ、聞こえてた。……ところで『アレ』って何だ？」

「……ん？　衣類だよ？　細音に選んでもらおうって思ってたんだけど……悟、選んでくれる……？」

「……地味に難易度高いな？　まぁ、センスに自信はないが……協力はする。んじゃ出かけるのは午後にして、買う物決めちゃうか？」

「……ん♪　でも、私の買い物の方は広告無いから……ヴィス達のを先に決めよ？」

「そうだな……って、あれ？　そういえばさっきからチビ達静かだな？」

　気が付き、振り返る。

「「「（ジ──────）」」」

　広告を凝ぎよう視ししている三匹びきが居た。

　──お前ら読めるのか……？

　そう思った俺は、冗じよう談だん半分で言ってみる。

「ヴィス、イブ、リッド。お前ら何が欲しい？　……って、言っても分かるわけな──」

「に♪」「にゃぁ！」

たしっ　たしっ

「………………お前ら」

　前足で商品を指すヴィスとイブ。軽く戦せん慄りつしている俺をよそに、澪がそれを読み上げる。

「……えと。……猫ねこ用ようシャンプーと、猫缶、だね？」

　きれい好きのヴィスがシャンプー、食い気のイブが猫缶──偶ぐう然ぜんじゃない様だ。しかも。

「ちょ、高っ!?」

　二匹が指したのは、それぞれのジャンルで最も高い物。……さらにヴィスに至っては、グラム計算した上で最も高い物を選んだ可能性すらある。

「……ヴィス。さすがに高すぎ。イブ？　それ、もう少し大きい子用。だから、ダメ」

「にぃ……」「にゃぁ……」

「うみゃぁ、みぁ……！」

　冷静にコメントを返す澪。それを受けて残念そうな声をだすヴィスとイブ。その二匹を気き遣づかう様に声をあげるリッド。

　──本当に……俺はどこからツッコめば……？

　どう見ても意思が通じてる様にしか思えないのだが……。

「……？　どしたの、悟？」

「──いや。……ところでリッドは欲しい物、無いのか？」

　考えるだけ無む駄だだと改めて認識。気持ちを切り替かえるため、リッドに話しかけてみる。

「うみゃ!?　みぁ！　……み、みゃぁ？」

　なぜか慌あわてた様子をしてから、『ほ、欲しいのなんて、無いよ？』と言わんばかりにそっぽを向く。……が。ときどき何かをチラ見している。

「リッド。……正直に」

「みぃ……。ぅみゃぁ……」

　恥はずかしそうに目を逸そらしながらも……ぽふっと、尻尾しつぽが倒たおれて一つの商品を指す。

『大特価品・またたび』。

　…………なぜだか、少し目め頭がしらが熱くなった。

「──採用ッ……！」

「み!?　うみゃぁ♪」

　嬉うれしそうに一鳴きするリッドを、澪、ヴィス、イブも、すごく優しい目で見ていた。





　その日の夕方。買い物からの帰り道。

「澪、なんだか嬉しそうだな？」

「……ん。だって、悟と二人でお出かけ、久しぶりだったし」

「言われてみれば……」

　澪の受験が終わってからは、子こ猫ねこトリオが来たために慌あわただしかった。それが落ち着いた頃ころには、今度は俺が新担任としての準備に追われ、そのままの勢いで４月・５月。それから中間試験の問題作りや採点。澪の方も、当然中間試験。

　確かに、のんびりとした休日は５月連休以来か。















「ん♪　だから、楽しかったよ？　……それに、いろいろ買えたし」

　そう言って、自分が持っている紙かみ袋ぶくろを見る。ちなみに、俺の手にはビニール袋が２つぶら下がっている。片方に入っているのは、今日最初に行ったペットショップで買った物。もう片方に入っているのは、最後に行ったスーパーで買った、今日の夕食の材料等。

　では、澪が持っている紙袋はと言うと──

「なぁ、澪？　……確かに俺は、選ぶのに協力するとは言った。だが『衣類』って……、なんでよりにもよって下着？」

　──とまぁ、そんなわけで。澪が細音と話していた『アレ』とは、下着の事でございました。そうして手に入れた品物が、澪の手荷物の中身。

「……ん？　えと。私、今までこっちはあんまり興味無かったんだけど、細音が『ちゃんと中からオシャレしなさい』って。……でも私、あんまりわからないから」

「理由はわかった。だが……男にああいう店は、やっぱりハードル高すぎるぞ？」

「……そのわりには悟、結構キョロキョロしてたよね……？」

「そ、それは単に周囲の視線が気になっただけで……！」

　そういう事にしておいて下さい。

「……ん♪　冗談、だよ？」

　そう言って澪は、軽やかなステップで前に出る。

「──なぁ、澪？　やっぱり、他ほかにも何かあっただろ？」

　少し、機き嫌げんが良すぎる気がする。

「……ん。だってこれは、あの時の続きだから」

「『あの時』？」

　尋たずねると同時に、なぜか俺の中の何かが疼うずいた。……俺は、それを知っている……？

「……ね、悟？　……悟と私が初めて会ったのって、いつだっけ？」

　俺の問いには答えず、質問を返す。前を歩く澪の表情はわからない。

「いつって……お前が生まれてすぐだな。だから、丸々16年か？」

　俺が小学生の頃、両親と一緒に叔お母ばさんのお見み舞まいに行ったとき。……まだ見えないはずなのに、真っ直すぐな眼めで俺を見る、生まれたばかりの澪。それを、なぜか今もハッキリと覚えている。

「……ん。それで──今、私は悟の隣にいるよね？」

　歩く速度を落とし、俺の横に並びながら言う。

「あ、ああ。そう、だな」

　何を語るのか。その言葉の真意はわからない。……わからないはずなのに。



　なぜか俺の中──心の中の何かが、強く疼く。



「それと……ね？　悟が持ってるのは、私達たちが一緒に暮らしている証あかし」

　俺と。澪と。ヴィス、イブ、リッドと。二人と三匹で暮らしていくための物。

「それで、私のコレは……私が成長している証。……私は、ちゃんと前に進めてる」

　普ふ通つうなら、『何を大げさな』、そう笑い飛ばせるところかもしれない。

「あの時……私に過去は無かった。……未来も、あんまり無かった。でも──」

　言葉を切った澪が、再び俺の前に躍おどり出る。長い髪かみを翻ひるがえしながら振り向き──



「──過去も、今も、未来も。……全部ここにある。それが、凄すごく嬉しいよ……♪」



　逆光の中、その光にも負けない眩まばゆい笑顔と共に紡つむがれた、澪の言葉。意味深すぎて、理解できない……ハズの言葉。──なのに。

「────ッ！」

　澪の言葉、表情、その姿。全すべてが、俺の心の中の何かを強く揺ゆさぶる。

　──俺は、何を知っている？　何かを……忘れている？

　何かが、あと少しで手に入る。そんな、確信に近い予感。

　だから、澪に呼びかけようとした、その時。



パンッ！　　ドォォン!!



「「……え？」」

　進行方向少し先の方から、何かが弾はじける様な乾かわいた音。そしてその直後に、何かがぶつかった様な大きな音が響ひびいた。

　ここはもうウチの近所。他人事だと無視できる場所じゃない。

「澪。少し走る」

「……ん」

　そうして、俺おれ達たちは走り出した。──開きかけた記き憶おくの扉とびらを、今はそのままにして。





　駆かけつけてみると、そこには近所の住人が既すでに集まっていた。

「事故……？」

「……ん。そうみたい、だね？」

　見たところ、ただの単独事故。十字路の角の電柱に白い乗用車が突っ込んだ様だ。

　乗っていたのは運転手だけらしく、その男性も既に車外に出ていた。頭から少し血が流れているが、命に別状は無さそうだ。

　物音に驚おどろいて駆けつけたであろう近所の人達も、安あん堵どの、又または『人ひと騒さわがせな……』といった表情を浮うかべている。大事じゃないとわかった以上、俺達もここに居る理由は無い。

「俺達も帰ろうか、澪」

「……ん。──あ。細音だ……」

「え？」

　言われて、澪が見ている方向に目をやる。

　黒くろ髪かみの長いポニーテール。細身で、女の子としては少し高い身長。女子校だったら、さぞ同性からモテるであろう容姿の少女、『鈴宮細音』。

　時間帯的に……用事が終わってウチに来る途と中ちゆうに遭そう遇ぐうしたのだろう。だけど……。

「……あれ？　……ね、悟？　細音、何だか様子がヘン……？」

　細音の特とく徴ちようは、容姿ではなく表情や雰ふん囲い気き。無駄に元気でいつもトラブルを撒まき散らしながらも、その明るい性格と表情のため、滅めつ多たに人に恨うらまれることが無い。

　一級品のトラブルメーカーにしてムードメーカー。それがいつもの、細音という少女。

　にも拘かかわらず。今目の前に居る細音は、青い顔をして、ただ呆ぼう然ぜんと事故車と怪け我が人にんを眺ながめている。──明らかに様子がおかしい。

「よ、細音。どうした？　……細音？　細音！」

「──!?　……あ、悟兄……、それと、澪？」

　ボーっとしていた細音に声をかけると、数回呼んでやっと反応が返ってきた。

「……ん。細音、どうしたの……？　顔色、悪いよ……？」

　澪も細音の顔を覗き込み、心配そうに声をかける。

「──え？　あ、えーっと……実は、事故の瞬しゆん間かん見ちゃって。……血を流している人が出てくる所とか、生で見ちゃうと流石さすがにあたしでも……ね？」

「……お前、そんなキャラだったっけ？」

　どうしても普ふ段だんの細音の印象と噛かみ合わない。確かに最初こそ心配をするだろうが……。

「あ、悟兄ヒドイ！　あたしもこう見えて、結構デリケートな乙おと女めなんだよ？」



「「……デリケート……？」」



「うっわぁ、澪まで……。さすがにちょっと自分の行動反省しようかな……」

　落ち込んだ様に言う細音だが、その表情には普段の活力が戻ってきている様に見える。

「細音……、本当に大だい丈じよう夫ぶ……？」

「うわ。あたし、存在を心配された!?」

「……や、そっちじゃないと思うが」

「あはは、冗談だよ悟兄！　心配してくれてありがとね、澪。もう大丈夫♪」

　その表情に無理や嘘うそは感じられない。一応、元に戻った様だが……。

「……ん。大丈夫なら、いい」

「さっきのデリケート云うん々ぬんはともかく、無理はするなよ？」

「あはは、ついでに悟兄もありがと♪　っと。そろそろ帰らなきゃ。じゃね澪、悟兄！」

「……あれ？　ウチに来るんじゃ……ないの？」

「あ……ゴメン。ちょっと疲つかれちゃったから、今日は帰るよ。また今度！　じゃね！」

「……ん」「ああ、気をつけて帰れよ！」

　ヒラヒラと手を振ふって応こたえ、歩き去る細音。ソレを見送りながら、俺は澪に話しかける。

「──なぁ？　今のどう思う、澪？」

「……ん。少なくとも嘘は無い……みたい。……でも変だよね？」

「だが『大丈夫』ってのも嘘じゃないっぽかったから、ああ言われると信じるしか……」

　間ま違ちがいなく何かがあった。だけど……、当人が言わない限りわかるはずがない。

「考えてても仕方ないし、俺達も帰るか」

「……ん。明日、学校で訊いてみる、ね？」

　俺も明日は様子を見てみよう。そう考えながら、もう一度事故現場に目をやる。

「──あれ？」

　──そういえば、この事故原因って何だ？

　ここは十字路でも見通しは良い。運転手も、見た限り酔よっぱらっている等の様子はない。そんな状じよう況きようでの単独事故。それと……確かに聞いた、何かが弾けた様な音は──？

「……？　どしたの、悟？」

「いや……、悪い、何でもない」

　──まぁ、気にしても仕方無いし、そこら辺は警察が調べる事だけどな。

　それでも。──なぜか無性に気になった。







　　　二章　天使・学園・集まる仲間。『騒ぎの始まり』





月曜、朝六時半。



「……う。……ふわぁ、っと」

　布団ふとんの中で大あくび。昨夜は夢を見なかったらしく、寝ね起おきはそう悪くない。

　少し前まで、俺は朝にとことん弱かった。

　それなのに、目覚まし無しで起きられるまでになった理由の一つは──

「っと、今日はイブだけか」

　胸の上に微かすかな重み。見ると、我が家の黒猫が丸くなって眠ねむっていた。

　これが、早く起きるようになった理由の一つ。

　ウチの子猫トリオは、普段はリビングと澪みおの部屋に置かれた猫用クッションで眠る。だがたまに夜中こっそり忍しのび込み、こうして俺の上で眠ることがある。ちなみに、イブが一番頻ひん度どが高い。

　以前目覚ましで起きたら、俺おれの上で寝ねていたらしい三匹が渋しぶ々しぶ起き上がるのを見てしまい、軽く罪悪感を感じた。

　──まぁ、俺の上にいる以上、起こす事に変わりはないのだが。

　それでも目覚ましだと『叩たたき起こす』の印象がある。だから何とか自力で起きて、自分の手で起こしてやろうと努力した。

「…………ふむ」

　イブを起こさなければならないのだが……、ただ起こすだけ、というのはつまらない。

　ちょっと、耳をくすぐってみる。

「…………うにゃ」

ピクピクピクッ

　反応して耳を動かし、寝ね言ごと（？）を言うイブ。

　……面おも白しろい。──もう一度やってみる。

ピクピクッ、ピクンッ

「……ぅにゃ……にゃ？」

　起きた。

　イブは上体を起こすと、キョロキョロと左右を見回してから、前足で顔を拭ぬぐう。

　俗ぞくに言う、猫ねこの『顔を洗う』という行こう為いだが……何度見ても『眠い目をこすっている』様に思えるのは、こいつらの日ひ頃ごろの行いのせいか。

「よっ。おはよう、イブ」

「……にゃ？　うにゃぁ♪」

　挨あい拶さつを返す様に一鳴きすると、すぐに俺の上からどいてくれる。

　さて。慌ただしい一日が始まる。



　イブと遊んでしまったので、いつもより少し時間が遅おそい。急いで着き替がえと洗顔などを済ませ、ダイニング・キッチンに入り声をかける。

「おはよう、澪」

「……ん。おはよ、悟さとる」

　こちらに振り向き、いつもの様に挨拶を返す澪。

　ちなみに澪の服装は、緑のチェックのミニスカートに白のブラウス。それと青のリボンタイという、学園の夏服。その上にエプロンを着けている。



　俺の寝起きが良くなった最大の理由。それはやっぱり、澪。

　今の時間はまだ７時前。俺は７時半には出ないとマズイが、澪は８時に出れば余よ裕ゆう。それなのにいつも俺に合わせてくれて、しかも朝食と弁当まで用意してくれる。

　そんな子がいるのに惰だ眠みんを貪むさぼるのは……男としてはスネカジリよりダメな気がする。

「……ん。用意出来た。食べよ？」

　テーブルに並んでいるのは、トースト、サラダ、コーンスープ、ベーコンエッグ。手の込んだメニューではないが、彩いろどりにも気を遣つかって丁てい寧ねいに盛られていた。

「なぁ、澪？　いつも言っているが……朝はトーストとインスタントでいいぞ？」

「……ん？　その方がいい？」

「いや、そういうわけじゃないが……」

「ん。なら、いい。好きでやってるだけだから」

　実はこのやりとり自体、既に何度も繰くり返しているのだが。

「にゃぁ～♪」「に～♪」「みゃぁ！」

「……ん。おはよ、みんな」「おはようさん」

　そうこうしているうちにチビ達も姿を現す。朝の挨拶を交わし、朝食が始まる。

　朝食の後、急いで歯を磨みがいてから荷物と身だしなみの確認。最後に澪から弁当を受け取り、お礼と『いってきます』を言って家を出る。

　今日は大丈夫だが、回収日にはゴミを受け取って、途中で出して行くのも俺の仕事。

（うむ。我ながら、ごく普通の朝の風景……だよな？）

　特におかしな事は無いと思うのだが……。

　ウチに泊とまった俺や澪の友人には、よく『お前ら本当にただの従兄妹いとこ同士か……？』などと訊きかれる。どこがおかしいのだろうか？



　そんな事を考えながら、早足で歩くことしばらく。校門が見えてくる。

『私立聖ひじりヶが丘おか学がく園えん』。小・中・高一貫教育のこの学園は、郊こう外がいとはいえ都内の学校としてはかなりの面積を誇ほこる。実は目の前にある校門は裏門。本当なら正門まで、かなりの遠回りをしなければならないのだが、そこは職員の特権。

　家から最も近いこの門が高等部の職員室に一番近いというのは、本当に幸運だと思う。

　門を抜ぬけ、駐ちゆう車しや場じようを突つっ切り、職員玄げん関かんへ。室内履ばきに履き替えたところで、入ってすぐの所にある事務室前に、見知った二人をみつけた。

「む？　おお！　おはよう悟殿どの！」

　こちらに気がつき、腹に響く声で挨拶をしてくる、体格の良い黒髪・短たん髪ぱつの男性。

「おはようございます、水みな上かみ先生」

　礼れい儀ぎ正ただしく、静々とお辞じ儀ぎをする茶ちや髪ぱつ・長ちよう髪はつの女性。

「おはようございます、財ざい天てん寺じさん、白しら川かわさん」

　男性の方はこの学校の用務員、『財天寺努つとむ』。女性の方は事務員の『白川有あり紗さ』。

　共に非常勤で働いているこの二人。この学園に来たのは俺と同じ年、つまりは同期なのだが、親しくなったのはつい最近。なんとなく話しかけてみたら気が合って、という形だ。

「二人で何の話しを？」

「いや、夏の予定について少し、な」

「はい。例年なら海の方に行っていたのですが……今年は難しくなってしまいまして」

「だが、毎年行っているからな。今年もどうにか行けないものかと、話し合っていた」

　毎年海に……？　という事はこの二人、噂うわさ通りに『そういう関係』なのか？

「海ですかぁ、いいですね！　ですが日本の海だと混こみますよね……」

「そうですね。朝一で行っても凄すさまじい人数ですから……」

「だが、むしろそれがイイ！　あの列を越こえてこそ、目的を達する意味がある」

　……行列？　渋じゆう滞たいの事か？　……それに、海って早朝からそんなに人がいるものか？

「毎年お二人で？」

「いや、いつも仲間を引き連れている」

　引き連れる？　なんだか軍隊みたいだな……。

「どうやら今年の夏は暑くなるらしいですね。熱ねつ中ちゆう症しようとかに気をつけて下さいね」

「うむ。冷れい却きやくシートに帽ぼう子しにサングラス。暑さ対策に抜かりはない！」

　……ん？　それ、海に行く装備か？

「私の衣装も対策済みです。着て練り歩くなら、対策してないと死ねますから……」

　……衣装？　水着や当日の服装の事か？　だけど……『練り歩く』？

「他にも装備の確認をしなければ。無線とキャリーは新調したいところだ」

　無線？　キャリー？　船を出して釣つりでもするのか？

　と。ここまで考えて、やっとピンときた。

「まさか……。お盆ぼんのお台だい場ば、有あり明あけの『祭典』の事ですか……？」



「「!?　なぜわかった!?」」



　……アンタら、隠かくす気あったのか……。むしろ気づいてほしいのかと思った。

「…………いつも共同戦線を？」

「……いえ、知ったのは最近です。今まで趣しゆ味みの話は一切しませんでしたから」















「おかげでコイツがＢＬの他にレイヤーやってた事、知ったのは先週だからな」

「やっぱり、長い付き合いなんですか？」

「まぁ……そうですね」

「出身地が同じだったりとか？　そういえば……今、どこに住んでいるんです？」

　俺の何気ない質問。が、この問いに二人は気マズそうな顔をして。



「「……巣す鴨がもです」」



　目を逸そらしながらそう答えた。



　なぜか妙みような空気になってしまったので、『もう時間だから』という理由で抜け出して職員室へ。同どう僚りようと談笑していると、間もなく職員会議が始まる。教頭先生や学年主任が今週の行事や連れん絡らく事じ項こう、注意事項等の話をし、いつもながらアッサリと終わる。

　──先生方の話が短いのは、絶対この学園の良いところの一つだよな。

　以前、学年主任にその事を聞いたら『私も学生時代、教師の長話にウンザリしたクチだから』と。ここはそういう考えの教師が多い。

　そして、時間になったら出欠簿ぼなどを用意して、受け持つ『２‐Ｃ』の教室へ。



　その途中。見慣れた後ろ姿を見かけた。

　少し急ぎ気味の歩調に合わせ、綺き麗れいな栗くり色いろのストレートヘアが揺れる。

「よっ、澪」

「……あ、悟？」

　声をかけると振り向き、微かに微笑ほほえむ。

　澪はあまり感情を表に出さないタイプだが、付き合いの長い俺や細音さざねは雰囲気で分かる。一度気が付いてみると澪の表情は素直で、むしろ普通の人より分かりやすいとすら思う。

「あれ？　まだ教室行ってなかったのか？　澪にしては珍めずらしいな」

「……ん。昇しよう降こう口ぐちで、細音とお話ししてた。……ちょっと話し過ぎた」

「──細音、どうだった？」

「んー……、多分、いつも通りだったと思う、よ？」

　特に変化は無い、という事か。……本当に昨日のは何だったんだろうか？

「っと。悪い、引き止めちゃったな。もうすぐ──」



　その時。

バタバタバタバタ────

　階段を駆け上がり、誰だれかが近づいて来る足音が聞こえてきた。



「──もうすぐホームルーム始まるぞ、『水上』？」

「……ん。わかった、『水上センセ』。教室に行くね」



　一いつ般ぱん生徒には関係を隠しているため、呼び方を『生徒と教師』の物に切り替かえる俺と澪。

　が。近づいてきた生徒は下の階が目的地だったらしい。足音が遠ざかる。

「「………………」」

　俺と澪は顔を見合わせ、苦笑いを交わしてから、

「じゃな、澪。また後で」

「……ん♪　じゃね、悟」





　悟と別れた澪は、急ぎ足で教室へ向かう。だが、再び──

「ふふっ、大変ですね、澪さん？」

　声に振り向く。

「……あ。貴方あなた達たちは──」

　楽しそうな笑みを浮かべる男女が立っていた。





　──ん？　澪からメール……？

　今は昼休み直前。キリが良かったので授業を早めに切り上げ、職員室に向かう途中。

　授業時間は切っている携けい帯たいの電源を入れると、澪からのメールが届いていた。



『　今日、お昼一いつ緒しよできない。ごめんね？　　澪　』



　──ふむ。何か用事でも入ったのかな？

「『了りよう解かい』っと。細音にも連れん絡らく行ってるだろうし、先に行くか」



　……実は、いつも俺は細音と澪と一緒に昼食を食べている。

　食べている場所は屋上。教職員の同どう伴はん無しでは生徒の立ち入りは禁止されているため、まず見つかる心配無くのんびり食事ができる。

　仮に見つかっても細音は新聞部部長、そして俺は新聞部顧こ問もん。澪も名前だけは新聞部に所属となっているので、打ち合わせと称しようすれば問題無い。部室で食べるという選せん択たく肢しもあるが……人通りの多い所にあるため、あらぬ噂が立たない様に避さけている。

　たまに『こんな予防線張ってまで、何やってるんだ……？』などと素に戻もどる事もあるが、なぜか悪い気もしないし飽あきもしないため、澪の入学以降ずっと続いている。



　──さてさて。この習慣、いつまで続くのかなっと。

　というかむしろ『いつまで続けたいんだろう？』などと考えながら、ようやく鳴りだした四限終しゆう了りようのチャイムを後しり目めに階段を上り、屋上へ。

　今日は日差しが強く気温も高いが、良い風が吹ふいていて、日ひ陰かげに居れば本当に心ここ地ち好よい。

　思わず空腹も忘れて横になり、風の音を聞く。そして……眠ねむ気けが巻き起こりかけてきた頃ころ、扉とびらが開く音がする。

「やっほ～、悟さとる兄にい♪」

「よ。さざ──」

　仰あお向むけに寝そべったまま、声の方に視線を向けると……仰ぎよう角かく下方45度で、ヒラつく布の中を見上げる形になった。──自然を装よそおい、身を起こす。

「よ、細音。澪からメールは来たか？」

「うん。来れないんだってね。それでさ、悟兄？」

「ん？」

「澪とお揃そろいなんだけど、どうだった？」

　──ふっ……その手には乗らない。

「何の話だ？」

「あ、違ちがったんだ？　まぁ、澪とお揃いっていうのも嘘なんだけど。どこでわかった？」

「澪ならイメージ的に『白』一いつ択たくだろ」

「……うん。その意見には概おおむね同意なんだけどね？　──しっかり意味わかってる上に、なんであたしは『白』じゃないって知ってるのかな？」

　────あ。

「……悟兄も男の子だよね……」

「ちょ！　そ、そんな眼めで見るな……！　さっきのは事故……!!」

　とか言いつつ、一いつ瞬しゆんのライトグリーンは記き憶おくに焼き付いていたりするが。

「……まぁ、悟兄なら澪のを見慣れてるだろうし、気にする事も無いか」

「……待て。お前、俺おれ達たちを何だと……？」

「バカップル」

　清すが々すがしいくらいの即そく答とう。

「あのな？　お前がそういう事言ったせいで、澪との関係言えなくなったんだろうが！」

　俺の赴ふ任にん直後、『悟兄には同どう棲せい中のお相手居る』などと話を広めたのが、この細音。

「や。ああでも言っておかないと、あたしと噂になったよ？　ヤだよねー、幼おさな馴な染じみってだけでソッチに結び付ける人多いし。ギャルゲーの常識を現実に持ってくるなと」

　……それは全くもって同感。……あ、ギャルゲーと言えば……。

「なぁ？　お前、澪にギャルゲー知識仕込んだ？」

「…………いきなり何言いだすかな？」

「いや。澪、時々やたらと濃こい知識見せるだろ？　お前の仕込みかなー、と」

　コイツなら、面白半分でやってもおかしくないと思ったんだが……。

「そういえばあの子、意外とオタ知識濃いよね……。悟兄が染めたんじゃないんだ？」

　……細音さん？　だからお前は俺を何だと……？

「細音も知らないか……。あいつ、意外と謎なぞが多いんだよな……」

「と。なんだかんだ言っても、頭の中は澪の事でいっぱいな悟兄であった♪」

「……事実無根だ」

　吐はき捨てる様に言ってから、澪手作りの弁当に手をつける。

　……片手で澪に『昼休み中は屋上でダラダラしてる』などとメールを送りながら。



　　　　　◆



　少し時間は戻り、昼休み開始の直後。場所は──高等部校舎１Ｆ、宿直室。

　建物の外観にそぐわない畳たたみ敷じき六畳じよう間まに、三人の姿があった。



「何気に妙な状況だな、これは」

　用務員・財天寺努が、苦笑と共に呟つぶやく。それに応えるのは……事務員の白川有紗。

「本当ですね。天界由来の存在が三名、こんな場所で膝ひざを突き合わせているのですから」

　楽しそうな笑みと共に言う、白川。



『天界由来の存在』。天からの使者、早い話が『天使』。

　この白川と財天寺。人の戸こ籍せきを持ち、外見も人間にしか見えないが……その正体は天使。しかも天界と人間界、二つの世界を行き来できる力を持つ、高位の存在だったりする。

　そして──

「……ん。でも……あんな事があったんだから、今いま更さらだと思う……よ？」

　この場の三人目、水上 澪。

　彼かの女じよは紛まぎれもない人間。だが……自らの意思により時を遡さかのぼり転生した『元・天使』。



「だけど……なんで天使のままで、こっちで暮らせるの……？」

　澪が問う。それもそのはず。彼女が転生したのは、天使のままでは人間──悟と一緒に暮らすことが出来なかったため。

「うむ。話すのはよいのだが……先に訊きいておこう。お前の中にある、『この世界での』我らの記憶はどうなっている？」

　妙な事を尋たずねる財天寺。が、澪は意味を理解し、考え始める。

「……ん。私が生まれ変わってから……だよね？　んー……。誰かは、居た。でも……貴方あなた達たち、じゃないよね？」

　つまりは、『貴方は居たけど貴方ではなかった』。澪の返答も、十分におかしい。

「ふむ……。やはり澪には効き目が薄うすいか。先に言ってしまうが……実際に我々がこの世界に来たのは先週。それまでこの立場にいた『財天寺』と『白川』は、我々の分身、みたいなモノだ」

「……え、と？　今ここに居れる理由と、関係ある、の？」

「はい。話せば長くなりますが……。あの一件で時間を巻き戻し、それにより歴史は改変されました。ここまではよろしいですね？」

「……ん」

「それで、その歴史改変なのだが。実は、時間を戻しはしたが、歴史自体にはほとんど手を付けていないのだ」

「……え？　でも……変わってるよね？」

　不思議そうに首を傾かしげる澪に白川は微笑み、話を引き継つぐ。

「あの時行われたのは……時間を戻し、過去の世界に貴女あなた、『水上 澪』という存在と、『貴女が生まれる』という因子を打ち込んだだけなのです。他に手は加えていません」

「だがな？　違う要素が入ったため、違う歴史を辿たどった世界になった。それが今のこの世界だ。つまりは『歴史を変えた』のではなく『変わる様に仕組んだ』というのが正しい」

「…………ん。なんとなく、わかった。それで……貴方達と、どう関係あるの……？」

「はい。澪さんの場合は、過去へ『情報』と『本体』を打ち込みました。ですが我々は、過去へ『存在するという情報』だけを送り込んだのです」

「そしてそのまま時間を流し、元の時間まで流れてきた所で……その情報を取り込む。そうする事で『人の歴史を持つ天使』となる」

「私達自身は時間を戻ったわけではありませんので、天使のままです。ですが、人の歴史と身分を持っているため、ある程度なら人間界に居られるのです」

「澪の場合は転生する事に意味があったのでな。この手段は取れなかった」

「……ん。わかった。それで──」

　大人しく聞いていた澪が、表情を少し険しくする。

「そんな事をしてまで。……何をしに来たの……？」

　警けい戒かい。澪が恐おそれているのは……今の暮らしが再び無くなる事か。だが。

「安心してください、澪さん。貴女達をどうこうするつもりはありません」

　子供に諭さとす様に語る白川。

「ただ、今回の様な前例はほとんどありません。ですから……不測の事態に備えられるよう、我々が派は遣けんされたのです」

「アフターサービス、と言った所だな。ガブリエル様のご厚こう意いだ」

　続く財天寺の顔にも、苦笑いの表情が浮うかぶ。……嘘うその様子は見られない。

「……ん。そうなんだ？　……じゃあ、よろしく、ね♪」

　やっと、安心した笑顔を浮かべる澪。

「はい♪　こちらこそ、よろしくお願いします」「おう。よろしく頼たのむ」

　と、その時。低い振しん動どう音おん。それに気づき、ポケットから携帯を取り出し開く澪。

「……あ。悟からだ……」



　題名・無し

　本文『昼休み中は屋上でダラダラしてる』



　読んだ澪が、立ち上がる。

「……ん。私、そろそろ行く、ね？」

「おう。それで今朝の話だが……なにか気が付いたら、よろしく頼む」

　今朝の話。実はこの話が始まったきっかけは、財天寺達が澪に依い頼らいした事。

　曰いわく、『この辺りで、妙な気配を感じる。何か気づいたら教えてほしい』

「……ん。わかった。じゃあまた、ね？」

「悟殿の所ですね？　──ごゆっくり」

「ん。ありがと」

　そう言って駆かけていく澪。



　　　　　◆



　食後。空腹も満たされた俺は眠気を覚え、心地の好い風の中、再び横になる。

「悟兄、食べてすぐ寝ると太るよ？」

「それなりに運動はしてるから大だい丈じよう夫ぶ。ところで──この先の新聞部の予定は？」

　新聞部の活動は、ほとんど細音個人の趣味活動とも言えるものなのだが……実はそう馬ば鹿かにできるものでもない。

　隔かく月げつに加えて大きなイベント毎に学園新聞を発行。独自の情報ルートを持っているらしく、その内容も正確……な、だけではなく、わざと脚きやく色しよくしてゴシップ風にもしていたりする。……ただ。ほぼ個人活動なのに、活動資金が潤じゆん沢たくなのが謎ではあるが。

「えーっと……とりあえず夏休み前に新聞出したいかな？　あとは夏休み明けにも。だから、休み中にも何回か学園に来ないと……」

「はいよ。協力いたしましょ」

　そう答えた直後。



「……ん。もちろん、私も手伝うよ♪」



　澪の声。その方向に顔を向けると……いつの間にか俺のすぐ近くまで来ていた。

　…………つい、見上げてしまった俺。

「…………細音」

「なに？」

　……何らかの感情が一周回って、まるで悟さとりを開いたかの様な心情で告げる。

「……『嘘から出た実まこと』」

「このラッキースケベ」

「……？」





ピンポ～ン

　夕刻。水上家のインターフォンを鳴らす者が居た。



『ん。どちらさま……？』

「あ、澪ちゃん？　悟いる？」

『……黒くろ木きさん？　悟、まだ帰ってない』

「ふむ、そうか……。…………ムフッ♪　あー、澪たん澪たん？」

『……ん？』



「　奥おく　さ　ん、　米　屋　で　す　！　」



タッタッタッタッタッタ……

『……？　なんで、お米屋さん……？』

「はっはっは！　いいかい澪たん？　この場合の『米屋』というのはだね──」

『……ん？』

ダダダダダダダ────ダンッ！

「早い話が、間おと──」



「　何　や　っ　と　る　か　」



ゴスッ！

「こぉぉおおっ!?」

　俺おれの飛び蹴げりを脇わき腹ばらに受け、見事に吹き飛ぶ黒木。玄げん関かん先さきに妙にニヤけた不ふ審しん人物が見えたから、全力疾しつ走そうしてきてよかった。

　とりあえず、全国の真っ当なお米屋さんに謝れ。

　余談だが。別に『米屋』じゃなくても、出前・配達系なら大体は意味が通るらしい。

『……悟？』

　インターフォンから澪の声が聞こえてきた。

「そ。ただいま、澪」

『……ん。おかえり、悟』

　……おっと。足の下のコレ、処分しなくてはな。

「澪？　玄関先の生ゴミを処理したいから、悪いけど保健所に電話してくれないか？」

『ん。……普ふ通つうに生ゴミじゃ、ダメ……なの？』

「ああ。無む駄だに粗そ大だいだから、保健所の方がベターだ」

『ん。ご近所迷めい惑わく、だね。……すぐ電話するね？』

「貴様ら……。相当ヒドイやりとりしている自覚、あるか……？」

　ゴミが再生。地球に優しくはないが。

「なかなか壮そう絶ぜつなやりとりだな……。これがいつもの会話か？」

　遅おくれて歩いてきたお客が、軽くヒきながら訊きいてくる。

「まぁ、こんなものかと」

「……誰だ？」

　初対面の黒木が訊いてくる。

「学園で用務員やってる財天寺さん。お前の同類だぞ？」



　客二人を我が家のリビングに案内すると、そこには先客が。

「あれ？　細音も来てたのか」

「悟兄おかえり～」

「に～」「にゃぁ！」「みゃぁ♪」

　チビ達と遊んでいたらしい細音が、猫ねこジャラシ片手にそう言ってくる。

「ああ、ただいま。ヴィス、イブ、リッドもな？　っと、俺の客二人居るけど、いいか？」

「うん。澪にも言われたけど、なんか面おも白しろそうだから会ってみたいかなって」

　……そうか。この三人、それぞれ初対面か。

「まぁ、いいか。黒木、財天寺さん。この子、澪の幼馴染で俺の教え子の『鈴すず宮みや細音』」

「よろしくお願いしま～す♪」

　紹しよう介かいすると、全く物もの怖おじせずに挨あい拶さつする細音。

「ああ、この子が例の、澪ちゃんの幼馴染か」

「ほぅ？　噂うわさの新聞部部長か……」

　それぞれ反応する二人。

「あれ？　あたしの事知ってるんです？」

「コイツから『やかまし系の幼馴染がいる』とは聞いていた」

「あの学園で働いていれば、新聞部部長・鈴宮の名前はイヤでも耳に入ってくる」

「……細音の名前、そんなに広まっているんですか？」

「良くも悪くも、な」

「あはは♪　いろいろやったからね～」

　自じ慢まんげに笑って言う細音。悪びれた様子は一切無い。

「……ん。細音、学園内の人間関係、全部把は握あくしてるって言ってるよね」

　恐ろしい事を話しながら、澪が人数分の飲み物とお茶ちや菓が子しを持ってきてくれた。

「……マジか……？」

　澪がテーブルに飲み物を並べているのを横目に、少し戦せん慄りつしながら細音に訊く。

「まぁ、一通り知ってるかな？　公表するかどうかはお話し合いで決めてるけど。あ、澪ありがと～♪」

　澪から飲み物を受け取りながら、細音。

　……とりあえず、『教員のも把握しているのか』『話し合いとはどんなものか』は、聞かないでおいた方が身のためだろう。

「じゃ、じゃぁ次いくぞ？　こちら、ウチの学園の用務員、財天寺努と、俺の幼馴染で警察官の黒木 司つかさ」

「「よろしく」」

　自分の客二人に椅い子すを勧すすめながら紹介すると、二人とも軽く頭を下げて応こたえる。

「あ、黒木さんの事は澪と悟兄から聞いてます♪　今度密着取材していいですか？」

「な!?　ほ、ほぅ？　なぜ俺を？」

　冷静を装っているのだろうが、ニヤつきを必死に抑おさえているのがバレバレだった。……おそらく、可愛かわいい女子高生が『密着』取材という事で、善よからぬ事を考えているのだろう。

　気持ちはわからなくもないが……、相手は細音だ。

「はい！　いつか警察官の不ふ祥しよう事じを生でスクープしたかったんです！」

「俺が不祥事起こすと!?」

「あたしの見る目は確かです！　絶対素質あります!!　第一、『澪たん』とか言ってる時点で既すでに犯はん罪ざい臭しゆう漂ただよってますから♪」

　ああ、そうか。玄関先のやりとり、細音も聞いていたのか。

「嬉うれしくないわ！　お、おい貴様！　きちんとフォローしろ!!」

「いや。だってお前、いつかヤるだろ？」

「だよねぇ、悟兄？」

「くっ……！　み、澪たん!!　俺はそんな人間じゃないよね!?」

「………………。お夕飯の用意、してくるね？」

「澪たぁぁぁぁあああん!?」

　何も答えず、というより沈ちん黙もくという答えを返して去って行く澪の背中に、悲痛な声で呼びかける黒木。……だから、リアルで「たん」付けて呼ぶ時点でアブないんだって。

「ならば、本日初対面の財天寺ど……の……？」

　その財天寺さんはと言うと。お茶菓子が載のっていた皿を見つめて、

「この柄がら、この光こう沢たく、この手て触ざわり。良～い仕事してますねぇ～」

「……ん。それ、百均で買った」

　と。『俺に振ふるな』オーラを出しながら、鑑かん定てい団だんごっこをして澪にツッコまれていた。

「ぐ……あぁ……！　な、ならばそこな猫三匹びき！」

「に……？」「にゃ？」「ぅみゃぁ？」

「お、俺はそんな人間じゃないよな!?」

　……猫に訊くなよ。

　我が家の三匹の子こ猫ねこは、そんな人間失格な腐くされ警けい察さつ官かんを無言で見つめ。

「………………（←）」

「………………（→）」

「………………（↓）」

　アイコンタクトすら無く、一いつ斉せいに視線を逸そらす。

「猫にすらぁぁぁぁあああ!?」

　頭を抱かかえてうずくまる黒木。……さすがに、少し話を変えてやった方が良いだろう。

「ところで、細音は何しに来たんだ？」

「え？　えっと。今度の学園新聞のネタ、少し足らないから、ヴィスちゃん達の写真撮とらせてもらおうと思って」

「あー、なるほど」

　新聞部は隔かく月げつで学園新聞を発行している。そしてそのネタに詰つまると、よくウチのチビ達の写真を撮りに来る。

　細音曰く、『困ったら動物ネタ』。最初の頃は自分の家の飼い犬を撮っていたのだが──

「悟兄」

「っと。何だ？」

「悟兄の方のお客さんは、何をしに？」

　そういえば、連れてきた第一目的を忘れていた。

「趣しゆ味みが一いつ致ちしているのを初めて知ったんで、そこら辺の話をしようと思って誘さそったんだけど……、多分、俺より黒木との方が話が合うな」

「……ほう？」

　その言葉に、精神的ダメージで撃げき沈ちんしていた黒木が復活し、瞳ひとみを輝かがやかせる。

「──黒木殿どの。貴き殿でんとはじっくり話してみたいと、前々より思っていた……！」

「財天寺と言ったか。──なるほど。その眼の輝き、なかなかの腕うで前まえと見た」

　……眼の輝きって何だ。何の腕前だ。

「ふっ……貴殿もなかなかのもの。想像以上だ。……では行くぞ！　貴殿の属性は!?」

「守備範はん囲いは無限！　クリティカルはニーソ・ミニスカ・女子高生！　そちらはどうだ!?」

　……高校教師と現役女子高生×２の前で、コイツは何を言ってるんだ？

「その空気を読まない『ニ』『ミ』『女』コンボ、なかなかのモノ！　が、甘あまい！　守備範囲は同じく無限！　が、属性など無い！　我が琴きん線せんに触ふれたもの、それ即すなわち大好物！」

　財天寺さん？　可愛けりゃＯＫって事ですね、分かります。つーか『ニミ女コンボ』て。

　……無駄に熱くて、想像以上にアホらしい。ツッコミ所が多すぎて疲つかれるから、終わるまでヴィス達と遊んでいる事にする。

「くっ……やるな！　ならば今度は俺から問おう。二次元と三次元、どちらを好む？」

「フッ、その手には乗らん！　こう答えよう！　可愛けりゃどっちでも無問題!!」

　……『言っちゃったよ……』とかのツッコミは考えるまい。

　片手で、俺の頭の上に登ってきたイブを、もう片方で足元のリッドをくすぐる。

　……なぜかヴィスの目が、『……あれ、放ほうっておいていいんですか……？』って訴うつたえてる様に見えるが、気のせいだと思っておく。

「甘いわ財天寺！　俺はこう言おう！　可愛いなら何でもＯＫ。だが、女子高生なら可愛くなくてもゴチソウサマ!!」

「な、なにぃぃい!?　く、黒木殿……貴殿という漢は──!!」

「くっくっく……。いいか？　属性持ちは、確かにオールラウンダーよりは汎はん用よう性せいで劣おとる。だが！　その属性の範囲でなら、次元の壁かべはおろか先天性の問題すらクリアする！」

　……なんとなく思う。ツッコミ役って、保護されるべき希少種かもしれない、と。

「ねえ、澪？　スクープ云うん々ぬん以前に、この会話を録音して公開するだけで、社会的に抹まつ殺さつするには十分だと思うんだけど……いつもこうなの？」

「……ん。いつも、こんな感じだよ？」

「……悟兄、大変だね……」

　同情しないで細音さん。少し泣きたくなるから。

「極きわめる事で弱点すらも武器とする、か。見事としか言い様があるまい」

「そっちこそ。極める事が困難とされるオールラウンダーの実力、確かに見せてもらった！　では同じ実力を持つ同志として、蛇だ足そくではあるが嗜し好こうを訊こう。好みの髪かみ型がたは？」

「ふむ……。下手にフェチシズムを問うより、嗜好を知るには良い質問だ。流石さすがは黒木殿。答えよう。『ポニテ』だ、と」

　──絶対にコイツら、空気読めないだろ？

「………………あたし、髪型変えようかな……」

「……ん。細音、負けちゃダメ」

「……に～」

　ヴィスが一鳴きしてから、丸くなって眠ねむりだす。何となく鳴き声と態度から、『話が終わったら起こして下さい』と言っている様な気がする。

　俺の頭の上では、イブがウトウトして落ちそうになり、慌あわてて頭にしがみつく。……爪つめ立てるなよ？　痛いから。

「ここまで趣味が一致する者が現れるとは……！　そして、やはりポニテはサイドだな!?」

「いや、悪いが黒木殿……サイドポニーは無い」

「あれ？」

　ここにきて、まさかの意見の相そう違い。

「いや、あの左右非対称が個人的に許せん。ポニーとしては邪じや道どうだと思う」

「な、なんだと……？　貴様、３期以降の『な○はさん』には萌もえないと言うのか!?」

「いや、貴殿には悪いが……『なの○』は２期までだろ、常考」

「き、貴様！　オールラウンダーのくせに、基本属性はロリか!?」

　なんだか、アニメ論議に変わっていた。















「……細音。あれ、何の話……？」

「うん。『白い悪あく魔ま』の話だね」

「……ん？　ロボットアニメ？」

「ううん。そっちじゃなくて、『とりあえず砲ほう撃げきかましてから話し合いに持ち込む』っていうスタンスの、生身の女の子のお話」

「……降こう伏ふく勧かん告こく？」

「近いものがあるね」

　違います。ファンに謝れ。

「ロリも当然守備範囲だが、そういうわけではない。あれは、初期キャラを愛しているが故ゆえに、属性変へん更こうが許せないのだ！」

「!?　な、なるほど……初心を貫つらぬくという事か！　その強固な意志、賞賛に値する！」

　──うん。無視もいい加減疲れてきたな。

「話はまとまったか？　この節操無し共」

「貴様、なんという侮ぶ辱じよくを！」

「そうだ悟殿どの！　我らは節操無しでは無い。ただ──」



「「可愛い子全すべてを愛しているだけ、つまりは博愛主義だ!!」」



　本当にこいつら、初対面か……？

「……老ろう若にやく男なん女によ問わずとも可愛くなきゃダメって時点で、博愛主義失格だと思うが？」

「あ──、悟殿。すまぬが、『老若男女』の『男』は外してほしい。いくら可愛くてもＢＬ関係は無理だ。……その流れで男おとこの娘こも。好む人間を否定するつもりは無いが……少しトラウマを持っていてな……」

「……つくづく気が合うな。貴様は俺か？　……俺もトラウマでそっち系は無理だ」

　──さっきまでのハイテンションが嘘の様に、暗い表情で黙だまり込む二人。この二人がここまで凹へこむトラウマだと……？

「ところで悟兄？　悟兄も、この二人と同じ趣味持ってるんだよね？」

「……コレと一いつ緒しよにしてほしくはないんだが？」

「……うん、ごめん。とにかく、妄もう想そう属性、持ってるんだよね？」

「否定はしないが……それが？」

「この二人に『節操無し』って言ってるけど、悟兄の好みはどうなのかなって」

「う」

　──そういえば、考えた事無かった。

「ふむ。そういえば、貴様のは聞いた覚えが無いな」

「ほう。確かに興味深い」

「に～♪」「ぅにゃぁ！」「……みぁ♪」「………………（ジ────）」

　全員、聞き出す気満々。澪も無言で見つめてきている。──逃にげ出せそうにない。

「だ、だけどほら！　今まで好みとか、自分でも考えた事なかったんだって！」

「ふむ。ならば、質問に答えてもらおうか。まずは……年上と年下、どっちが良い？」

「特に拘こだわらないが……年下、かな？」

「なるほど。では悟殿。大人しい子と活発な子、どちらが？」

「……大人しい子、かな？」

「なるほどね～。じゃあ悟兄、髪かみはロングとショート、どっちが良い？」

「ロングだな、やっぱり」

「「「…………。なるほど」」」

　なんだか変な間が空いた。なんだ？

「次だ。色白と健康的な小麦色、どっちが良い？」

「色白」

「「「………………」」」

　黒木、財天寺さん、細音は、何な故ぜか澪の方をジーっと見てから、

「「「なるほど」」」

「……さっきから、それは？」

「気にするな悟殿。次、胸は大きいのと小さいの、どちらが？」

「んー……。無いよりはあった方が良いけど……『爆』レベルならむしろ無い方がいい」

「具体的に理想は？」

「そんなに詳くわしくはないが……ＤかＥ？」

「……細音氏、判定は？」

　黒木に訊かれた細音は澪を見て、

「範はん囲い内ないです」

「「なるほど」」

「…………だから何なんださっきから？」

「気にしないでいいよ悟兄。じゃぁ、バリバリ働くキャリアウーマンタイプと、家庭的な良りよう妻さい賢けん母ぼタイプ。どっちが良い？」

「家庭的な方」

　今度は質問の時点で、すでに猫たち含ふくむ全員が澪の方を見ていた。

「「「なるほど」」」「「「ぅにゃ」」」

「…………言いたい事があるなら、言ってほしいんだが……？」

「ううん、別に。じゃあ悟兄？　総合すると、髪が長くて色白で、胸がＤかＥくらいの大人しい年下の子。家庭的ならさらに良し、ってことでＯＫ？」

　細音が今までの質問をまとめてきた。……何故かメモではなく、澪を見ながらというのが若干気になるが。だが、確かにそう言われると、理想像とピッタリ合うかもしれない。

「あー、多分そうだと思う。でもまぁ、条件ピッタリの子なんて居るはず無いけどなー」

「「「そーですね」」」

「更さらに『細身で可愛い子』とか入れたら、世界探しても居るかどうかだよな～」

「「「そーですね」」」

「……平日の昼はフジテレビか？」

「「「そーですね」」」

　…………なぜか、森田さんアワーに突とつ入にゆうしている。

ツンツン

「ん？」

　袖そでを引かれて横を見ると、澪と、珍めずらしく澪の頭の上に乗ったイブが見上げていた。

「……がんばる」「にゃ……！」

「…………何を？」

　妙みように意気込みを感じさせる声を上げる、一人と一匹。

「「「ごちそうさまでした」」」

　投げやり気味にそう言う三人と、『やってらんねー』的に首元を掻かくヴィス、顔を背そむけているリッド。……本当に何なんだ？

　と言うか……この打ち合わせしていたかの様な息の合い具合、本当にこいつらは初対面なんだろうか？　──あ。そういえば……。

「なぁ、黒木──」

「「「そーですね」」」

「……それはもういい。で、お前は何しに来たんだ？　別に何も約束無かったよな？」

「ああ、そういえば用件を忘れていた。少し注意を促うながしにな」

「注意？」

「ああ。……実は最近、この辺りでおかしな事が起きている」

「初耳だが……事件か？」

「とりあえずは事故……となってはいる」

　珍しくハッキリとしない言い方。……それだけ不可解な事こと柄がら、という事だろうか。

「ふむ？　それはどういう事だ、黒木殿？」

「この近辺の狭せまい範囲で、妙な事故が連続していてな。しかも大たい抵ていは目もく撃げき者しやがいなくて、本当に事故なのかを調べる事すら困難ときている」

「偶ぐう然ぜんじゃないのか？」

「そうなら良いんだがな。だが『いきなり木の枝が飛んできて突つき刺ささった』『激痛で倒たおれこみ、見たら足に獣けものの歯形が付いていた』『走行中の自転車に、どこからか縄なわが絡からみ付いて横転した』『くしゃみをしたら、タライが落ちてきた』等々。どう思う？」

「……最後の以外、ほとんど怪かい奇き現象だな」

「ああ。しかも起こる場所は『この付近』。特定の場所じゃないのが更にタチが悪い」

「……ね。……もしかして、昨日の事故も……？」

　澪も気になるらしく、口を挟はさむ。俺もそれは気になっていた。

「昨日？　ああ、車の事故か。多分。タイヤに太い釘くぎが刺さってパンクしたのが原因らしいのだが……、事故現場を少し前に歩いていた者の話では、そんな物は落ちていなかった、と。……実は、それがあったから今日来たのだ」

「……？」

「今まで、被ひ害がい者しやは必ず単独だったのだ。──逆にそれが不自然な点でもあったわけだが。だが今回、被害を受けたのは車だ。最悪、人を巻き込む可能性もあった。今のところ犠ぎ牲せい者しやは出ていないが……この分だと今後はわからん」

　──思った以上に危ない話だった。……というか、こんな話を言い忘れるなよ。

「ふむ……なんとも妙な話だな。黒木殿、この話、公表はしないのか？」

「原因も対策もわからんのに公表すれば、ただパニックを引き起こすだけだ」

「それもそうか……。で、被害者に共通点とかは無いのか？」

「偶然かもしれんが、今のところ全員男だ。が、それ以外は歳とし、背格好、職業、住所、前科の有う無むまで見事にバラバラだ。……まぁ被害者が男というのが必然なら、澪ちゃんと細音は比ひ較かく的てきあんぜ──ん？　おい、どうした？」

　黒木の言葉で、細音に注目が集まる。見ると、明らかに顔色が悪い。

「…………細音？　どうしたの？」「にー……？」

　心配そうに声をかける澪。それと、三匹の中で最も細音に懐なついているヴィスが声を出し、イブとリッドも細音を見上げている。

「あ、あははは、ちょっとリアル怪かい談だんに巻き込まれた気分で、不覚にも少し怖こわくなってしまいまして。……大だい丈じよう夫ぶだよ？」

『大丈夫』という細音だが……その表情は明らかに作り笑い。

「……でも……、細音、本当に……？」

「……あは、あはははは、大丈夫だって！　──と、もうこんな時間！　ごめん澪、やる事あるから帰るね！　ヴィスちゃん、イブちゃん、リッド君。写真、また今度撮らせてね？」

「「「にぁ……」」」

「待て細音。どうしたんだ？」

　顔色の悪さはだいぶ治ってはいるが……明らかに不自然なため、声をかける。

「もう、悟兄！　あんなに宿題出しといて、どうしたも無いと思うけど？」

　……そういえば確かに出したな、結構な量を。だけど──

「じゃ、そういう事で。また明日ね、澪、悟兄、ヴィスちゃん達たち！　財天寺さんと黒くろ木き兄にいもまたね！」

　細音はそう言うと、訝いぶかしむ俺達を置き去りに、見送る暇ひますら与あたえずに家を出て行った。

「……悟」「にー……」「にゃぁ……」「みぁ」

「わかってる。……明らかに変だな」

「確かに不自然ではあったが……おかしな内容だったか？」

　財天寺さんが首をかしげる。確かに、言葉自体はおかしくない。だが、言ったのは細音。

「……ん。……だって細音は……」

「ああ。細音は宿題が多ければ、写す時間がかかるだけだ。自分でやるなんて……」

「…………なるほど、そういうキャラか」

　それに怪かい談だん云うん々ぬんもそうだ。たとえ自分が巻き込まれても、普ふ段だんのあいつなら嬉き々きとして原因究明に動く。少なくとも、怯おびえて立ち止まるなど考えられない。

　と。ここまで考えて、フと思いつく。──まさかとは思うが……。

「──なあ黒木？　それが起きた場所は──って、黒木？」

　見ると、黒木まで様子が変だった。呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、ただ玄げん関かんの方を見つめている。

「お、おい！　お前までどうした!?」

「──！　い、いや、なんでもない……」

「明らかに何でもなくないだろ！　どうした!?　言え!!」

　再び緊きん迫ぱく感かんに包まれる。澪と財天寺さんも、黒木を注視している。

「ほ、本当に何でもない！　……ただ──」

「『ただ』、何だ？」



「『兄あに』と呼ばれたのは、初めてでな」



　…………………………はい？

　──言われてみれば。細音が去り際ぎわに『黒木兄』と言っていた様な気がする。多分、慌ててたからだとは思うが──

「妹属性に、目覚めるかもしれん……！」

「「「…………はいはい」」」

　少し頬ほおを赤らめながら言う黒木に、俺たち三人は呆あきれ声で返した。

「あ──。アホのせいで気が抜ぬけた。……だがまぁ、細音の方も今考えても仕方ないか。もしかしたら本当に気まぐれで、自力で宿題やってるかもしれないし」

　だけど考えてみれば、今回は写すだけだと痛い目に……？　ちゃんと覚えてるか……？

「……んー、それは無いと思うけど……？　宿題、そんなに出したの？」

「まぁ、結構な量出した。期限は１週間あったけど。期末試験の勉強も兼かねられるし、本番前の腕うで試だめしって事で、明日は宿題の範囲から小テストもやる。澪の方もだろ？」

「……え？」

「や、一年担当の山やま上がみ先生。あの人もやるって言ってたから。澪も宿題出されただろ？」

「…………あ」

　────チョットマテ。





コンコン

「入るぞー」

　今は必要無いという事は理解しているが、一応ノックしてから澪の部屋に入る。

　この部屋の主は、自分の学習机ではなく部屋の中央の座ざ卓たくに向き合っていた。当然、その上には宿題である数学のプリント数枚が広げられている。それと、座卓の下にも１枚プリントが置いてあり、なぜかそれを子猫トリオがジーっと見ている。

「アイスコーヒー、持ってきた。ミルクは入ってるけど砂糖は入れてない」

　言って、コースターを置いてからその上にグラスを置く。澪の分と、俺の分も。

「……ん。ありがと、悟」

「どういたしましてっと。それにしても……澪が宿題忘れるとか、珍しいな？」

「…………ん。数学、だったから……」

「は？」

　──澪、数学嫌きらいだったっけ？　だとしたら、数学教師として軽くショック……。

「……悟に、教えてもらうつもりだった。……チャンス無くて、いつの間にか忘れてた」

　軽く拗すねている様に見える顔で、澪。……なぜか、若干照れくさい。

「……あー、なんだ。……ありがとな？」

「……？　なんで？」

　──なんとなく。……なぜか『ゴメン』よりコッチの方が良いと思ったんだよ。

「と、とにかく！　どんな感じだ？　わからない所とかあるか？」

「……ん。今のところ、大丈夫。でも……ちょっと、時間かかる」

　宿題のプリントを見る。枚数は８枚。量は多いが、そう難しくはない様だ。だから俺が手伝わなくても大丈夫だろうが……量が量だけに、それだと時間がかかる。

「澪、その問題解いたら、一いつ旦たんストップ」

「ん。………………ん、できた」

「ＯＫ、ちょっと見せて」

　そう言ってプリントを受け取り、澪が解いた問題を見る。──よし、これならいける。

「じゃあっと。コレとコレとコレ。それとこの問題から解いてみな？」

「……ん。──あ、似た問題？」

「そ。同じような問題はまとめてやっちゃった方が楽だろ。とりあえず数減らそう」

「……ん」

「他の似たような問題の組み合わせ、印つけとく」

「ありがと、悟」

　理数系の問題はどうしてもパターンに限りがあるため、一つ解けると同じやり方で解ける問題が、大抵二つ三つはある。厄やつ介かいな問題が山積みになってる場合は、解きやすい問題から片づけて数を減らして行った方が、気力・体力ともに楽だったりする。

「に～」

「ん？」

　鳴き声で顔を上げると、いつの間にかヴィスが机に上り、澪がやっているプリントを前足で『たしったしっ』っと叩たたいていた。

「……ん。ヴィス、ちょっとそこ退どいて、ね？」

　そう言われて、少し移動する白猫。どうやら、ちょうど解答の所を叩いていたらしい。

　ちなみに。澪が今やっているのは『数式に合うグラフを選べ』という、数学では珍しい選せん択たく問題。

「に♪」

たしたし

「……ごめん、ね？　また動いてくれる？」

　言われて動く白猫、そこにマークする澪。

「に～、に♪」

たしたし

「…………ごめん、ヴィス。後で一緒に遊ぼ？　だから────あれ？」

　次の問題も解く。マークする解答は……またも、ヴィスが叩いていた選せん択たく肢し。

　……おい。お前まさか……？

「に♪」

たしったしっ

　戸と惑まどいを余よ所そに、次の場所を叩く白猫。……澪にストップをかけて、俺が解いてみる。

「…………正解。ヴィス、お前…………！」



　あ、ありのまま今起こった事を話す……！

『猫がプリントに乗って宿題の邪じや魔ましてるのかと思ってたら、高校生より早く問題解いて、答えを教えていた』















　何を言っているかわからないと思うが、俺も何が何だかわからない……！　人語がわかるとか、そんなモンじゃぁ断じてない……、もっと恐おそろしいものの片り（以下略。



　思わず慣れないジョ○ョネタを脳内展開してしまうレベルの混乱。

　普ふ通つう、そんな事はあり得ない。だが、偶然で５択たくを４問当てる確率は、６２５分の１。しかもその確率は、『問題』という形式を理解した上で選択した場合だ。

　だから……あり得ない。常識ではあり得るはずがない。……だから俺は────

「わ～～！　すごいなヴィス！　賢かしこいな～～!!」

　バカ飼い主に徹てつして現実逃とう避ひ。……だって、考えてもどうしようもないんだもん。

「……ん。ヴィス、すごいね？」

　──澪。お前のそれは現実逃避じゃなく、ただ普通の賞賛だな？

　……『少しは疑問に思えよ』とか思ったが、あえて口にせずに、ヴィスの頭を撫なでる事に集中。……すると。

「にゃ、にゃぁ！」「みぁ、ぅみぃ……」

　イブが何かを言ってきていて、リッドがそれを止めようとしている様に見える。

「にゃぁ、ににゃぁ！」「みぃ……」

　イブは前足で床ゆかにあるプリントを叩きながら。リッドは……なんだか諦あきらめの色が見える。

「……もしかして、イブも解いてみせるって言ってるのか？」

「にゃぁ……！」

「そりゃぁ、挑ちよう戦せんする分にはかまわないけど……はい、コレ」

　そう言って、比較的簡単な因数分解の問題を指さしてみた。──のだけれど。

　──正直、ヴィスはともかく、イブには頭の良さそうなイメージが全く無い。

「にゃ。……にゃ……？」

　俺おれの予想は当たっている様だ。──問題を見たイブは『キョトン』と目を丸くしてから首を傾かしげる。

「……にゃ、にゃぁ……？」

　苦く悶もんに聞こえる鳴き声と共に、器用に前足で頭を抱かかえ。

「………………うにゃ」

　そのまま、コテッと倒れた。

　うん。実に予想通り。──だけどこの子……リアクションが面おも白しろい。

　……ちょっと遊んでみる事にする。

「イブ。名めい誉よ挽ばん回かい、したくないか？」

「……にゃ？　……にあ！」

　食らい付いてきた。

「よし。今から簡単な問題を出す！　これに答えて名誉挽回する気はあるかぁぁああ!?」

「にゃぁぁ!!」

　ノリもよし。

「では、問題です。１１９２年、源みなもとの頼より朝ともが鎌かま倉くらで作ったのは？　１・屋や敷しき。２・幕府。３・ハーレム。４・楽園」

　言いながらイブの前にある紙に、大きく『１』『２』『３』『４』と書く。

「に、にゃぁ!?」

　うん。やっぱりわからないみたいだな。それでも。

「にゃ……、にゃ……？」

たしっ

　かなり迷った末に、恐る恐る、選択肢の数字を叩いた。

「……ファイナルアンサー？」

「に!?　にゃあにゃあにゃあ!?」

「ヒント機能無し」

「うにゃ……。──にぁ！」

　覚かく悟ごを決めたらしい。

「では、判定は………………」

「……に、にぁ……？」

　イブを見み据すえ、ときどき表情を変えながら、答えを引っ張る。

「……………………」

「…………に、にゃあ……！」

　怯えている様に見えるイブを眺ながめながら、某ぼう『もんたさん』の気分をじっくり楽しむ。

　……ちなみに。イブが選んだ選択肢は……『４』。よって。

「残念……！」

「にゃああ!?」

　悲鳴のような鳴き声を上げ、再びコテンと倒れる。

　んー、鎌倉に楽園作ったか。すごいな源げん氏じ。

「ちなみに……、迷ってたみたいだったが、どれと迷ってたんだ？」

「────にゃ」

たしっ

　その手が……もとい、前足が叩いたのは──『３』。

　……源みなもとさんトコの頼より朝とも君、鎌倉にハーレム作ったそうだ。羨うらやましいね？

「…………残念」

「うにゃあああ!?」

　──本当に『残念』以外にどう言えと？　いろんな意味で。

　それにしても……選んだのが『楽園』と『ハーレム』て。イブさん、君はこの時代をどんな時代だと思ってるんでしょうか？

「うにゃぁあ！　にゃあにゃあにゃぁあ!!　うにゃぁぁああ!!」

ジタバタ、ジタバタ

　仰あお向むけで倒れこんだまま、駄だ々だっ子のように暴れるイブ。

　なんとなく、『どうせネコだもん！　こんなの出来るわけないモン!!　わぁぁあん!!』といった感じに見える。

「みぃ……。うみゃぁ……？」

「……うにゃ？　……にゃぁ」

　なんだか慰なぐさめている様子のリッド。イブも落ち着いてきた様だ。……が。少し気になったので、こう言ってみる。

「で、リッド。正解は？」

「み？　うみゃ」

たしっ

　迷わず振ふり下ろされた前足が叩いたのは、『２』。

「正解」

　──あー、やっぱりわかるんだ、この子。

「うにゃっ!?　に……に……ぅにゃぁぁぁああっ!!」

「み!?」

　鳴き声、というより泣き声を上げて、俺に飛びついてくるイブ。リッドが驚おどろいたような声を出したから……『り、リッドに裏切られたぁぁっ!!』あたりかな？

　──さっきのリッド、無自覚だろうが──慰め方が精神的優位者っぽかったからな……。

「あー、はいはい。よしよし……、頑がん張ばったんだよな？　いじめてゴメンな？」

　そう言いながら、受け止めたイブを抱だき上げて、背中を撫でてやる。

「にゃあ……！　……にゃあ。…………うにゃぁ……、にゃ──……くぅ……」

　──寝ねた。

　落ち着いてくれたのか、単に泣なき疲つかれただけか。そんなイブの姿を見ていると……。

「なぁ、澪？」

「……ん。何？」

　この騒さわぎの中でも、黙もく々もくと問題を解き続けていた澪に話しかける。

「なんとなく……この子を見て思いついた、不適切だけどとっても適切な言葉が」

「……何？」

「『馬ば鹿かな子ほど可愛かわいい』。……そう思わない？」

「…………ノーコメント」

　──イエスかノーかの二択でノーコメントは、ほとんど肯こう定ていと同じだと思うぞ？

　そう言った澪だが、一旦手を止めて、俺の腕うでの中で眠るイブを撫でる。その表情は苦笑に近かったが、すごく優しい目だった。

「に～♪」「みぁ……」

　ヴィスとリッドも、近くに来てイブを見つめている。……良い姉弟きようだいだな、コイツら。

「……ね、悟？　……最近、よくこの子達とお話ししてる、ね？　言葉わかるの……？」

「に!?」「うみゃ!?」

　驚いたと同時に、何かを期待している様な声をあげる二匹ひき。

「いや、わかるはず無いだろ。ただコイツら感情表現わかりやすいから……何となく？」

　──それに。『普通に』と言うが、人みたいな行動をするヴィス達の行動には、いまだに驚きと戸惑いを覚える。……今だって思考放ほう棄きしているだけだし。

「……ん、でも。……細音の家に、キーヤって居たよね？　あの子も頭良かったけど……、あの子がヴィス達みたいな事したら、どう思う？」

　澪が言う『キーヤ』とは、細音の家に去年の年末まで居た、大きな犬。大人しく……は、なかったが凄すごく賢く、細音だけではなく、澪や俺にもよく懐いてくれていた。

　キーヤが、この子達みたいな行動をしていた場合────。

「あれ？　言われてみれば……もっと焦あせると思う。……というか下手したら『ありえない！』とか『認めない！』とか言いながら、ひたすら現実逃避する可能性も……？」

「に!?」「ぅみゃぁ……」

「い、いやいやいや！　お前らが『ありえない』とかじゃなく！　や、ありえないと言えばそうなんだが……。なんか……ヴィス達には違い和わ感かんがあまり無いというか──」

　──言われてみれば……納得というか、なぜか受け入れている自分が、たしかに居る。

「…………なんだろうな、コレ？」

「……さぁ、ね？」「「……み♪」」

　とか言いつつ、何だか嬉うれしそうに聞こえる一人と二匹の声。……なんとなく気マズイ。

「──ところで澪？　それ、終わりそうか？」

「…………ん。夜よ更ふかしすれば、なんとか」

「ＯＫ。付き合いましょ。わからない所とか無いか？」

「ん。まだ大丈夫。……そういえば、悟さとるってなんで数学の先生になったの？」

「ん？　言わなかったっけ？　近所に年下の子がたくさん居て、そいつらに勉強教えてたら楽しくなったから、だけど」

「……ん。それは聞いた。……でも、先生になった理由じゃなくて、『数学の』先生になった理由は聞いてない。悟、剣けん道どうやってたし、英語とかも得意だったのに……。なんで？」

　そういえば、言ったことが無い気がする。──というか……なんでだ？



　小学三年の頃ころから、俺は剣道を習い始めた。と言っても部活動とかではなく、近所の道場に通って本格的にやっており、辞やめた今でもたまに顔を出したりしている。……確かその頃は、なぜか『強くならなくちゃ』という気持ちが強かった気がする。

　英語の方は、大学入った頃くらいまで海外暮らしに憧あこがれていたからだ。

　──自分に必要で身に付けたものだから、それを仕事にしたくなかった……のか？

「──悪い、自分でもあんまりわからない。……それより澪。手、動かせ」

「…………むぅ。……ちょっと、手首が痛くなってきた……」

　拗ねた声をあげながらも、真面目まじめに机に向かう澪。それを横目に、抱いていたイブを猫ねこ用ようクッションに下ろし、いつの間にか空になっているグラスを片づける。

「飲み物のおかわりと夜食、作ってくる」

　俺はそう言って、一旦部屋を出た。



　さっきの考え事の続き。

　体育や英語の教師にならなかった理由はわかった。だけど……ではなぜ剣道を始めた？　強くなりたいと思った？　海外暮らしをあきらめたのも、なぜだ？

　海外に関しては簡単な話。『教師』と『海外暮らし』、両方は厳しいから教師をとった。

　──では、『強くなりたい』という気持ちは、なぜ？

「んー、剣道始めたのは小三の夏。……７歳か８歳の頃にあった事……？　────あ」



　──澪が、生まれた頃だ。



　ならば……。生まれたばかりの澪を見て保護欲を掻き立てられ、『この子を守りたい』とか思ったのだろうか？　確かに、そうだと考えれば思い当たるフシはある。だが。

　──俺、『守りたい』とかいう大層な事、考えてたか？

　今の俺と澪の関係を考えてみる。

『守っている』なんて言えないし、思いもしないし言いたくもない。

　だが、確かに『何となく』じゃない、なんらかの想おもいを抱いているのは自覚している。

　──じゃぁ、その感情は何だ？

　そんな事を考えながら、簡単なサンドイッチとコーヒーを用意し、澪の部屋に戻もどる。

「…………まてやコラ」

　意識を保っている生命体は、一人としておられませんでした。

　俺は、机に頬ほお杖づえをついて眠っている澪の頬をつつき、

「起きろー。寝たら死ぬぞー、……小テストが」

「…………ん。……私、眠ってない……にゃ？」

「……精神的に猫ねこ化かするな」

　──こういう所は、たしかに保護欲掻き立てられるのだが。







　　　三章　仲間と絆と事件の表出。『少女の居場所』





キーンコーンカーンコーン……



　四限目終しゆう了りようのチャイム。

　今日の午前中最後の授業は『２‐Ｃ』、自分のクラスでの授業だった。生徒に気づかれない様に安あん堵どの息をつくと、授業のシメに入る。

「今日やった小テストは期末試験の予行演習みたいなものだから、わからなかった所は各自復習しておくように。では、今日はここまで！」

　日直が『待ってました』と言わんばかりに号令をかけ、授業終了。すぐさま昼休みの喧けん騒そうが始まる。

　眠いのが表に出ないよう必死に耐たえていた俺は、おそらく生徒以上の安堵感とともに、職員室に戻るべく荷物をまとめる。……だが。

　──そうだ。細音さざねの様子を見ようと思っていたんだ。

　思い出し、廊ろう下か側がわ最後列の席を見る。そこには昼休みにも拘かかわらず、教科書を見ながら唸うなっているポニーテールの少女が。

「……何してるんだ？」

　近づいて声をかけると、顔を上げて恨うらめしそうこちらを見上げる細音。

「復習しておけって言ったの、悟さとる兄にいじゃん……」

「それはそうだが……お前がここまで凹へこむのも珍めずらしいな、と」

　細音の成績は、確かに良くない。だが頭の回転は速い上に、かなりずる賢がしこい。要するに、典型的な『勉強をしない子』。そのくせ持ち前のずる賢さ＆器用さで、赤点だけは見事に回かい避ひしてみせるというのが彼かの女じよ。

「いつものヤマ張りはどうした？」

「……今日、小テストだって忘れてた」

　──やはり忘れていたか……。それは確かにどうしようもない。

「宿題やってあれば、そこまで酷ひどい点は……」

「あたしが宿題、やると思う？」

「……思わない」

「その通り」

　教師の前で言い切った。胸を張った。

「昨日は大急ぎで帰らなかったか？」

「解答済みのプリントは手に入れてあったんだけど……。あの量だと、写すのにも時間かかるでしょ？」

　……だから。宿題出した当人の前でぶっちゃけるなと。

「──で？　怠たい惰だと油断の末路がコレか？」

「あううぅぅ……」

　再び頭を抱えて机に伏ふせる細音。……さすがに、少し可哀かわいそうになってきた。

「わかったわかった。ザッとで良ければ教えてやるから。……どこがわからない？」

「とりあえず……ここ」

　そう言って細音が指さしたのは、最初から二問目の、ベクトルの問題。──だがコレは。

「…………思いっきり、基き礎そ問題だよな？」

「うん。基礎問題だね。だから基礎さえわかれば、他もある程度は！」

　……コイツ今、教師の前で『全部わかりません♪』と同じこと言ったよな？

　軽くイラつきながらも、内心では『この調子なら心配はないかな？』と、少し安堵。

「……わかった。んじゃ、とっととやるぞ？　早くしないと昼飯が無くなる」

「え？　悟兄、お弁当じゃないの？」

「ああ、今日は持ってきてない。学食か購こう買ばいで食おうと思ってる」

「……もしかして……ケンカでもした？」

「いや。昨日は二人とも夜更かししたから、今日はいいって言っただけ」

ツンツン

「とにかく、この問題はだな」

ツンツン

　ん……？　なにか服を引っ張られている気が？

「……ん。悟──」

「ん？　ああ、澪みお。どうした？」

「お弁当、持ってきた」

「おお──っ！　って、ありがたいが……昨日の夜キツかっただろ。大丈夫なのか？」

「ん。ちょっと、眠ねむい。……悟が昨日、あんまり寝かせてくれなかったから」

　昨夜、結局宿題が終わったのは午前３時。俺もそれにずっと付き合っていたため、寝ね不ぶ足そくなのは一いつ緒しよ。

「寝不足は一緒。それにあそこまでやったなら、やっぱり最後までしないと、な？」















　そうじゃないと、小テストがマズイ事になったかもしれない。

「それはそうだけど……初めて、だったから……」

　ふむ。確かにあれだけの宿題を処理するのは初めてだろう。かなりキツかったはずだ。

「それはしなかった澪のせい。なのに一晩であんなに……、大変だっただろ？」

「ん。ちょっと……キツかった。……今も少し痛い」

　そういえば、シャーペン握にぎりすぎて手首が痛いとか言っていたか。

「もう少し力抜かないと、長丁場はツラいぞ。まぁ、そんなになるまでしてくれて、俺としては嬉しいけどね。がんばったな？」

　どんな理由でも、手首が痛くなるまで勉強というのは、教える身としては嬉しい。

「……ん。……悟は、大丈夫そうだね？」

「少し腰こし痛いけどな。だけどそこは……ほら。男の意地」

　あと、教師としての。正直言えばかなり眠いうえ、変な体勢でずっと見ていたため、腰も痛い。だが、この立場で情けない態度をとるわけにもいかない。

「……ん。なるほど。でも、教えてくれてありがと、ね？　おかげでちゃんとデキた♪」

　ふむ。小テスト、しっかり出来たみたいだ。

「澪もがんばったな。お疲れ様」

　そう言って、頭をポンポンと叩く。

　と。弁当が手元にあるせいか、一気に空腹感が襲おそってきた。早く昼食にしたい。

「さて、細音。悪いが少し急ぐ……って、あれ？　……どうした？」

「……細音？」

　気が付くと細音は、なぜか唖あ然ぜんとした顔でこちらを見ていた。

　さらに気が付く。なぜか昼休みにも拘かかわらず、教室が沈ちん黙もくに包まれていた。



　辺りを見回す。

　細音と同じく、唖然としている者。

　なぜか赤い顔をしている者。

　さらになぜか、前まえ屈かがみになっている者（♂）。



　共通しているのは、全員こちらに意識を向けたまま完全に言葉を失っている点だ。

　何な故ぜだろうと考えていると、少し立ち直った細音が辛かろうじて言葉をしぼりだす。

「悟兄……。今のやりとりは……自供ってことでいいのかな？」

「「……やりとり？」」

　偶ぐう然ぜん言葉をハモらせた俺と澪は、同時に首を傾げ、自分たちの会話を思い出す。



『おお──っ！　って、ありがたいが……昨日の夜キツかっただろ。大だい丈じよう夫ぶなのか？』

『ん。ちょっと、眠い。……悟が昨日、あんまり寝かせてくれなかったから』

『寝不足は一緒だろ。それにあそこまでやったなら、やっぱり最後までやらないと、な？』

『それはそうだけど……初めて、だったから……』

『それはしなかった澪のせい。なのに一晩であんなに……、大変だっただろ？』

『ん。ちょっと……キツかった。……今も少し痛い』

『もう少し力抜かないと、長丁場はツラいぞ。まぁ、そんなになるまでしてくれて、俺としては嬉しいけどね。がんばったな？』

『……ん。……悟は、大丈夫そうだね？』

『少し腰痛いけどな。だけどそこは……ほら。男の意地』

『……ん。なるほど。でも、教えてくれてありがと、ね？　おかげでちゃんとデキた♪』

『澪もがんばったな。お疲れ様』



「!?　し、しまった！」「……あ」

　澪も、ほぼ同時に思い至った様だ。



　どうやら寝不足の影えい響きようは、かなり頭にキていたらしい……。



　色々な面めん倒どう事ごとを避さけるため、生徒達には今まで俺と澪の関係を秘密にしてたのに……！

　俺おれ達たちはただ愕がく然ぜんと、取り返せない過あやまちを呟つぶやく。

「「……呼び方、いつも通りだった……」」



「「「「「それだけじゃねえだろ!!」」」」」



　何故か総ツッコミ入りました。

「な、なぜ？」

「……ね、細音。……なんでみんな、怒おこってるの？　主に悟に」

　そう。非難と言うよりハッキリとした怒ど気きが、ほぼ俺だけに向いていた。

「んー。その反応をみる限り、本当に何もなかった……のかな？　でも、発言には気を付けた方がいいよ？　ただでさえ澪達、普ふ段だんの雰ふん囲い気きからして新しん婚こんさんっぽいんだから」

　なんだか妙みような事を言う細音。

「新婚……」

「……さん？」

　──なんとなく、二人、顔を見合わせてみる。

「「……………………」」

　──なんとなく、揃そろって顔を逸そらしてみる。



「「「「「だぁぁぁあああ！　甘酸っぺぇなオイ!!」」」」」



「だからさっきから、お前らは何にツッコんでいる!?」

　いい加減限界になり、憤いきどおりと共にツッコミ返す。すると教室中から様々な反応が。

「本当に自覚無し!?」

「なんで昼飯時に、初夜のピロートークばりの会話を聞かされなければ!?」

「水みな上かみセンセ、さっそく一年に手を出したの!?」

「ナニか？　アンタその可愛い彼女を教え子に見せびらかしてんのか!?」

「その子！　美少女チェッカー達が速そつ攻こうで目を付けた子!?　確か名前は……」

　──あ。マズイ。

「──水上、澪……あれ？」



「「「「「……は？　『水上』？」」」」」



　一いつ旦たん、喧騒が静まる。視線を俺と澪の間で行ったり来たりさせる、俺の教え子たち。

　──そして。



「「「「「嫁よめ　か　!?」」」」」



「なぜそうなる!?　ただの従兄妹いとこだ！」

「「「「「嘘うそだッ!!」」」」」

　……いつからココは雛ひな見み○になった？　ひぐらしは鳴いてないぞ。

「本当だ！　──なぁ、澪？」

　多分、俺が言うより澪が言った方が信用されやすいだろう。早い話が『可愛いは正義』。

　澪は俺の言葉に、やや上うわ目め遣づかいで。

「…………ただの、従兄妹……？」

　──澪さん？　その寂さびしそうな上目遣いは何なのでしょうか……？

「──水上センセ、いい加減に観念したら？」

「そんな新婚オーラ醸かもし出す従兄妹がどこにいると？」

「百歩譲ゆずっても……明らかに『尋じん常じようじゃない従兄妹』だと思いますが……？」

　若じやつ干かん、生徒たちのテンションが落ち着いてきた。

　──が。それは決して、終息に向かうものではない。これは……嵐あらしの前の静けさ。

　女子陣じんの多くは呆あきれ顔や面白そうな顔になっているが、問題は男子陣。

　……とっても血走った眼で、何だかいろいろな力をチャージしているかのように、小刻みに震ふるえておられる。

「くっ！　な、ならば判定員！　レフェリーの鈴すず宮みや細音さん！　判定をよろしくお願いいたします!!」

「え？　あたし？」

　俺は一いち縷るの望みを……俺を『兄』と呼び、澪を妹のように可愛がる少女に託たくした。

　細音の挙動に、教室にいる全員の注目が集まる。

「……………………」

「………………（ごくりっ）」

「「「「「……………………」」」」」

　刹せつ那な主義で愉ゆ快かい犯はんだが、実は仲間想いの細音なら──必ず。

　長い沈黙の後、その唇くちびるが紡つむいだ言葉は──

「………………えへ♪」

　その反応から、誰だれもがこう読み取った。『もぅ、何言わせるの？　恥はずかし♪』

　芸人気質かたぎな愉快犯が、一番楽しそうな選択肢を選んだ瞬しゆん間かんだった。

「さ、細音ぇぇぇぇぇええええ!?」

「「「「「判　・　決　・　極きよつ　・　刑けい　!!」」」」」



　宣告と共に、ギラついた眼まな差ざしの野や郎ろう連中が距きよ離りを詰つめてくる。

　──こうなってしまえば言葉は無意味。暴徒と化した群衆に言葉は通じない事など、歴史を紐ひも解とくまでもなく明白。

　ならば取るべき手段は『逃にげの一手』。

「くっ！　また澪（の弁当）をいただくまで、俺は死なない……！」

　少し噛かんでしまい、『弁当』付近が発声できなかった。

「「「「「正体現したなこの野郎ぉぉおお!!」」」」」

　漢おとこ衆しゆうヒートアップ。数人からは血けつ涙るいを確認。なぜだ？

　とにかく。捕つかまれば本気で命に係かかわりそうだった。



　仕方なく、俺は教室の外へ向かう。いち早く外へ退たい避ひしていた細音の楽しそうな顔をにらみつけ、そのまま駆かけ抜ぬける。俺を追いかけて廊ろう下かに出てくる男子生徒。



　──そのとき、それは起こった。



ドンッ

「わっ!?」

　振り返った俺の視界の先で、細音が突つき飛ばされていた。おそらく、曲がるときに勢い余ってぶつかったのだろう。

「つッ……！」

　そのまま壁かべにぶつかる細音。直後──



──ゾクッ



「な!?」「え!?」

　突とつ如じよ、強い悪お寒かんがはしり、振り返る。次の瞬間。

ガシャァアン！

　甲かん高だかい音を立てて窓ガラスが割れ。その大きな破は片へんが、細音と男子生徒に向かい。

　スローモーションの様に感じる一いつ瞬しゆんの中。俺は確かに見た。

　……破片が軌き道どうを曲げて細音を避け、男子生徒だけに向かうのを。



「ぃづッッ!?」

　苦く悶もんの声で我に返る。男子生徒の頭と腕から、血が流れ始めていた。

「な、何っ!?」「きゃぁっ!!」「うわ……！」

　騒そう然ぜんとなる周囲を無視し、俺自身の動どう揺ようする心を殺し、パニックを起こしかけているケガ人を押おさえて傷口を確認。

　──切れたのは頭のため出血がハデだが、傷は浅い。腕の方も大した事は無い。

　騒ぎにはなったが、大事にはならずに済む。内心でこっそり安堵の息をついていると。



「…………やっぱり、あたし、なの……？」



　一番近くの俺が辛うじて聞き取れるくらいの、小さな呟き。

　顔を向けると、そこには……普段の明るさが嘘の様な、沈しずみきった表情。

　──『違ちがう』。そう叫さけぼうとする意思は、自身の躊躇ためらいと、続いた細音の言葉で遮さえぎられた。

「……誰もこんなの、望んでない……。………どうして……？　なんで……？　……なんで────!?」

「お、おい！　落ち着け細音!!」

　慌あわてた俺の声は、虚うつろな顔の細音に届くことは無く。

「──────ッ!!」

「お、オイッ!?」

　声にならない叫びをあげ……そして力ちから尽つきた様にふらりと倒たおれこむ細音を、慌てて受け止める。──青白いその顔に、普段の活力は一切無い。

　周囲の喧騒が、いつの間にか静まっていた。代わりに、あちこちから囁ささやき声が聞こえる。

　──マズイな……。

「おいどうした！　何の騒ぎだ？　何があった!?」

「すみません、通してください。ケガ人はいませんか!?」

　そんな時、他の教師よりも早く駆けつけてくれたのは、見知った事務員と用務員。

　──これならいけるか……？

　ケガ人は財ざい天てん寺じさんに、細音は白しら川かわさんに任せよう。そして俺は──

「澪、手伝ってほしい」

「……ん」

　何も聞かずに頷うなずいてくれる澪を、とても心強く感じた──





「それで、悟殿どの。あの子はどうしたのだ？」

　放課後。空き教室に集まっているのは、俺と澪、財天寺さんと白川さんの四人。

「親おや御ごさんが迎むかえに来て早退しました。とりあえず病院に連れて行くそうです」

「……ん。でもあれ……、病院じゃ治らない……よね？」

「──やっぱり、気がついてたのか」

　あの時。俺の視界の隅すみで、確かに澪も驚いた顔をしていた。

「……ん」

「それで、結局あのとき何があったのだ？」

　あの後、遅おくれて駆けつけてきた先生方には、『突とつ然ぜんガラスが割れて、生徒が一人ケガをした。それを間近で見た生徒が、顔を青くして倒れた』とだけ伝えた。

　それを聞いていた財天寺さんが、改めて訊きいてきたという事は──

「多分、考えている通りです。その生徒はケガをする直前、細音を突き飛ばしました。そのすぐ後に……」

　──続けようとして、詰まる。『あの感覚』を、どう説明すればいいのだろう、と。

「……ん。悟、私が言うね？」

　言葉に詰まっている俺に、澪が助け舟ぶねを出してくれる。

　どうやら澪も俺と同じものを感じたみたいだし、どうやら説明できるみたいだ。任せようと、澪に向かって頷く。彼女はどう説明するのだろうか？

「……細音が突き飛ばされたあと、すぐに……『ゾクッ』とした」

　……ガクッときた。思いっきり感覚そのまんま。──これで伝わるわけが……

「……その後にガラスが割れて、一人ケガした」

「「なるほど」」

「それで納得するの!?」

「「「……は？」」」

「──いえ、なんでもないデス……」

　今になって再確認。絶対この三人全員、ボケ属性保持者だ。

「とにかく。細音からそれを感じた直後に不自然な突とつ風ぷうが吹ふき、窓が一枚だけ割れて、と」

「なるほど。……ちょっとした怪かい奇き現象ですね」

「はい。──しかも細音、『やっぱり、あたし、なの？』って言っていました」

「ならばやはり、あの子の仕業だと言うのか？」

　もしそうなら、細音は超ちよう能のう力りよく者しや、とかいうことになってしまうのだろうか……？

「……ううん。あの『ゾクッ』ていう感じ、細音からじゃなかった、よ？　それにいつもの細音なら……突つき飛ばされたらそれネタにして、もっとネチネチいじめるよ？」

　──表情変えずに淡たん々たんと言う内容かは、今は置いておこう。

「細音の仕業……というか、アイツの意思ではないというのは、俺も同意です。ですが、原因は細音だとも思います。それなら最近の態度、納得できますから」

　昨日、それと一昨日の細音の態度を思い出しながら言う。

「昨日の態度も、か？」

「ええ。実は黒くろ木きが話していた一昨日おとといの車の事故、その現場で細音と会っているんです」

「ん。……あの時も細音、様子ヘンだったよね」

　ここからは憶おく測そく。

　もし黒木が話した事故のほとんどが、細音が原因だとしたら？

　細音の近くで、だけど本人の意思と無関係に起こる事故。『もしかして』とは思いながらも確信は出来ず、起こる事故の性質から誰かに相談する事も出来ず。ただ自分のせいじゃないようにと祈いのるだけの日々。

「なるほど、な。それで昨日、黒木殿どのに客観的な状じよう況きようを語られてショックを受けていたところに、今日のアレか……。確かに叫びたくもなるな」

　たまに勘かん違ちがいをしている人もいるが。ドＳ＝非情な人間とは限らない。

　わかりやすい例が某ぼうジャイ○ン。あれはいじめっ子だが、仲間が本当にピンチだと、結構本気で助けようとしたりする。

　つまり、『いじめるのは好きだけど、それ以外で人が傷つく事を嫌きらう』。

　細音がまさにそのタイプ。彼女は他人が意図せぬ傷を負う事を恐おそれる。

「あの子、立ち直れるでしょうか……？」

　──確かに細音は……こういった事には強くない。──だけど。

「立ち直らせますよ。その下地は既すでにあるんですから。あの子には、人の中で騒さわいでいる姿が一番似合います」

　教師として。付き合いの長い年上の友人として。あの子をこんな事で挫くじけさせない。

「──澪。生徒の間で、今回の件はどう言われてる？」

「ほとんど、ただの事故って言われてる、よ？　……でも少しだけ、心しん霊れい現象だって噂うわさも流れてる。私の学年でそうだから……二年の間だと、もう少しそういう噂、流れてるんじゃないかな……？」

「ああ、二年の方はどうにかなる。……ふむ。それくらいなら、なんとかなりそうかな」

　悪い噂で怖こわいのは、当人から離はなれた所で広まった時。そうなると弁解も挽ばん回かいもしようがなく、噂が消えるのをただ待つ事しか出来ない場合が多い。

　逆に、近い所で広まっている場合。疑ぎ惑わくの視線を間近で受けるため、確かにキツイ。だが本人を見れる位置に居る人間には、上う手まく対処すれば挽回が効く。

　だから、何とかして噂の範はん囲いを抑おさえたかった。

「ふむ、なるほどな。──あのわざとらしい芝しば居いはそれでか」

「ふふふっ、面おも白しろかったですが……後で怒られてしまうのでは？」

　感心したように言う財天寺さんと、楽しそうに言ってくる白川さん。

「怒られるくらいならいいですよ。──落ち込んだ顔を見せられるよりは。な、澪？」

「ん。細音は元気が一番、だね♪」

　笑顔を向けてくる。澪も細音が立ち直る事を願い、そして、それを疑っていない。

「ならば私達たちも、微び力りよくながらお手伝いをさせていただきます」

「……は？　……何を？」

「悟殿。実は我々の実家は神職でな。我われ等らも昔から、みっちりと仕込まれてきたのだ」

　──神職というと……神社や寺、か？　確かに、出来過ぎなくらい都合が良いが……。

「そ、そうだったんですか……。それで、何ができるんです？」

「そうですね……、一通り、と言ってしまいましょうか。こっち方面は専門分野です」

「それでは逆にわかりづらいかもしれんな。ならばそうだな……あの子が起こす怪かい現げん象しよう、この学園内では完全に抑えてみせよう」

「そ、そんな事ができるんですか!?」

　──『霊れい能のう力りよく者しや』という事か……？　本当なら助かるけど──

「可能です。引き起こす者がわかった上で、さらに範囲を限定していただけるなら、方法はいくらでも」

　……本当、だろうか……？　いや、嘘を吐つかれていると疑っているわけではなく。

　──そんなわかりやすい『霊能力者』が、都合良くこの場に居る……？

　常識的に、どうしても『ありえない』と思ってしまう。

ツンツン

「……ね、悟？　……信じていいと思う、よ？」

「澪……？」

　澪が、俺の服をひっぱりながら話しかけてきた。

「嘘、吐いてるように見えないし、それに──」

「？　『それに』？」

「……『常識的に』とか、今いま更さらだよね？」



　…………たしかに。





「……それで、結局どうするの？」

　打ち合わせが終わり、俺と澪は細音の家へ向かっている。

「やる事に変わりはないな。まずはやっぱり、細音を引っぱり出す」

　細音の事だ。責任感じてるだろうし、傷つけたくないからと引きこもる可能性もある。

「……ん。そうだね。……でもそれだけだと、何の解決にもならない、よね？」

「わかってる。そこら辺は、あの二人を信じるしかないかな」

　実は当初、『できる限りマークして原因を探り、何かが起きたら極力被ひ害がいを抑える』くらいしか考えていなかった。だから長期戦も覚かく悟ごしていたのだが。

「まさかあの二人、そっち方面に詳くわしいなんてな……」

　白川さんはまだしも、財天寺さんは……『めんどくさい時は殴なぐる』派かと思っていた。

「……ん。手伝ってもらえるのは、ちょっと意外だった。……良かった」

「……？　あ、ああ。まあな」

　あの二人の助力は、本当に大きい。それのお蔭かげで、なんとか見通しがたった。

　だが。気になったのは澪のセリフ。まるで、あの二人の能力を知っていた様に聞こえた。

「……なぁ澪──」

「ね、悟。……さっきの話、いつからにする……？」

　偶然だと思うが……俺おれの言葉を遮り、澪が訊いてくる。

　その内容は、今後の事。方針が見えたからこそたてられた、ある計画の話。

「まぁ、早い方がいいだろ。おばさんの許可をもらえれば、今夜からがいいんじゃないか？」

「……ん。わかった。……そのためにも、ちゃんと説得しないと、ね？」

　そう話しているうちに、細音の家のすぐ近くまで来ていた。

「……細音、ちゃんと出てくれる、かな……」

　今回の件、細音は俺達にすら隠かくしていた。その事が少し寂しくもあるし、不安も呼ぶ。そして──気づいてやれなかったという、少しの後こう悔かいも。

「──そうなったらその時考える！　……じゃ、行くぞ？」

「ん……！」

　澪の返事を聞いてから、俺は『鈴宮』という表札の家の、インターフォンを押す。



ピンポーン



「は～～い」

　すぐに玄げん関かんが開き、聞こえた声は細音によく似た、だけど違う声。

「こんばんは、おばさん」「……ん。こんばんは」

　出てきた女性は細音の母親、『鈴宮初はつ音ね』さん。黒くろ髪かみセミロングが似合うその姿は、とても高校生の娘むすめが居るようには見えない。

「あら、悟くんと澪ちゃん。……うちの子にご用、よね？」

「はい。細音は──、大丈夫ですか……？」

　──細音は居ますか？　そう訊こうとした言葉を止め、言い直す。

「大丈夫……じゃないわね。さっき、学校辞やめたいって言ってきたの」

「……ん。おばさん、細音から、何か聞いてる？」

「今回の事よね？　──何も。ただ、自分のせいで人がケガしたからって。あの子、精神の方にならいつももっとズタズタにしてるのに、ねぇ……」

　──それ、母親がサラッと言う言葉かは、後で少しお話し合いの必要がありそうだ。

　だが。おどけて話してはいるが、『何も』と言ったとき一瞬見せた表情は、『学校を辞めたいって言ってきた』と語ったときより、さらに沈ちん痛つうなものだった。

　……『辛つらい時こそ明るく振ふる舞まう』。この母娘おやこは、本当によく似ていた。

　ならば、細音はいつから無理をしていたのだろうか。……俺が気付いてやれなかった期間は、どれくらいなのだろうか？

ツンツン

　軽く罪悪感を覚えていると、横から袖そでを引かれる。それは確かめるまでもなく、澪。

「……大丈夫。……ちゃんと取り戻せるから。がんばろ？」

　──澪の言葉と表情が、少し胸にキた。返事の代わりに、澪の髪をそっと撫なでる。

「それで……。どうするつもりなんですか、おばさん？」

「とりあえず様子を見るつもりだったわね。その間にお話し聞いて……、それ次第では、あの子の希望通りにするつもりだったんだけど──」

　おばさんは一度言葉を止め、少し俺たちを観察してから、

「──でも、必要ないみたいね♪　……うちの子、任せちゃっていいのよね？」

　澪はいつものように『ん』と、小さく、でも確かな意思をこめて頷く。

「はい。必ず、何とかしてみせます。それと──」

　あの後、四人で話した細音を説得した後の事。これも話しておいた方が良いだろう。

　それは、細音をしばらくウチに泊とめるという話。

　学園での被害は、財天寺さん達が抑えてくれる。だが登下校中や自宅で何かがあったなら、現状では対処できない。

　そこで、ウチに泊めた場合。俺と澪は、なぜか現象を察知できる。それでも危険が無いわけではないが、被害を避けるには実に有効なアドバンテージだ。

　だから、できれば事態が解決するまで、ウチに泊めておければ。そういう話になった。

　早いうちに保護者の許可をもらっておこう。



「細音の説得に成功したら。娘さんを俺の傍そばにおかせてください。澪と共に大事にします」



　正確には、俺と澪の傍に。大体１週間が目安か。まぁ娘むすめ想おもいのおばさんの事だ。二つ返事でＯＫだとは思──

　…………………………

　なんでおばさん、目を見開いて固まっているんだろうか……？

　──なんかこれと似た光景、今日の昼休みにも見た気がする。そんな事を考えていると、おばさんが思考回路の再起動に成功したらしく、ゆっくりと話し出す。

「…………うん。確かに悟君にならね？　うちの子あげちゃってもいいかな、とは思うの。でも────」

　…………？　おばさん、何を言って……？



「──親として。そんな堂々とした二ふた股また宣言はどうかなって、おばさん思うの」



「は────!?　ちょ、違っ!!」

　な、なんでそうなる!?

「……………………………………………………悟」

　────澪サン、そのチャージタイムと視線、なんだかすっごく怖いですよ……？

「……とりあえず。『成功したら』の後ろ、お父さんの気持ちになって思い返してみて？」

「………………あ」

　──そういえば俺。今日は寝不足で、だいぶ脳にキてたんだっけ？





コンコン

「細音？　悟君と澪ちゃんが来たわよ？」

　おばさんが、細音の部屋の扉とびらをノックする。

　──細音は、どういう顔で出てくるのだろうか。そもそも、出てくるのだろうか。

　いずれにしろ、落ち込んだ顔を見る事になる。そう思っていた。

　が。その予想は裏切られる。──良い事かどうかは、本当に微び妙みようだが。

「は～い！　いらっしゃい、悟兄、澪♪　どしたの？」

　俺たちを招き入れたのは、一見、……本当に外見は、いつもと変わらない細音。

　だが……知っている今では、むしろ落ち込んでいる姿よりも痛々しい。

「ん。ちょっとお話があって。……少し、いい？」

　こういう時、女の子は強いなと、本気で思う。俺と同じ思いをしているはずなのに、いつもと同じ口調で返す澪。──負けてられない。

「そ。まぁ、俺も担任として少しな」

　──どうにか、いつもどおりに返せたと思う。

「ん～？　何の話かなっと。とにかく座すわって♪　お母さん、お茶、お願いしていい？」

「はいはい。──でも今コンロの調子が悪くて、お湯が沸わくまで少しかかるから……ゆっくりしていてね？」

　そう、俺達に言ってくれるおばさん。

「……ん。ありがと」「ありがとうございます」

　言外に、気き遣づかいへのお礼を込める。おばさんは軽く微笑ほほえみ、扉を閉めて去って行く。

　──さて。信しん頼らいには応こたえないとな。

「え～と。それで、何の話かな？　また記念写真撮とって、とかなら大だい歓かん迎げいだよん♪」

「じゃ、まぁ用件から。……いつからだ？」

　明るく振る舞う細音を見ているのが辛つらくなってきたため、ストレートに切り込む。

「……１ヶ月くらい前だったかな。帰りが遅おそくなったから公園抜ぬけて行こうとしたら、すぐ近くで大声がして。見たら、男の人が足から血を流して悶もだえてた。それが最初かな？」

　最初、一瞬だけ辛そうな顔を見せたが、あとは淡々と話す細音。

「……ね、細音？　私、そのお話も初耳」

「うん。そだね。……少し怖かったから、かな？　だってそのケガしてた人、あたしが駆け寄よろうとしたら『大丈夫だから』って、逃げるみたいに行っちゃって。……状況が全くわからないのが、なんだか気味悪かった」

　その後の細音の話によれば。起こるのは、まるで狙ねらった様に細音が一人のとき。最初はただの転てん倒とうや不運だと思って、ほとんど気にしていなかったらしい。だが回数が増え、だんだん『自分のせい？』と思うようになってきた。

「極め付けは一昨日の車だよね。スピード出してあたしのすぐ横を通って行ったから、ちょっと頭にきて『いっそ事故っちゃえ』とか少し思ったら、本当に事故になっちゃってね」

　──なるほど。あのときの表情、そういう意味だったか。

「……ん。なるほど、ね。それで細音は……、どうするの？」

「うん。学校辞める」

「どうして？」

「だって、あたしが居ると、またケガ人出るよ？　……今度はどの程度か……ううん。ケガで済むかもわからないんだよ？　それが──澪や悟兄になるかも知れないんだよ!?」

「ああ、それなら多分、大丈夫だ」

「……え？」

「……ん。財天寺さんと、事務の白川さん。そういう事に凄すごく強いらしい、よ？」

「ああ。それで『学園内では完全に抑えてみせよう』だって。なんでも、発生源さえわかれば、方法はいくらでもあるらしいぞ？」

「……へ？　──で、でも！　学園では大丈夫になったとしても、登下校中は？　今までのほとんど、帰りの一人になった時に起きてるんだよ!?」

「……ん。それなら、しばらくウチに泊まらない？　そうすれば、私も悟も一緒にいられるから、大丈夫だよ♪」

「ちょ──！　それだと澪達が……！」

「ああ、それなんだが……。俺達、なぜか起こるのが近くなら分かるみたいなんだ。まぁ、それで危険がなくなるわけじゃないが……何も無いよりは対処がしやすい」

「ん♪　……それに。もしこのお家うちで起きたら、おばさんも危ない、よ？　確率的に、ウチの方が安全──だと思う」

「う──。……わかった。じゃぁ、しばらく澪の家にお世話になるね？　でも学園は……。噂になってるだろうし、下手に行ったら怖がられるんじゃないかな？」

「あー。まぁ、それも多分大丈夫だ」

「え……？」

「……んと。細音が倒れた後に、ね？　ちょっと悟とお芝居したの」

「……うん、なんだろ？　少～し、嫌な予感がするんだけど……？」

　──うん。良い勘かんしてるな、相変わらず。



　　　　　◆



　倒れた細音を抱かかえ、俺は出来る限り大声で、意図的に少しわざとらしく芝居を始めた。

「細音！　くっ……！　だからアニメの見過ぎは気を付けろと言ったのに！」

「「「「「……は？　アニメ……？」」」」」

　辺りの生徒達の視線が俺に集まる。……よし。食いついてきた。

「澪！　お前等テスト前なのに、昨日は何時まで『ひぐ○し』見ていたんだ!?」

「……ん。夜中の４時くらい……だったかな？　しかも細音、『面白そうだから、後でレポートにまとめてみるよー』とか言って、例の症しよう候こう群ぐん関係のシーンばっかり、繰くり返して見てたよ？　あとで編集するんだって」

　打ち合わせ無しなのに、完かん璧ぺきに俺の意図を察して合わせてくれる澪。周囲の人間は、

「「「「「はぁ……？」」」」」

　──うし。いい感じに気が抜けてる！

「それでさっきの『さすがに見過ぎた。私も発はつ症しようしそう』につながるわけか……」

「……ん。細音、思い込み激しいし。……寝ね不ぶ足そくで、頭おかしくなってたのかも……？」

　──期待以上にグッジョブだ澪！

　普ふ通つうに考えればありえるはずが無い、明らかな嘘。普段の細音を知っている者なら、騙だまされるはずは無い。教室での会話とも矛む盾じゆんするし。

　──だけど……これでいい。欲しいのは、口実とキッカケ。

「まあ、とにかく──」

　言いながら、ウチのクラスの生徒の表情を探る。……手ごたえは十分。

「「──やれやれだ（だね）」」

　澪と揃ってわざとらしく肩かたをすくめ、その場を締しめた。



　　　　　◆



「それじゃ、あたしアブない子だよね!?」

「大丈夫だ！　黒木なんて前、酔よっぱらって渋しぶ谷やのスクランブル交差点の真ん中で『は～はっはっは！　俺は人間をやめたぞぉぉぉおお！』とかやらかした事あるぞ？」

「ソレと一いつ緒しよにしないでほしいんだけど!?　って言うか！　みんなソレ信じたの!?」

　慣れないツッコミに息を切らせながら、俺に非難の視線を向ける細音。そんな細音に笑いかけ、そろそろ締めに入る。

「そうだな。みんな、こんな話を無理やり信じてくれたぞ？」

「…………え？」

「だって。こんな話、普通は無いだろ？　それを皆、信じた事にしてくれた。何でだ？」

「え？　え、え～っと……？」



「……ん。あのね？　そうしないと、細音が戻もどってこれないでしょ？」



「っ…………！」

「まぁ、そんなわけで。みんな俺の作り話と一緒に、お前を受け入れてくれた。……少しは、自分の立ち位置とみんなを信じろ。な？　ウチのクラスのトラブルメーカー」

「………………」

「……ん。でも、ね？　それでもやっぱり、少し噂、流れちゃった。だから、少し頑がん張ばらないといけないよ？」

「まぁ、普通にしてれば消えると思うけどな。他の奴やつらも協力するだろうし」

　昼休みの一件でも分かるだろうが、うちのクラスは連帯感が強い。敵に回せば怖い事になるが……、味方なら本当に心強い。そして細音は、そんなクラスの中心人物。放っておかれるはずが無い。

「「……で、どうする？」」

　そして奇くしくも、トドメの言葉は俺と澪の声が重なった。

「…………澪。…………悟兄」

　俯うつむいて黙だまっていた細音が、顔を上げる。その表情は──

「……本当に、ありがと……！　不ふ束つつか者ものですが、これからもよろしくお願いします♪」

　──涙なみだを零こぼしながらの、心からの笑顔。不覚にも一いつ瞬しゆん見み惚とれそうになった。

「ん♪　私の方も、よろしくね？」

　涙を流す細音の頭をなでながら、澪。うん。実に綺き麗れいな光景だと思う。

　──だが……さっきの細音のセリフ。傍から聞いたら絶対に誤解されそ──

ガチャッ

　そんな時、扉は開き。

「……貴方あなた達……本当に重じゆう婚こん……？」

　細音の保護者様、ご登場。

「ちょ、違っ!!　──まさかお前！　おばさん聞いてるの知ってて!?」

　慌てる俺に、さっきまで泣いていたカラスはニヤリと笑い。

「お母さん。あたし、鈴宮細音は、澪と一緒に水上家に行って参ります♪」

「間ま違ちがってないけど！　それ絶対誤解させるつもりで言ってるよな!?」

　さっそく本領を取り戻したトラブルメーカー。さて、これからが大変だ。

　──それでも。それをどこかで楽しみにしている自分も居た。





トントントントン　ジャージャー

　水上家のキッチンに響ひびく、包丁とフライパンの音の二重奏。この音をたてているのは、澪と俺。普段は澪に任せきりだが、急ぐ場合は俺も手伝う。

「……あ。ごめん悟。ちょっと、アレ取って？」

　言われて、横の棚たなから粗あら挽びきのコショウを取って渡わたす。

「はいよ。で、悪い。ソレ取ってくれ」

「ん。……はい、ざる」

「サンキュ、っと。こっち切り終わった。あと頼たのむ」

「ん♪　じゃぁ、こっちもうすぐできるから、お皿をお願い、ね？」

「ＯＫ。その後、ついでにサラダか何か作ろうか？」

「……んー。ん、お願い。これ、少し辛からめだから。この方が悟、好きだよね？」

「だな。サンキュ澪。皿、ここ置いておくぞ」

「……ん♪　ありがと、悟」

　そう言って再び楽しそうにフライパンを操あやつる澪を横目に、俺も自分の作業を始める。

　──さて。たしかツナ缶かんとキュウリはあったはず。ツナサラダでも作るか。……お？

「にゃぁ～♪」「ぅみゃあ、みぁ！」

　ツナ缶を探す俺のところに、イブとリッドが来て鳴き声をあげる。

　──普通に考えれば『お腹なかが空いた』だが……、『何か手伝う！』と聞こえるのはコイツらだからか、それとも俺がおかしいのか。

「あー、もうすぐ出来るから、向こうで細音やヴィスと待ってて──って、どうした？」

「……………………」

　イブとリッドに言おうとして気が付く。こちらを見る細音が、呆れた様な顔で呆ぼう然ぜんとしている事に。

「……ん？　細音、どうしたの？」

　一品仕上げた澪も、少し怪け訝げんそうな顔で細音に問いかける。

「……あーうん。……食べる前からお腹いっぱいというか、既に胸やけ気味というか……。去年泊まった時より、なんかパワーアップしてない……？」

「「？」」「にゃ？」「み？」「にー……」

　頭にクエスチョンマークを出している澪、イブ、リッド（多分俺も）。そして、何となく『ですよね……』といった雰囲気の、細音の膝ひざの上にいるヴィス。

「なんとなく、ヴィスちゃんは味方かな……？」

「…………にぃ」

　何となく、気が合う様子の一人と一匹ぴき。

「……ん。こっちは完成。悟、そっちは？」

「っと、もうすぐ。先に並べてて」

「ん、わかった。細音、少し手伝ってくれる？」

「はいはいっと。やっと手伝えるねー♪」

　ヴィスを下ろして立ち上がり、澪の手伝いに来る細音。こちらの方もこれで完成っと。





「「いただきます」」「「「みあ♪」」」「いただきま──え？」

　いつも通りに声を合わせてから食事を始める水上家一同と、驚おどろいた顔で子こ猫ねこトリオを見る細音。俺は慣れたが……やっぱり初見なら驚くよな。

「………………わ、わぁー。この子達、ほんと賢かしこいねー」

　──うん。その反応、気持ちはよくわかる。だが数日とはいえこの家で過ごすなら、このくらいで驚いていたら身が持たないぞ？　──って、そうだ。

「なあ澪？　細音の寝ねる場所、どうしようか？」

「……ん？　いつもどおり──あ、布団ふとん……」

　そう。時期的に掛かけ布団ぶとんを片づけたため、ついでに使っていない布団をクリーニングに出してしまっていた。一応、一組残ってはいたが……かなり長い事干していない。

「……んー。細音、一緒のベッドでいい……？」

「うん、いいよ～♪」

　……想像すると結構な素す敵てき風景だが、とりあえず止めておこう。

「あー。ベッドでそれは少し狭せまいだろ。細音、イヤじゃなければ俺の部屋使うか？」

　いくら気心知れた細音とはいえ、年下の女の子に無理させておいて自分はくつろぐなど、教師という立場の男として許せない。

「え？　あたしはイヤじゃないけど……悟兄はどうするの？」

「今夜中にやりたい仕事もあるし、リビングで仕事してそのままダウン、かな？」

　それを考えると、部屋が使えなくなるのは都合が良いかもしれない。寝不足の今、布団と枕まくらの誘ゆう惑わくは手て強ごわすぎる。

「うー、ちょっと悪い気はするんだけど──じゃぁ、今夜だけ借りるね？　……部屋はどこまで漁あさっていい？」

　──言うと思った。が、幸か不幸かソレは昨日対処済み。

「ＰＣはロックかかってるし、それ以外は昨日片づけた。だから面白い物はないぞ？」

　と、余よ裕ゆうたっぷりで勝ち誇ほこった俺だが。

「……ん。……片づけたんだ？」

「ふむふむ。ＰＣの中に極秘ファイルが存在する、と♪」

　ザックリと墓ぼ穴けつ掘ほった。

「と、とにかく！　そういうわけで細音は俺の部屋を使う事！　澪もＯＫ？」

「…………ん。わかった。……細音。寝る場所、交こう換かんしない？」

「コラコラコラ！　澪も今日は早く寝ること。それと、明日は弁当いらないから」

「……え。なんで？」

「澪は昨日も寝不足なんだから、今夜はちゃんと寝る事。それと……、細音の弁当箱、無いだろ？　俺おれ達たちだけ弁当か？」

「あ。…………ん、わかった。じゃぁ悟、明日は買って食べてね……？」

　不服そうながらも、何とか納得してくれた。

「え、と？　もしかして、あたしの分も作ってくれるつもりだった……？」

「いや。澪の事だから、『だった』じゃなくて作るつもりだぞ？　明後日あさつてから」

「ん♪　二人分も三人分も、あんまり変わらないから」

「はー……。本当に良いお嫁よめさんだよね……」

　──うん。おおむね同意だが……なぜそれを俺に向かって言う？



　食後。俺は部屋から必要な荷物を持ってリビングに移動。仕事に取り掛かかる。

　その仕事とは、期末テストの問題の作成。うちの学園は三期制で、二期制の学校に比べれば出題範囲は狭いが、それでも駆かけ出しの身には結構キツい。

　範囲から満まん遍べんなく出題する。難しすぎれば生徒のやる気を削そぐし、簡単すぎればテストの意味がない。そんな、なかなかに神経を使う作業。



　そんなこんなで、一区切りついたのは深夜３時近く。昨夜の寝不足もあって、かなり頭がフラフラしている。目を閉じれば、ものの数秒で意識が落ちる確信がある。

　──この脳ミソじゃこれ以上は無理かな……。下手すると明日にも影えい響きようが出るか？

　そう思った俺は、風ふ呂ろに入りザッと汗あせを流し、ボーっとした脳ミソを奮い立たせながら、なんとか自室のベッドに入った。



　疲つかれていたせいか、ベッドはいつもよりあたたかく感じ、俺は即そく座ざに眠ねむりに落ちた。







　　　四章　人と天使と隠した想い。『表と裏の交差点』





　や　　ら　　か　　し　　た　　。



　──ＯＫ、冷静に行こう。……まずは状じよう況きよう確認。

　俺は現在ベッドに横になっている。そして横には、穏おだやかに目を閉じておられる細音さざねさん。服装は、下を確かめる気は無いが、上半身は白のＴシャツ。だがどうやら首回りが広いらしく、右みぎ肩かたが見えている。……それから察するに、下着は着けていないご様子。

　……『コイツ髪ほどくとこうなるんだー』『まつ毛、結構長っ！』とかの感想は、ただの現実逃とう避ひだから省略。

　──うん。むしろ冷静さを保っていられる要素が、ガリガリ削けずられている気がする。



　次。なぜこうなったか。

　俺は昨夜仕事を終わらせた後、フラフラの脳ミソで何とか部屋に戻り、ベッドに入った。

　さらにその前。客用の布団が無いため、細音には俺の部屋を使うように言った。



　まとめると。細音が寝ている所に俺、参上。判決、間違いなく有罪。



　──ヤバイヤバイヤバイ!!

　寝ている所に乱入してくるのが女の子なら許せる、と言うかむしろご褒ほう美びだが、男が入ってくる逆パターン、つまり『リバースお約束』は両手首に鎖くさり付きの輪っかものだ。

　しかも。ここで通報された場合、駆けつけて来るのはおそらく黒くろ木き。……ヤツに連行などされたら、俺の人生と精神に生しよう涯がい消える事のない傷が……！

　──ま、まだだ！　まだ諦あきらめない……！

　もう一度、状況確認。

　細音は、まだ寝ている。そして自分と細音、それと布団の様子を見る。──怪あやしい乱れは見受けられない。つまりは……成年誌的イベントは発生していない。

　──これならば、脱だつ出しゆつは可能。発覚しない罪は犯罪ではない……！

「気づかれる前に逃にげ出せば、何事も無かった事に──！」

　無意識にそう呟つぶやき、細音に背を向け、コッソリとベッドから抜ぬけ出──



「んー、残念。ちょっと遅かったかなー」



　────!!　ズルッ　ゴスン！

「ごふっ！　つ、あ、な、何で──!?」

　滑すべり落ちて打った背中の痛みと驚き、焦あせり等のせいでまともに言葉が出ない俺に、細音は身体を起こしながらニヤリと笑う。

「『何で』と言われましても。実は悟兄より先に起きてたんだよねー♪」

「な！　そ、それじゃ俺が起きるまで何を!?」

　細音は少し考える様に上を見た後、少し頬ほおを染めて。

「貴方あなたの寝ね顔がおを見ていたの♪」

「────ぐぁ……！　お前……!!」

　語り尽つくせない程の恥はずかし照れくささ＆むず痒がゆさが……！　だけどそれは長続きせず。

「──ファインダー越ごしに♪」

　言って、布団の中に隠していたらしいカメラを取り出してニッコリ。

「撮ったのか！　撮ったんだな!?」

「それはともかく。せっかくこういうシチュだから、ちょっと訊いてみたい事があるんだけど、いい？」

　──正直、イヤな予感しかしない。が、多分……。

「カメラをチラつかせながら言っている時点で、拒きよ否ひ権けん無いな……？」

「うん！　話が早くて助かるよ♪　あのね？　寝顔見てて思ったんだけど──」

　細音は少しだけ真面目まじめな顔をすると、その質問を口にする。



「──なんで、澪みおに手を出さないの？」



　──最も訊かれたくない事を──

「そ、そりゃぁ、教師が生徒に手を出すわけには──」

「うん。それが建前だよね？　本音は？」

　──こいつ、答えを予想した上で追い込みにきている……！

「い、居い候そうろう先の娘に手を出すというのも──」

「ご両親公認だよね？　って言うかむしろ『ファイッ！』って感じだったよね？」

　──はい。むしろ『とっととゴールしろ』的な事、言われております。

「や、やっぱり澪の気持ちを尊重して──」

　……言ってから失言に気が付く。──詰つんだ。



「澪が、悟兄を拒こばむと思う？」



　──こう来るよな……やっぱり。

　だけど最後の返答だけは、別に誤ご魔ま化かしのつもりは無い。

「……仮に、そうだったとしても。澪はまだ高一だぞ？　まだ人生決めるには早すぎる」

　周りがけしかけて来るからこそ、慎しん重ちようになっている。……澪に後悔はさせたくないから。

「あー、なるほど……。でもでも、だったら一度、お試し期間作ってみるのも──」

　……そう来ると思った。だから俺は、もう一つの本音を口に出す。

「……一度動き出すと……、ブレーキ掛けられる自信が無い」

　結局のところ。澪の気持ちや大事にしたい云うん々ぬんより、大きな原因は自分にあったりする。

　──笑いたきゃ笑え。そう思ってはいたのだが。

「……プッ！　アハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　ここまで遠えん慮りよ容よう赦しやなく笑われると、さすがにムカつくわけで。

　恥ずかしさと怒いかりを抑えるために横を向いていると。

「このムッツリヘタレ♪」

　──ゴフッ！

　心に『ドスッ』と突つき刺ささる言葉の槍やり。思わず胸を押おさえて倒たおれこむ。

「でもまぁ、悟兄らしいよね♪　ちょっと安心したよ」

　──あーそうですか。

「と、とにかく！　いい加減に着き替がえろ。……その格好は色々マズイだろ」

「悟兄ならこのくらい、澪で見慣れてるでしょ？　一緒に寝たりしてないの？」

　──こいつは……。どこまで本気で言っているんだろうか？

「……だから手ぇ出してないと言ってるだろうが。一緒に寝た事なんか──」



　────あれ？



　そんな事はしていない……はずだ。いや、間違い無くしていない。

　──なのに、何だこの感覚は？

　忘れているとも、思い出せないとも違う。まるで、記き憶おくの部屋に曇くもりガラスに囲まれた一角がある様な……それが影かげ絵えのように、輪りん郭かくだけ映し出されてるみたいな──？

「……悟兄？　まさか、本当に一緒に寝て……？」

「ち、違う！　そんな事より早く着替えろ！　少しは恥じらいという物を……！」

「アハハハハッ！　『きゃー』とか言った方が良かった？　もう、悟兄カワイッ♪」

　そう言って、小こ悪あく魔まチックな笑みを浮うかべてにじり寄ってくる細音。その姿は、考え事をしている余裕を吹ふき飛ばすには十分で──



ガチャッ

「…………あ」



　──そんな時、澪さん登場。

「「…………『きゃー』……」」

「…………ん。ご飯作るから、降りてきて、ね？」

　そう言って立ち去ろうとする澪。

「ちょ！　せ、せめて何か言って!?　弁解したいから!!」

　それを必死に呼び止めて始まる、俺の弁解タイム。過失の強調と身の潔白を訴うつたえたが、澪の無口モードが解除される事はなく。

　俺は出勤の時間が近づいてきたため、後を細音に任せ、とぼとぼと洗面所に向かった。



「（ね、澪？　……どこから聞いてた？）」

「（……ん。『ちょっと遅かったかなー』くらいから）」

「（うん、最初からだねー。だと思った♪）」

「（……どうして、わかったの？）」

「（だって。悟兄は勘かん違ちがいしてるけど……今の澪の無口モード、照れてるだけだよね♪　それで、あれを聞いたご感想は？）」

「（……ノーコメント。細音は……悟と一緒に寝て、どうだった？）」

「（ん？　──うん。ちょっと、ドキドキしちゃった♪）」

「（…………むぅ）」

「（もう、拗すねないの！　寝顔の写真、いる？）」

「（…………いただきます）」



　洗顔などを終わらせて食事に向かうと、なぜか澪の機き嫌げんは直っていた。

　何をしたのか細音に聞いてみたが、

「澪って拗ねた顔もカワイーよね♪」

　と言っただけ。……正直わけがわからない。機嫌が直ってくれたのは助かったが。

「──そうだ。今日の夕方、黒木を呼ぶ。もちろん、今後についての相談。ＯＫ？」

「……ん。わかった」「──うん」

　やはり、どこか緊きん張ちようしている様な細音。……まだ不安なのだろう。

　──んー。俺が常についているわけにもいかないし……澪に頼むか？　もしくは……。

「に～」「にゃぁ♪」「……みぁ」

「……ん。おはよ、みんな」「おはよ～」「おはようさんっと」

　揃そろって現れた子猫トリオに、朝の挨あい拶さつをする俺達。

　──ふむ。……良い事思いついた。

「なぁ澪？　少し頼みがあるんだが──」

「……ん？」





　澪に頼み事をしてから家を出る。

　歩き出してから気が付いたが……澪、昨夜ちゃんと寝たのだろうか？　弁当作らなくていいとは言ったが、朝食作ってもらったらあまり変わらない気がする。

　──かと言って朝食もいらないって言っても、絶対に納得しないだろうしな……。

　澪を休ませる手段は無いか、などと考えながら、学園の職員玄関をくぐり、事務室前へ。白しら川かわさんが居れば声をかけて報告をしたかったんだが、どうやら今は居ない様だ。仕方ないので職員室へ。

　そして職員会議が始まったのだが……なぜか、昨日の一件についてはあまり触ふれられなかった。財ざい天てん寺じさん達が、何か手を回してくれたのだろうか？

　──そういえば……俺と澪の件も噂うわさになっていておかしくないんだが……。

　おかしいとは思うが、考えてもわからない上に何かと都合が良いので、とりあえず今は保留して、教室に向かう。



「──あ、悟兄！」

「細音？　今来たのか？」

「──え？　あ……ま、まーね！」

　──いや、それは無いか。今日は澪と一緒に家を出たはず。あの子に限って、ギリギリ行動はありえない。

　それでも鞄かばんを持っている所を見ると、まだ教室には入っていない。

「やっぱり怖こわい……つーか不安か？」

　俺を見つける前に細音が居た場所……昨日割れた窓の前。

「え!?　あ、あはははは……」

　誤魔化すような苦笑い。しかも怯おびえは隠しきれてない。……だけど。

「まぁ、その心配は無いと思うけどね」

「ちょ！　悟兄──!?」

　慌あわてる細音を無視して教室の扉を開ける。

「おはよーっす」

「「「「「おはよー水みな上かみセンセ！」」」」」

　他の教師からは、『尊敬する教師』ではなく『親しみやすい先せん輩ぱい』への態度だ、などと言われるが……。偉えらぶるつもりもなく、生徒と近い距きよ離りに居たいと思う俺にとっては、むしろ嬉うれしい評価だ。

「さて、日直──の前に、紹しよう介かいしよう。テンコウセイの鈴すず宮みや細音君──」

「誰だれが転校生!?　──って、あ……」

　戸と惑まどっていたくせに、思わず飛び込んでツッコミを入れてしまう細音。

　──昨日思ったんだが……細音、自分がいじられると良いツッコミするんだよな。

「そんなわけで。ボケからツッコミへの転向生、細音さんです。皆さん、生温かい視線で祝福を」

「「「「「細音……」」」」」「「「「「鈴宮……」」」」」

「え……あ…………、ご、ごめ──」

　微妙な表情で、それぞれ細音の名前をよぶ生徒たち。そしてそれを見て……泣きそうな顔で謝罪の言葉を口にしようとするが、



「「「「「……鈴宮細音さん、『例の症しよう候こう群ぐん』、お大事に……」」」」」



「う！　う、う、う……うわぁぁぁぁぁああああん!?」

『雛ひな○沢ざわ症候群』。──うん。やっぱりウチのクラスはノリがいいな。

　複雑な顔で泣き声を上げ、再び教室から走り去った細音。ツッコミたいけど、意図がわかる以上否定出来ない。それと、怒りと感謝の板いた挟ばさみかな？

「センセ……？　細音、逃げ出しちゃったけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。意図は伝わってたっぽいし。……ありがとうな。よろしくたのむ」

「「「「「もちろん！」」」」」

　──よし。細音も授業が始まる頃ころには戻るだろう。

　俺はザッと教室を見み渡わたしてから、出しゆつ席せき簿ぼの全員出席に○を付けた。





　四限終しゆう了りようの５分前。担当の授業が無かった俺は、職員玄げん関かんで澪に頼んだ相手と合流。さらに家からコッソリ持ってきた籠かごを手に、昼休み開始のチャイムと共にクラスへ。

「細音」

　やや早めに授業は終わっていたらしく、友達数人と談笑していた細音に声をかける。

　──このクラスに関しては、もう大丈夫そうだな。

「あれ？　悟兄。どうしたの？」

「悪いけど、昼休みの間だけ預かり物してほしいんだ。いいか？」

「ふに？　いいけど……何？」

「ああ。これ」

　そう言って、後ろ手に持っていた籠を細音に渡す。その中は、

「──え？」

「「「うわぁぁぁっ！」」」

　驚き戸惑う細音より先に、周りの女子生徒が黄色い歓かん声せいを上げた。──籠にかけられた布の隙すき間まから、モゾモゾ、ピョコンと顔を出した黒くろ猫ねこを見て。

「え？　なんでイブちゃん!?」

　慌てた様に布を持ち上げる細音。そこにいるのは、当然我が家の三匹。

「にぃ♪」「にゃあ！」「……みぁ♪」

「「「「「きゃぁぁぁぁぁあああっ!!」」」」」

　顔を出して声を上げた三匹に、さっきより多くの生徒が歓声を上げた。

　──つーか今、男連中も数人『きゃぁ！』って言ったよな？

「なんだか、遊びに来ちゃったみたいだ。昼休みだけでいいから、遊んでやってほしい」

「──悟兄、もしかして……？」

　……まぁ、勘が良い細音なら気が付くよな。だけどそれには答えず、

「昼飯は適当に買ってきてやるから、中庭あたりで遊んでてくれ」

　そう言って、教室を後にする。──若干カッコつけ気味だったか？

　ヴィス達たちと一緒なら不安も紛まぎれるだろうし、何よりあの子達と遊んでる細音を『怖い』なんて思う奴はいないだろう。

　……と言ってもあの様子を見る限り、必要無かった気もするけど。

　──さて。とっとと昼飯買いに行くか。

　と、歩き出したが……フと思い至る。

　──ヴィス達に学校に来てもらうようにって、なんで澪を通して頼んだんだ……？

　その答えは単純。『その方が確実だと思ったから』。だが、なぜ確実だと思った？

　その上『連れて来て』ではなく『来てもらって』と頼んだ。それはヴィス達が『来れる』という事が前提の依い頼らい。無意識に、人並みの知識があるという事を認めている証しよう拠こ。

　──本当にどうしたんだ俺は……？

「おお、悟殿どのではないか！」

「ああ、財天寺さん。そちらも購こう買ばいですか？」

「うむ。……ところで昨日の件、そちらはどうなった？」

　周りに人が居ないことを確認してから、やや声を落として訊きいてくる。

　報告と、財天寺さん達の対応具合も聞きたかったため、生徒があまり来ない区画に移動して昨日の事を話す。

「──と、いうわけなんです」

「ふむ……。まず、説得が上う手まくいったのは重ちよう畳じよう。流石さすがだな『水上先生』殿どの？」

「からかわないでください。とにかく、あとは原因究明です。何かわかりましたか？」

「ああ。まずは原因なんだが……。その話を聞いた限りでは、やはり何かが『憑ついて』いるとしか思えん。だが──、昨日まで二度も会っている上に、今日も教室まで行って調べてみた結果、悪あく霊りよう等などの『悪いモノ』の気配は一切無かった。これは白川も同じ見解だから間違いは無いだろう」

　言い終えると、ゆっくりと購買の方向へ歩き出す財天寺さん。確かにここから先は実名を出さずに済むため、歩きながら話しても問題は無いだろう。

「『悪いモノ』は居ない……ですか？　でも現に被ひ害がいが出てますし、昨日は妙みような気配を感じてますよ？」

「うむ、それなのだが……。一応、仮説はある。だが、まだハッキリとは言えないのだ。確か今日、黒木殿と会うのだったな？　本人の証言と合わせて、事件の状じよう況きようを詳くわしく聞いてくれまいか？」

「わかりました。……では、明日の昼休み、空いていますか？　当人や澪も一緒に、今夜の報告をしようと思います」

「うむ、わかった。あいつにも話しておこう」

　と、話に区切りがついた所で廊ろう下かの突き当たりを曲がると、すぐ目の前には購こう買ばい部ぶ。

　この学園には学食もあるが、生徒数の割にあまり広くなく、毎日熾し烈れつな座席争そう奪だつ戦せんが行われている。そしてこの購買は品しな揃ぞろえも味も良いため根強いファンが多く、昼時には飢うえた狼おおかみ達たちが人気メニューの取り合いを展開している。……のだが。

「あれ？　なんだか以前より空すいてます？」

「ふむ？　そういえばカウンター前の人ひと垣がき、比ひ較かく的てき薄うすいか？」

　言われて、カウンターに群がる生徒を観察。──そして気が付く。

「いえ、来ている人数は多分変わりません。ただ……カウンターの回転が速いみたいです」

　回転が速い。つまりは客一人当たりに掛ける時間が短く、次々に処理しているという事。

「……ほう、確かに。それで人ひと捌はけが良いのか。店員が変わったのか？」

　とにかく。早く買わなければ商品が無くなる。俺と財天寺さんは人垣をかき分け、カウンターにたどり着く。

　──細音の分はミックスサンドにジャムパン、紅茶。俺はカツサンドとあんパン、牛乳でいいか。

　商品を確保。販はん売ばい員いんに向き直ると──

「はい。いらっしゃいませ♪」

　……意外にも、この凄すご腕うで店員さんは若い女性、しかも外国人さんの様だった。

　頭の三さん角かく巾きんから零れる前まえ髪がみは綺麗なウェーブの金きん髪ぱつ。そして青い瞳ひとみで穏やかに微笑む、なぜこんな所に？　と思ってしまう程の綺麗な女性。歳としは二十代中ちゆう盤ばんくらいだろうか？

　そんな女性が、穏やかに微笑みながらも両手を高速で動かし、次々に客を捌さばいている。

「お買い物はお決まりですか？」

「っと。すみませんでした。これだけお願いします」

「はい、８７０円になります」

　一いつ瞬しゆんで計算。しかもその間に他の客のお釣つりを出したり、商品補ほ充じゆうまでしている。

　異様とも言える光景に目を奪うばわれながらも、なんとか千円札をカウンターに置く。

「はい。１３０円のお返しです。ありがとうございました水上先生♪」

　──え？　なぜ俺の名前を……？

　疑問には思ったが、学校関係者なら別に知っていてもおかしくはないし、返答に困ったので会え釈しやくだけしてカウンターを離はなれた。

　──んー、不思議な人だったな……って、あれ？　財天寺さんは──？

　少し見回す。……居た。カウンターから少し離れた所に、なぜか棒立ちしている後ろ姿を発見。様子が変なので、再び人垣をかき分けて近づく。

「どうしたんですか？　……財天寺さん？　お～～～～い？　大丈夫ですかぁ？」

「……………………」

　返事が無い。ただの屍しかばねの様だ──じゃなくて。石像の様に完全に固まっている。

　前に回り込んで顔を覗のぞき込むと、まるで幽ゆう霊れいを見た様な……いや。

『羽を伸のばしに来たリゾート地でスーパーに寄ったら、店員が職場の鬼おに上司だった』

　そんな感じの、会いたくないどころか、会う可能性を全く考こう慮りよしていなかった天敵に遭そう遇ぐうしたような顔だった。

「えーと？　すいません、細音にコレ届けないといけないんで、先に行きますね？」

「……………………」

　変わらず無反応の財天寺さんに一礼し、その場を後にした。

　……さっきの人、どこかで会った事がある気が？　そんなモヤモヤを抱えながら。



　　　　　◆



　水上悟が去って、少し後。

「……はぁ。昼食を持ってこなかった時に限って仕事が多いんですよね……。手っ取り早くサンドイッチあたりで済ませるしか……あら？」

　非常勤事務員の白川有あり紗さ。やや遅おくれて購買へ買い物に来た彼かの女じよの目に、見知った人物の棒立ちしている姿が目に入った。

「もしもし？　何をしているのです？」

「……………………」

　彼女は知らないが、悟が尋たずねたときと変わらず、一点だけを見て固まったままだった。

「？　まぁ、とりあえず自分の買い物を済ませますか……」

　そう呟いて自分を納得させ、カウンターに向かう。

「いらっしゃいませ♪　何になさいますか？」

「ええ、適当なサンドイッ────え……？」



　石像が、もう一体増えた。



　さらに数分後。

「…………？　何してるの……？」

　昼休みももう半分が経過。人気が少なくなってきた頃、一人の少女がトテトテとやってきて、二体の石像に話しかける。

「……楽しい……？」

「「……………………」」

　無反応の二体、いや二人に『？』といった顔をしながらも、カウンターに向かう。

「いらっしゃいませ♪」

「…………あ」

　眠そうな瞳を、軽く見開く少女。

「「……………………」」

「どうなさいました？」

「……ん。何でもない。……取り置きを頼んでた、１‐Ｂの水上 澪。……大丈夫？」

「はい、伺うかがっております。ヤキソバパンとフルーツサンド、瓶びんのコーヒー牛乳で３５０円になります」

「……ん。はい」

「丁度いただきます。ありがとうございました♪　こちら、今飲んでいきますか？」

「……ん。いただきます。……（こくこくこくこく）」

　瓶を両手で持ってコクコクと飲む少女。ニコニコと見守る店員。石化している二人。

「……はふ。……ごちそうさま。瓶、ここに置く、ね？」

「はい、ありがとうございました♪」

　そして、去って行こうとする澪。



「「色々と待て……！」」



「「……はい？」」

　突とつ如じよとして復活した二人にツッコまれ、シンクロして首を傾かしげる店員と澪。

「……すみません。ちょっとツッコミ所が多すぎて……。そうですね、まずは……」

「そうだな。まずは……澪！　コーヒー牛乳飲むなら片手は腰こしだろうが！」

「これ以上ボケ増やさないで下さい！　えーと、まず軽い所から。……取り置き？」

　ツッコミ所、その１。まずこの学園の購買に、取り置きシステムは存在しない。

「……ん。前、いつものおばさんが腰痛めたとき、手伝ったらお礼に『特権だ』って」

「……なるほど。まぁ、理解した。だが……瓶牛乳？　そんな商品あったか？」

　ツッコミ所、その２。通常並んでいる飲み物は、パックとペットボトルだけ。瓶は無い。

「はい、裏メニューですね。数を置けないので、常連さんと特別なお客さんにだけ販はん売ばいしている商品が、いくつか」

「な、なるほど、そうなのですか……」

「はい。元から何気に品揃え豊富なのですが……私が店番をしている間は、ドン○ホーテに負けない品揃えを目指しております」

「「そのカウンターの中で!?」」

「はい。がんばってます♪」

「が、がんばって下さいとしか言えませんが……。で、では、ついにコレ、いきます」

　そう言って、深呼吸をする白川。その横では財天寺が胃を押おさえている。

　そして二人は呼吸を整え、アイコンタクトでタイミングを合わせ──。



「「　何やってるんですか、　ガ　ブ　リ　エ　ル　様　？　」」

　ツッコミ所、その３。購買のお姉さんの正体が熾し天てん使し。



「楽しそうでしたので♪」

「「ホントに何やってんですかガブリエル様!?」」

　イタズラがばれた子供の様に照れ笑いを浮かべる熾天使に、結構必死でツッコむ二人。

「まぁ、それは冗じよう談だんなのですが」

「じょ、冗談なんですね！　本当に冗談なんですよね!?」

「はい。楽しそうだったというのは事実ですが、流石さすがにそれだけで降りてはこれません」

「……ん。じゃあ……なんで？」

　真しん剣けんな顔で尋ねる澪。

「はい。実は……この土地に関して、少々気になる事がありまして。恐おそらく取り越こし苦労だとは思うのですが。それで今、誰かを派は遣けんしようにも適任者が出で払はらっているんです。ですから私が、と」

「そのような事が……。では、この学園に来られた理由は？」

「はい。それにも理由があります……」

　神しん妙みような面おも持もちで問う財天寺。熾天使はそれに答え──

「楽しそうだったからです♪」

「「どっちかって言うと絶対そっちが本音ですよね!?」」

「まぁ、どちらも本音ですね。ところで澪？」

　普ふ段だんの身分を全く感じさせない、気さくなお姉さんといった表情で問いかける。

「……ん？」

「あの写真、届きましたか？」

「……ん」

　少し複雑な表情で、スカートのポケットから生徒手帳を取り出す澪。

「？　『あの写真』……？」

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる財天寺の前で、澪が生徒手帳の表紙の裏から取り出したのは……、端はしが少し焼け焦こげている写真。

「え……!?　その写真は──!!」

「はい。あの一件の中で撮とられた写真です。悟殿とイブが天界まで持ち込んだため、歴史の上書きの際に消失する事を免まぬがれたのです。ですが……」

「………………」

　澪が、その写真を白川達の前に差し出す。──その写真に写っているのは……澪一人。

「な──!?　どういう事だ！　この写真は確か……!!」

「…………ん。私と、悟が写った写真、だったよ……？」

「それが、どうしてこの様な事に……？」

　少し悲しげに、それでも淡たん々たんと話す澪と、動どう揺ようを隠かくせない白川と財天寺。

「この様な事例は初めてですが……予測はつきます。その写真は、上書きされる前の世界の物。澪は以前の記憶を持っているため、かつての世界と繋つながりを持てるのでしょう。ですが……。今の悟殿は、こちらの世界の悟殿です。いくら自分が関かかわった物でも……消えた歴史の遺物に再び姿が写るとは、考えられません。……本当を言えば、この写真が残っていること自体が、一つの奇き跡せきなのですから……」

「そう、なのですか……」

「………………」

　苦い表情を浮かべる、三人の天使。だが、当の澪は……そんな彼かれらに微笑ほほえむ。

「……ん。……でもね？　この写真は、悟とイブが、必死で守ってくれた物。それで……あの思い出が確かにあったっていう証拠。……だから、やっぱり私の宝物、だよ♪」

　写真を手帳に戻し、大切そうに胸に抱だきしめながら、柔やわらかな微笑みで語る澪。

「……そう、ですか。そう言って下さるなら、届けた甲か斐いがありました。……さてと。そろそろ動かなければ、お昼休みが終わってしまいますね」

　そう言いながら、頭の三角巾と身に着けていた割かつ烹ぽう着ぎに手をかける。

「？　何かなさるのですか？」

「ええ。正体を明かすことはできませんが、私も悟殿にご挨拶をしようかと」

　そう言いながら購買のオバチャン装備を外すと……、現れたのは流れる様なウェーブのロングヘアに、かっちりとした女性もののスーツを着た、気品すらも感じさせる姿。

「その恰かつ好こうは……？」

「そういえば、まだ名乗ってはいませんでしたよね？」

　地上に降りた熾天使は、本当に楽しそうに微笑み。



「聖ひじりヶが丘おか学がく園えん理事長、ガブリエラ・ウエストウッド。私の人間界での肩かた書がきと名前です♪」



　　　　　◆



　購買から戻もどり、細音に買ってきたパンと飲み物を渡わたした。……まではよかったんだが。

　──予想、できたはずだったな……。

　考えてみよう。子猫トリオを渡した相手は、細音。

　細音は女子。そしてその時、周りに居たのも女子。さらに、渡したのは可愛かわいらしい子猫というのもポイントか。

　で、結果。この場の女子密度、急激上じよう昇しよう。

　俺おれは当然事態に気が付き、細音に昼食を渡して早々に立ち去ろうとしたのだが……。















「にゃあ♪」

　頭上から、イブの楽しそうな声。

「わぁ！　この子、ホント水上先生に懐なついてるね！」

「にゃん♪」

「そだね。やっぱりイブちゃんが一番、悟兄に懐いてるね～。たまに布団に潜もぐり込んできたりするんでしょ？」

「……まあな」

「うわぁあ！　いいな～！」

「ヴィスちゃんはあたしの方にも来てくれるし、リッド君は……恥ずかしがり屋？」

「み、うみゃぁ……」

「きゃぁ！　照れてるカワイイ!!」

「み!?　ぅみぁああ……!!」

　離り脱だつを図る前に、イブの強きよう襲しゆうにより頭上を占せん拠きよされ足止め。その間に巻き込まれた。

　女子密度が高いために男だん性せい陣じんが近づき辛づらく、現在、俺の周りはリッド以外全員女性。よって、この光景を傍はたから見ると。

『飼かい猫ねこ連れてきて女子を集め、ぷちハーレム気分を味わう若手教師』

　遠巻きにしている男性陣から、突き刺すようなドス黒い視線を感じる。

　──はぁ。ただでさえ昨日の一件で、一部生徒から睨にらまれてるのに……。

　ハッキリと無罪と主張できるが、注意くらいはされるかもしれない。まぁ、いきなり首切られる事はないだろうが。

　その時。



ピンポンパンポ～ン♪

『高等部の水上 悟先生、理事長先生がお呼びです。至急、理事長室までお越し下さい。繰くり返します。水上 悟先生。至急、理事長室までお越し下さい』

ピンポンパンポ～ン♪



　──職員室じゃなくて理事長室？　ま、まさかコレは…………！

「　通　報　さ　れ　ま　す　た　!?　」

　同時、男性陣から歓声が。数人は『タイーホ！　たい～ほ～～!!』と叫さけんでいる。

　──教師の逮たい捕ほを喜ぶな。つーか俺は逮捕じゃない。…………多分。

「と、とにかく行ってくる。この子頼んだ」

　そう言って頭の上のイブを抱き下ろして細音に渡すと。

「悟兄……お勤め、ご苦労様です！」

「「「「「ご苦労様です!!」」」」」「に～♪」「にゃ？」「ぅみゃぁ……」

「だから逮捕じゃないもん!!」

　軽く目を潤うるませながら、走ってその場を後にした。



　──そういえば理事長に会うのは初めてか……。

　うちの学園の理事長は、俺が知る限りここ数年表おもて舞ぶ台たいに顔を出していない。それなのに運営が滞とどこおったなんて話は聞かないし、不満も疑問の声も聞かない。考えれば考える程、うちの理事長は謎なぞ多き人物だ。

　──まったく面識無いのに呼び出されるという事は……まさか本気で──!?

　イヤな汗あせが流れ始めた頃、ちょうど理事長室に到とう着ちやく。俺は震ふるえる手でノックをする。

コンコン

『はい。どうぞ』

　返事を聞いた瞬しゆん間かん、扉とびらを開き──

「　私　は　無　罪　で　す　!!　」

「………………はい？」

　開き直っているんだか混乱の極みなのか、自分でもわからないまま口を開いた俺を見ているのは、意外にも見覚えのある若い女性だった。

「あ、あれ……？　あなたは確か……」

「理事長のガブリエラと申します。先ほど購買部でお会い致いたしましたね」

　決して華か美びではないながらも、品の良さを感じさせる調度が並ぶ理事長室。木製の大きな机の向こう側で楽しそうに微笑むのは、先ほど購買で会った不思議な女性。

「し、失礼致しました！　高等部数学科教きよう諭ゆ、水上 悟と申します。それで……理事長？　先ほどはなぜ購買の販売員を……？」

　──あれ？　なんで俺、『やましい事がバリバリあります！』みたいな態度を……？

　不必要にビクビクする俺。そんな俺に理事長、ガブリエラさんは。

「趣しゆ味みです♪」

「アンタ仕事しろよ!!」

　……ツッコミ魂だましいが反応してしまった。失礼この上無いセリフな気がする……！

「いえ、趣味と実益を兼かねて、です。報告だけではわからない事も、生徒と直接触れ合えば色々と見えてきます。例えば……某ぼう数学教師の淫いん行こう疑ぎ惑わくとか」

「ぐあっ!?　わ、私は無実……！」

　見み惚とれそうな笑顔と共に、必殺の言葉の刃やいばが突き付けられる。──絶対この人ドＳだ。

「はい、存じております。生徒の評判も良好ですし、何より貴方あなたの事は、私の知人からよく聞いております。ですから疑惑は握にぎり潰つぶしておきました。職員会議でも、何も言われませんでしたよね？」

　なるほど。職員会議で抱いた疑問の答えが、ここにあった。──ん？

「ではもしかして、さざ……いえ、鈴宮の件についてもご存じで？」

　俺の件を握り潰したなら、細音の件も、多分。なら味方という認識でいいのだろうか？

「その件が、お呼びした理由の一つです。一応、確認させていただこうかと思いまして。今回の件、どの様にお考えですか？」

　いまだ、ハッキリとした原因はわからない。ならば今言うべき事は一つ。

「絶対に、鈴宮細音の意思によるものではありません。教師として、目もく撃げき者しやとして、旧知の者として、断言させていただきます」

「はい。良いお答えですね。ならばこの学園の長として、私がこの身で振ふるえる権限、その全すべてで彼女を雑事から守ります。安心して、原因究明と解決に力を注いでください」

「！　はい！　ありがとうございます!!」

「いえ。生徒を守るのが我々の仕事ですから。それと、もう一件。こちらも一応、確認させていただきますね？　水上澪さんとは従兄妹いとこ同士との事ですが……、いつ頃ごろからの付き合いですか？」

「……？　彼女が生まれてすぐ会いましたから、丸々16年になります。それが……？」

　気のせいか……俺の答えを聞き、ほんの僅わずかに安あん堵どの色が見えた気が……？

「なるほど。いえ、『付き合い』という単語にどう反応なさるかな、と。試してしまい、すみませんでした」

　なるほど。──だけど、本当にそれだけか……？

「では、私の用件は以上です。わざわざお呼び立てしてすみませんでした」

「いえ。鈴宮の件、本当にありがとうございます。では、私はこれで」

　そう言って一礼し、俺は理事長室を後にした。

　──うん。味方、だろう。すごく良い人だとも思う。だけど何かが……？



　　　　　◆



　悟が去った後の理事長室。

「……………………」

「ガブリエル様……？　何をお考えで？」

　ガブリエル以外は誰も居ないはずの理事長室に、彼女を呼ぶ声。声の主は、窓側の隅すみに立つ白川有紗。彼女の茶色の髪かみと瞳が、今は本来の色である青銀に戻っていた。

「ええ。悟殿の事で、少し気になる事がありまして。……貴女あなたの目から見て、悟殿に違い和わ感かんはありませんか？」

「？　はい、私が気付く範はん囲いでは。何を気にしておられるのですか？」

「──いえ。ただの気にしすぎだと思いますので。それで、貴女はどの様な用件で？」

　軽く苦笑を見せたガブリエルは、改めて問いかける。

「はい。この度の鈴宮細音の一件、明らかに人外のモノによる事象かと。ならば我々が本来の力を用いても、規約には触れません。許可を頂けないでしょうか？」

　軽く目を閉じて聞いていた熾天使は、再び瞳を開きながら、ゆっくりと語りだす。

「確かに、規約には触れません。許可を出すことも出来ます。ですが……なぜ、澪が自分から手助けを求めないか、考えましたか？」

「そういえば……。いえ、考えもしませんでした……」

　肩かたを落とす白川に、ガブリエルは微笑みかける。

「いえ、責めるつもりはありませんよ？　貴女が彼女を思っての行動ですから。今回の件、確かに人の手によるものではありません。ですが、我々が関係したものでもない以上、これはあの子達の人生に起きた事象。いえ、人生の一いつ環かんです。……我々が気安く手を出して、彼女は喜ぶでしょうか？」

「あ……。確かに、あの子は喜ばない、ですね……。ですが何もしないというのも……」

　苦々しく言う白川に、子供を褒ほめる母親の様な表情で言う。

「はい。ですから我々は天使としてではなく。この身が振るえる力で、悟殿と澪の友人として手助けをいたしましょう」

「！　は、はい！　ありがとうございます……！」

　感謝をこめて一礼をする白川。

「それにしても……。最近の貴女は、随ずい分ぶんと優等生ですね？　彼の方は思い切り羽を伸ばしている感がありますが」

「はい♪　知的で優しいお姉さまキャラ、というのも萌もえるかなと思いまして！」

　嬉き々きとして、むしろ『よくぞ聞いてくれました！』と言わんばかりに語る白川。

「……それを言ってしまう所が貴女ですよねぇ……。それで演技をしていたのですね？　ですが……」

「──？　何か？」

「……『裏・漫まん画が研究会・女子部』」

「な、なぜそれを!?」

　ガブリエルがポツリと呟つぶやいた言葉。激しく反応する白川。

「私、理事長ですよ？　現場リサーチもするタイプの。どうやら特有の同族察知の嗅きゆう覚かくで仲間を見つけて勧かん誘ゆう。箝かん口こう令れいを徹てつ底ていした上で勢力を広げたようですが……。秘密にすればする程、仲間内での会話は熱をおびるんです。それこそ、周囲が見えないくらいに」

「!?　あ、あ、あ……!!」

　天敵に遭遇した小動物の様に、目を見開いてガクガクと震える白川。だが、彼女の上司はため息をつき、

「今回は人を楽しませるための行動という事で、大目に見ます。ですが……、少しは自重して下さいね？」

「は、はい！　これからはもっと慎しん重ちように布教活動に努めます!!」

「……………………」

　熾天使はこめかみを押さえ、実力行使の必要性を本気で考えはじめた。



　　　　　◆



　その日の夕方。早々に帰宅した俺達は、黒木がやって来るのを待っていた。

「……ねぇ、悟兄？　黒木兄が来たら……どう話せばいいのかな……？」

　やはり不安そうに訊いてくる細音。……確かに、事件の原因が自分だと警官に告白するのは、ちょっと勇気が必要だろう。

「事情の説明は俺がする。細音は訊かれたら、状況を説明すればいいと思う。ＯＫ？」

「……うん。わかった」

「……ね、細音？　怖い……？」

　澪が、心配そうな声で問いかける。

「う……。──うん。やっぱり罪悪感あるから余計、ね」

「にー……」

　ヴィスが細音の膝ひざの上に飛び乗り、心配している様な声で鳴く。

「あはっ。ヴィスちゃん、心配してくれてるの？　……ありがとう」

　ヴィスの頭を撫なでながら、弱々しく言う細音。……状況を考えれば、無理はないとは思う。だが、断言できる。『それは取り越し苦労だ』と。

「細音。あのな──」



ピンポーン



　俺が言葉をかけようとしたとき、来客を告げるチャイムが鳴る。

「黒木か？」

　この間の悪さは間ま違ちがいないと確信していながらも、一応インターフォンに出る。

『……悟。急げ。緊きん急きゆう事態だ……！』

「な!?」「「!?」」

　弱々しく震えながらも、尋じん常じようでない焦りを感じさせる声。予想外の状況に、緊きん迫ぱく感かんに包まれる。俺は大おお慌あわてで玄関に向かい、扉を開く。

「────!!　ど、どうした黒木!?」

　扉の先に居たのは──黄昏たそがれの空を背に、青白い顔をして体を小刻みに震わせる、……根っからの脳天気だったはずの腐くされ警察官。──その黒木は、震える声で語りだす。

「……ここに来る途と中ちゆう──」

「ッ！　どうしたの──!?」「──っ!!」

　黒木の顔色の悪さと纏まとう雰ふん囲い気きは、細音も、澪すらも絶句させる。

「ここに来る途中、どうした!?　何があった!?」

　思わず問い詰つめる俺。黒木は泣きそうにすら見える程に顔を歪ゆがめ、そして、口を開く。

「──い、いきなり……。……腹が痛くなった……！」



「「「…………………………………………は？」」」



「……至急、トイレを所望するッ……！」

　最期の力を振り絞しぼる様に語る黒木。



　────どこかで、カラスが鳴いた気がした。



　──足あし踏ぶみでもしていれば分かりやすかったんだが……ああ、なるほど。足踏みの一歩すら危あやうい状況か……。

　フと、拳こぶしを握りしめている自分に気が付く。

　もの凄すごくボディーブローを入れたくなったが……臨界事故発生後の放射性物質を処理するのは、流石さすがに御ご免めんだ。

「……許可。とっとと行け」

「……………………（パクパクパクパクッ）」

　……もう、迂う闊かつに声すら出せないらしい。口パクで礼らしき事を言い、内うち股また・前かがみでヨロヨロとトイレに向かう黒木。

「……なぁ細音？　さっき言いかけた事なんだが……」

　澪と共に、完全に脱だつ力りよく状態になっている細音に話しかける。

「──あの『腐れ』に、緊張が必要だと思うか？」

「あ、あははははははは…………」

　細音の口から、とっても乾いた笑いが漏もれ出た。





「──ふむ。にわかには信じられんが……そんな事もあるのかもしれんな」

　文明人としての尊厳の危機を脱だつした黒木は、何事も無かったかの様に振る舞まっている。

　おかげで細音の緊張が解けたので、良かったと言えば良かったのだが。

「……ねぇ黒木兄？　ケガさせちゃった人達に、何とか謝れないかな……？」

　──緊張は無くなっても、罪悪感は消えないよな……。さて、どうするか。

　なんとか説得しようと言葉を探す。が、それより先に、黒木が口を開く。

「は？　なぜ謝る？」

「────え？　だ、だって！　わざとじゃないにしても、あたしのせいなんだし！　もしかしたら無意識とか深層心理とか……そういうのが関係しているかもしれないし……」

　それを聞いた黒木は、ソファーの背もたれに体を預け。

「ふむ…………。バカじゃねぇの？」

「ヒドッ!?　黒木兄にだけは言われたくなかった!!」

　おおむね同意。どっちのセリフにも。俺は黒木に任せ、澪と様子を見る事にする。

「……あのな？『もしかしたら』『かもしれない』。そんなハッキリしない状況で、『あたしのせい』だけは断言。この現状でどう謝る？」

「う……！　でも！」

「『原因はわかりませんが、あたしのせいです。ごめんなさい』か？　はっはっは、素す敵てきに頭おかしいな？　言われた方にどう反応しろと？」

「ううぅ……」

「それに無意識や深層心理だ？　それが悪いって言うなら、俺なんか史上最悪の性犯罪者になっている自信がある！」

　──話の方向性はすごく良いのだが……それ、堂々と言える事じゃないよな……？

「それに、『あたしのせい』と言ったが、本当にお前が悪いのか？」

「……え？　だって……」

「原因がどうこうじゃない。そこのお人ひと好よし共は、お前が悪くないと思って色々行動してるんだろが。お前が簡単に謝れば全部無む駄だに……いや。最悪、共犯者だな。下手な謝罪は味方も罪人にする。それでいいのか？」

「……………………」

　黒木の言葉に、細音が黙だまり込む。

　……うん。言っている事は正しい。正しいんだが……。

「（……悟？　……黒木さんが、まともな事言ってる……。……幻げん聴ちよう……？）」

　──澪さん。その気持ち、よくわかります。

「謝って楽になりたい気持ちもわかるが……少しは周りの人間の事も考えろ」

「う…………」

　──涙なみだぐむ細音なんて、ホントにレアだよな……昨日も見たとはいえ。

　黒木も少し『しまった』という顔をしている。……やはりフォローが必要みたいだ。

「別に、謝るなとは言わない。でもな？　黒木が言うように、状況がまだハッキリしない。しっかり謝りたいのなら、全部ハッキリしてからだ」

「…………うん。わかった……」

「それと。まだはっきりしないんだ。お前が悪いとも、お前のせいだとも確定していない。だから……今から自分を責める必要は無い。……だよな、黒木？」

「…………ふん」

　そっぽを向く黒木。……男のツンデレは萌えない。むしろ笑える。

「……ね、細音？　みんな手伝ってくれる。……私もがんばる。だからあと少し。ね？」



「にゃあ！」　『頑がん張ばるよ！』と言わんばかりに一鳴きするイブ。

「にー……」　『だから、泣かないで下さい』そう言う様に声を上げる、ヴィス。

「みぁ……！」　『一いつ緒しよに頑張ろう』励はげますように聞こえる、リッドの声。



　──さっきまで大人しくしていたのに……。

　まるで空気を読んだ様な行動は、さすがコイツらと言ったところか。

　細音は、いまだ涙が光る顔を上げ、そのまま立ち上がると。

「……ありがとう、ございます……！」

　深々と一礼した。

「……ふん。面めん倒どうだが仕事だ。とっとと終わらせるぞ。……座すわって、状況を説明しろ」





　黒木が持ってきた事件記録と、細音の記憶。それらを合わせる事により、かなり細かく状況が見えてきた。

　発生時刻は学園の一件以外、夕方～夜。学園と車のときを除けば、基本的に近くには人が居ないとき。被ひ害がい者しやは例外なく男性で、細音の近くに居た、または近くを通った人間。



　──待て。学園と車の件以外は……夕方か夜に細音が一人の時、近づいてきた男……？



「……なぁ、黒木？　お前の妄もう想そうの中で、暗い中を一人で歩いている可愛い女子高生を見つけた場合、お前がとる行動は？」

「痴ち漢かん行こう為い」

「流石だ黒木。それでこそ変態の見本」

「はっはっはっは！　そう褒めるな」

　──褒めてねえよ。

「……そういう事、なんだろうな多分……」

　これならば、財天寺さんの言う『悪いモノは憑いていない』というのも納得できる。

「……え？　まさか……ケガ人全員、痴ち漢かんさん……？」

「いや、さすがにそれは。……ただ、警けい戒かいしているんじゃないか……？　細音を守ろうとするあまり警戒しすぎて、危ない状況で近づく男を蹴け散ちらすくらいに……」

　そして、学園と車の件は報復。細音が痛みや危険を感じたから。

　ただ……疑問は残る。一つは、なぜそれが始まったのか、という事。もう一つは……。

　──布団ふとんに乱入したのに、なんで俺は無事……？

　近づいただけでアウトなら、今朝のアレは夜よ這ばいに等しい扱あつかいだろう。ならばむしろ、無事で済む理由の方が思いつかない。

「ふむ……では、仮にそうだったとして。……どうする？　どこぞの神社や寺にでも行って祓はらってもらうか？」

「それが出来るなら、多分最初から財天寺さん達が言ってると思う。『こっちは専門分野だから一通りできる』とか言ってたし」

「……噂うわさでは聞いてたけど……本当にホンモノなんだ……？　それはともかく──あたしを守ってくれている幽霊さんなら、問答無用でバイバイはイヤかなぁ……」

　……困った。発生原因に目星はついたが、打開策が浮うかばない。

「……ん。いっそ何か事件があって、それが危ないから守ってる、とかなら、なんとかなるのにね？」

　確かに。危機から守ろうとしているのなら、その危機さえ抜ければ、守る必要が無くなるのだから。──ん？　『守る必要が無くなる』……？

「──あ。ソレが細音を守るために居るなら……自分が居なくても大丈夫、そう思わせる事ができれば、居なくなるんじゃ……？」

「ふむ……、悪くないかもしれんな。だが、具体的にはどうする？　俺おれ達たちがずっとボディーガードやっててもキリが無いだろ？　いっそ危険地帯にでも放ほうり込むか？」

「不許可。リスクが大きすぎるし、多分意味が無い」

「……ん。私も反対だけど……なんで意味が無いの、悟？」

「仮に『霊れい』って呼ぶけど、その霊が守っているのは細音の日常。脈みやく絡らく無くいきなり非日常パートに移行して無事クリアしたって、日常が安全と言う理由にはならないだろ？」

「でも悟兄？　だからって『何もない日常』じゃ、いつまでかかるかわからないよ？」

　──そうなんだよな……。日常の中でのイベント、みたいなのが理想なんだが。

「ふむ。ならば……ナンパされにでも行かせるか？」

「不許可。目の付け所は悪くないけど……細音を一人にする必要が出てくる。ガードしづらいし、見失いでもしたら最悪」

「細音を一人にするのがマズイなら、澪ちゃんも一緒に──」

「フザケんな腐れ」「澪が危ないのはダメ」「……ん。それでも危ない」

　黒木以外の全員が反対。だが、確かにこういう方向は良いかもしれない。『霊』が警戒しているのは、どうやら男がメインなのだから。

「な、ならば！　…………プールにでも行くか？」

　──コイツは……。この大変な時に自分の欲望を……！

　俺は手を思い切り振りかぶり……。

「いやー、良くやった！　黒木君ナイスアイディア！　実に良い提案だ!!」

バシッバシッ

　黒木の肩を叩たたきながら、思い切り褒めちぎる。

「「「…………え？」」」

　細音、澪、そしてなぜか提案者の黒木までも意外そうな顔をする。

「いや、だって。澪と細音の水着姿なら、野や郎ろう連中の注目は確実に集まるだろ？　だから適度に警戒が必要だが、俺達も一緒にいれるからガードもしやすい。そして何より──!!」

　一度言葉を切り、黒木の方を見て、思い切り力を込めて言う。



「　　役　　得　　!!　　」



「！　わ、我ながらなんと素晴らしい提案をしてしまったのだ……！」

「はっはっは！　グッジョブだ黒木!!」

　一気にテンションが跳はね上がる、俺と黒木。

「（ねぇ澪？　悟兄って、こんなキャラだったっけ……？）」

「（……ん。たまーに、暴走するとこんな感じだよ？）」

　俺と黒木は完全にノリノリなので、何か内ない緒しよ話ばなしをしていた澪と細音に確認をとる。

「そんなわけで、さっそく今週末にでも行こうかと思うんだが、どうだ？」

「……なんか、別の方面から身の危険を感じないでもないけど……でも楽しそうかな♪　あたしはＯＫだよ～」

「……ん。私も行く。学校以外のプール、久しぶり♪」

　よし決定。あとは具体的な計画を詰める！

「黒木！　チケットの準備は!?」

「某ぼうホテル併へい設せつの屋内テーマパーク招待券を、明後日にでも入手可能。脅おどして奪い取──もとい、平和的な交渉と説得次第では、明日中にでも可能。だが恐らく、全員分は無理だ」

「その平和的な交渉と説得は、俺も手伝う。出来る限り早く押おさえよう。それと一人か二人分くらいなら大丈夫だ。給料もらったばかりだから、俺が出す」

「イエスごっつぁんです。屋内とはいえ天気が良いに越こしたことはない。天気予報は？」

「確認済み。日曜は微び妙みようだが土曜は晴天。──というわけで、土曜日で良いか？」

　後半は女じよ性せい陣じんへの問いかけ。だが、澪と細音は呆ぼう然ぜんとこちらを見ている。

「「ん？　どうした？」」

　偶ぐう然ぜん、黒木と声がハモった。

「…………なんでいきなり、こんな段取りが良いの……？」

「「気のせいだ」」

「………………（ねぇ澪？　この二人、何気に似た者同士……？）」

「（……ん。部分的に、よく似てる）」

　何かとっても不本意な内緒話をされている気がするが……気のせいだと思っておこう。



「さて。話もまとまったところで、俺はそろそろ帰るぞ？」

　と言って立ち上がった黒木。だが俺は、フと気が付いた事を訊いてみる。

「なぁ、黒木？　お前、調書どころかメモすら取らなかったよな？」

「まぁな。頭に入ってるから問題は無い」

「いや。書類作らなくていいのか？　今回の件、一応は事件扱いなんだろ？」

　改めて訊きなおす俺に、黒木はため息をつきながら。

「こんな事件、どう報告しろと？　『お化けが現れてグッサリやってきました』とかか？　なら調書なんて作るだけ無駄だろうが」

　やれやれ、と言った様子で吐はき捨てて去って行く黒木。

　──なるほどねぇ？　『面倒』『仕事だから』とか言ってたのにねぇ？

「悟兄と黒木兄の付き合いが長い理由、何となくわかったかな……」

「あー……。……ハァ」

　なんとなく、ムカつくに限りなく近い感じで照れくさい。丁度ヴィス達が居るので、補足説明に協力してもらう事にする。

「質問１。黒木はまともな人間？」

「「「………………」」」

「質問２。黒木は変態で犯罪者予備軍？」

「「「ぅにゃ！」」」

「質問３。……だけど、そう悪い奴やつじゃない」

「「「にゃん♪」」」

「とまぁ、こーゆー事だ。……あー小腹減った、っと」

　そう言って、細音の反応も見ずに脇わきを抜けてキッチンに向かう。

　──部屋の入口に寄りかかっていた澪は、なんだか楽しそうな笑みを浮かべていた。



　　　　　◆



　その夜。

「……ね、細音。……起きてる……？」

　ベッドに横になっている澪が、布団を敷しいて寝ねている細音に声をかける。

「ん？　どうしたの、澪？」

「……あのね？　さっきの、幽ゆう霊れいが細音を守ってるんじゃないかって話だけど……」

　澪は躊躇ためらうように……または細音の様子を見る様に、一度言葉を切る。だが、細音からの言葉は無い。

「……細音を守る幽霊……私、『あの子』しか浮かばない……よ」

「………………うん。キーヤの事、だよね？」

　言葉と共に、体を澪に向ける細音。

「あたしも……そう。……ううん。そうだといいなって、思ってる。……でもね？」

「………………」

「期待は……出来ない。期待して、違ちがうのが怖こわい……。『もうどこにも居ない』って、改めて突つき付けられるのは……」

「…………細音……」







　　　五章　水着と少女と見守るモノ。『境界越しの想い』





　翌日、昼休み。



「ふむ。やはりそういう結論になったか……」

　今日は昨日約束した通り、俺と澪みお、細音さざねに財ざい天てん寺じさん、白しら川かわさんも加えて、昨日と同じ中庭の芝しば生ふの上で、昼食をとりながら昨夜の報告をしている。

　ちなみに。今日も子こ猫ねこトリオを呼んであるが、今は他の生徒たちと遊んでいる。お蔭かげで丁度良い人ひと払ばらいになって、聞かれると少しマズイ話も普ふ通つうに出来ている。

「専門家から見ると、厳密にはどうなりますか？」

「うむ。大まかな所は同じなのだが……我々は守しゆ護ご霊れいの暴走かと思っている」

「守護霊？　の、暴走ですか……？」

　財天寺さんの言葉に、細音が神妙な面持ちで訊き返す。

　財天寺さん達が霊能力者という非常識な事実も、細音はアッサリと受け入れていた。ちなみに理由を聞くと『実家の事は知ってたし、非常識とかは今いま更さらだし？』と。

「ええ。人を守る立場の霊がその使命感のあまり暴れだし、周囲の者を傷つけているのでは、と。悪あく霊りようと違い無む軌き道どうに暴れる事こそありませんが……守護霊ですから迂闊に祓えないのが、少々厄やつ介かいな点です」

「……ん。なんとか、その守護霊さんと話し合うとか、できない？」

「少なくとも我々では、無理ですね。近くにいるはずなのに、私達ですら察知できませんから……。暴れるとき等に自分から姿を現さない限り、こちらからの干かん渉しようは難しいです。……いずれにしろ、人の身では無理かと」

「そっか……。話せるなら、あたしが自分で説得したかったんだけど……」

「残念ですが……。ですが、相手が姿を見せたのなら、可能性はあります。そういう意味でも今週末のプール、何か起こるといいですね。……あら？　何かが起こる事と何も起こらない事、どちらをお祈いのりしていれば良いのでしょう？」

　言われてみれば……。普通に楽しむだけなら、『何事も無く』なんだが。

「まぁ、何事も無ければ普通に楽しんで、何か起こったら事態が進展するよう努力します。ですから祈っていただくとしたら……『何か起こっても笑って帰ってこられる様に』でしょうか？」

「ん。そうだね」「だね～」

「ふふふっ♪　はい、わかりました」

「ハハハハッ！」

　雰囲気が和やわらいだところで、真面目まじめなお話は終わり。昼食＆談笑の時間となった。

「あら？　鈴すず宮みやさんのお弁当も、澪さんが作ったのですか？」

「……ん」

「です♪　ん～！　澪のお弁当久しぶりに食べたけど、腕うで上げたね！」

「……ん♪　ありがと、細音」

　お弁当のおかずについて、ワイワイと話し出す女性陣を見ながら。

「ふむ。よい奥おく様さまをお持ちで」

「……そのテのネタ、最近だんだん慣れてきましたよ……」

「それは少し残念だ。……しかし、ここは良い場所だな。風通しも日当たりも良い。これだけの生徒が集まるのも頷うなずける」

　そう言う財天寺さんは、足を伸ばして思い切りくつろいでいる。

　……だけど。この場所が居い心ごこ地ち好よいというのは同意。元から人気のある昼食スポットというのも本当だ。だが──昨日より人数、明らかに多いよな？

「……なぁ細音？　なんで今日、こんなに人が集まってるんだ……？」

「ふに？　──ああ。メンバー聞いてたから大体予想してたけど……こんなものだよね～。まずはやっぱり、あっち」

　細音が指さした方向には──



「にゃあ！　にゃ、うにゃあ♪」

　イブが、数人の生徒と遊んでいる。といっても、ただじゃれているだけではなく、差し出された腕から腕、そして肩などに次々と飛び移ったりもしている。──リスかお前は。



　一方、リッド。

　アグレッシブなイブとは反対に、こちらはパッシブ。大人しく丸くなっているリッドを、数人が撫でたり、和なごみきった表情で見つめていたりしている。

「み、……ぅみゃぁ……」

　別に嫌いやがってはいないみたいだが……緊きん張ちようと照れか？

　──どうでもいいが……態度のせいか、さっきの声が『……優しくして下さい……』に聞こえたのは俺だけか……？



　──ヴィスは……うおっ!?

　そこには、一種異様な光景が展開されていた。

　我が家の白猫は……まず間違いなく運動部であろう、屈くつ強きようそうな体格の男子生徒の頭に乗って、そこでお座りしている、だけ……なの、だが……。

　──なぜだ。『乗っている』じゃなくて『踏ふんでいる』という印象を受けるのは……？

　現に、ヴィスを頭に乗せているマッチョな生徒は、恍こう惚こつの表情を浮かべている。そしてそれを数人の男子生徒が……なぜか体育座りで取り囲み、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめている。

「に～♪」

　そして、鳴き声一つで恍惚と羨望の度合いが深くなった。

　──何が起こっているのかは……深く考えない方が良さそうだな。



「まぁ、こんな感じで。理由の一つは、やっぱりヴィスちゃん達。昨日は男が悟さとる兄にいだけだったから、男子は近づきにくかったみたいだけど……今日は財天寺さんも居るから遠えん慮りよないみたいだね～」

　なるほど。言われてみれば、昨日遠巻きにしていたメンツが、ほとんど輪の中に入っている。……その内の半数以上が、なぜかヴィスの周りにいるのだが。

「次の理由が参加者。澪、悟兄、財天寺さん、白川さん。全員に固定ファンが付いてるんだよね」

「……ん？」「へ？　俺も？」「俺もか？」「私ですか？」

　──澪と白川さんは納得できるが、俺と財天寺さんも？　……そういえばさっきから、たまにこちらをチラ見している女子が数人……。密ひそかにモテてたりするのか……？

「ああ、悟兄は付け合わせ」

　──ゴフッ！

「って言っても、捨てたものじゃないよ？　『親しみやすい先生』って評判で、ソロじゃ栄はえないけど、誰だれかと居ると引き立つ、って」

　──それってさ。ツッコミ芸人の存在定義と同じだよね……？

　評判自体は嬉うれしいけど……俺は存在自体がツッコミなのか？

「実際、あたしが撮った写真。悟兄が入った写真はよく売れるんだよね～♪」

　──ふむ。そうなのか……て待て！　写真!?

「あ、ちなみに悟兄。ソロだと売り上げは……残念です」

「そんな若干凹へこむ情報はいらない。それより金銭取引は校則に触ふれる気が──」

「ちなみに、昨日撮った澪の寝ね顔がおの写真があるんだけど……いる？」

「ありがたくいただきます。これからも頑張ってください」

「「…………悟殿どの……」」

　哀あわれなモノを見る目が、俺に向けられる。……だって。実物と写真は別物だョ……？

「澪については説明不要だよね？　男女問わず人気あるね～」

　だろうな。というか、細音の写真も人気の拡大に一役かっているのは間違いないだろう。……当の本人は『興味無い』とばかりにお弁当をモグモグしているが。

「それと財天寺さんは、たまに運動部のコーチ手伝ってるんですよね？　その影えい響きようで運動部の生徒から人気ですね～。……男女問わず」

「ほ、ほう？　そうなのか」

　隠そうとしている様だが、少し照れている様子の財天寺さん。──だが、ちょっと待って欲しい。『男女問わず』この一言、澪の時とは違う意味が含ふくまれなかったか……？

「なぁ細音？　まさか今のは……？」

「あ、気が付いた？　うん、多分合ってる」

　──当人は気が付いてないみたいだな……幸か不幸か。

「で。そこら辺も利用しているのが、白川さん。ですよね『お姉さま』？」

「貴女もソレを知っていますか……。情報統制、しっかりしなければいけませんね」

「む？　何の話だ？」

　──少し不ふ穏おんな響ひびきだが……『お姉さま』？

「えーっと。止められないっていう事は、言ってＯＫって事だと思うから言うけど。白川さん、『裏・漫画研究会・女子部』っていうのを設立したの。当然、非公式だけど。そこで白川さん、カリスマとして『お姉さま』って呼ばれてるの」

「……俺も初耳なのだが？　（そんな部いつ創つくった？）」

「（我々が来た時には、分身がすでに……）」

　さっきのセリフと『裏』で『女子部』。……もはや嫌な予感しかしない。

「そのお蔭で、悟兄と財天寺さんの人気がかなり上がってるんだよ。……悟兄、総受的な意味で」



「「　待　　て　」」



　イヤな予感の本命ド直球きました。

「ちょっ……！　まさかとは思ってた──って！　じゃぁさっきからこちらチラ見している女子は……！」

「十中八九、腐っておられます」

「ぐ、ぁ……！　お前は……!!　だからリアルキャラ妄想はヤメロと言ったはず……！」

「というか俺的に言わせていただけば、我々を題材にするのはやめてください!!」

「はい？　ちゃんとルックスと性格設定は現実に忠実ですよ？」

「「なおさらイヤだわ!!」」

「んー、あの会報の連れん載さい漫まん画が、良い出来だったからねー。今、どこまでいきました？」

「あ、新しん婚こん編に入りました♪」

「「ぐおおおおおおおおああああああぁぁぁ……！」」

　二次元愛好者の豊かな想像力が、おもいきり仇あだになった。……光景を思い浮かべてしまい、頭を抱かかえて地べたを転がる。

「あ、白川さん、ちょっと情報が。悟兄の友達の、黒くろ木きっていう警察官、知ってます？」

「はい？　まぁ、知ってはいますが」

「その悟兄と仲の良い黒木さん。ツンデレです♪」

「────ッ!?」

　──何を言ってるやかまし娘むすめ。そして事務員、なぜ鼻の根元を押さえて顔を背そむける？

　と、ツッコミたいが、あまりの精神ダメージでまだ動けない。

「燃料になりました？」

「はい、それはもう！　本日より作業に入り、必ずや尾おヒレどころかお頭付きの立派な活いけ造づくりに仕上げて見せます!!」

「わ♪　ちょっと楽しみです！」

「今度の夏コミで精鋭なる部員マイ・シスター達が、『愛の歴史』の総集編を配布する予定です。よろしければ、そちらも是ぜ非ひどうぞ！」

「あはは！　コミケ行った事ないけど、楽しそうですね～♪」

「……ね？　それ、私も見てみたい……。だめ？」

「あらあら澪さん！　ようこそ腐の世界こちら側へ♪」

　──マズイ。感かん染せん拡大が止まらない!?







　そんな、少しアレな事件はありながらも平へい穏おんに時は過ぎ。

　土曜、朝。



　──さてさて。何にするか、と。

　少し準備をしようと早く起きた俺は、階段を下りながら考える。澪も細音も、まだ起きている気配は無い。ならば、久々に俺が朝食を作ってもいいだろう。どうせ黒木が来るのは９時くらいだろうし──

　そんな事を考えながら階段を下りきると。

「おはよう悟君！」

「…………黒木。なぜお前が中に居る……？　つーかどうやって入った？」

「いや、どうやってと訊きかれれば、こう──」

　そう言って黒木は、何か細い物を両手に持ち、それを両方狭せまい穴に差し込み、左は固定して右手でカチャカチャ、ガチャンッ──、というジェスチャーを。

「──まぁ、それはいいとして──」

「よくねえよ。警察官が知人宅にピッキ○グするなよ」

　……とりあえず早々に叔お父じさんに電話して、この家の防犯体制を強化するべきだ。……鍵かぎ穴あな換えただけだとこの警官、今度は窓破りそうだし。

「とにかく。何時集合とか聞き忘れたからな。一応早めに来た」

　時計を確認。……現在の時刻、大体６時半。あきらかに早過ぎ。

「……ああそうか。お前、昔から遠足の日にやたらと早く目が覚めるタイプだったな」

「そ、そんな事はどうでもいい！　それで、何時ごろ出発だ？」

「んー、特に決めてないな。女子二名の支度が終わったらじゃないか？」

　男の支度なんて、たかが知れている。最悪、水着とタオル、財さい布ふさえ持って行けばどうにでもなる。だから黒木もスーツケース二個…………は？

「……おい。何だ、その重装備……？」

「む？　何か変か？　水着にタオル、スイムキャップ、浮き輪わにビート板──」

　──最初の２つ以外、全部ツッコミ所な気がするのは気のせいか？

「──各種カメラ、望遠レンズ、三さん脚きやく、ビデオカメラ、充じゆう電でん器き、ピンホールカメラ、高性能集音機、などなど。どこかおかしいか？」

「お前の頭が」



　コイツが変な物を持って行った場合、一緒にいる俺達まで危ない。荷物を点検してヤバイ物は全て置いて行かせる事にした。……結果、膝を抱えて男泣きしているが。

　そんな事をしていると、時刻は７時過ぎ。

「おはよ～悟兄！」

「……おはよ、悟。早いね？」

「おはよ、澪、細音。……早いというセリフはアレに言ってくれ」

　部屋の隅で膝を抱えている腐れ警察官を指さす。

「悟兄、どうしたのアレ……？」

「手荷物検査を実じつ施しして、ダメ出ししたら凹へこんだ」

　言って、今度はダメ出しした物品を指さす。

「……ああ。悟兄グッジョブ。あ、そだ。手荷物で思い出したけど、今日、水着買ってから行きたいんだ。──大だい丈じよう夫ぶ？」

　細音の口から出た『水着』という単語に、黒木がピクリと反応するのが見えた。

「大丈夫だけど……無かったのか？」

「あたしじゃなくて澪だけどね」

「……ん。一昨年おととしから、買ってなかった」

「み、澪たん……？　一昨年の水着、どうして着れないのかな……？　ドコがどのように着れないのかな？　お兄さんに数字込みで詳くわしくその理由を──ゴガッ!?」

　とりあえず、変質者を一名沈しずめておいた。三脚って良い武器になるよな。

「あー。他に無かったのか？」

「……ん。中学の指定水着はあるけど、ちょっとキツイ」

　………………。なんとなく、倒たおれている黒木と目を合わせる。──どうやら考えている事は同じの様だ。つまりは……『それはそれで、ぜひ見てみたい』。

「うん、何考えているかは簡単にわかるし、気持ちも理解できるんだけどね？　でも悟兄、澪のその恰かつ好こう、他の人間にも見せる気？」

「よし絶対買いに行くぞ。お金はお兄さんが出してあげよう」

「あ！　じゃ、あたしも新しいの買っちゃおう♪　ありがとね黒兄！」

「俺もか!?　下っ端ぱ警官の給料なんてタカが知れてるんだぞ!?」

「みたいだね。でも黒兄、株で儲もうけたでしょ？」

「どうして知ってる!?」

　ちなみに、俺も初耳。黒木が株やってる事自体。

「いや、どうしてと訊かれれば、こう──」

　そう言って細音は両手の指をワキワキと──いや、あれはカタカタとタイピング……？

「──まぁ、新聞部だからって事で」

「いつからハッカーの別名が新聞部になった!?」

　──とりあえず黒木が逃のがれられそうにない事は、ハッキリわかった。



　そんなわけで。水着を買ってから向かうため、出発時刻は駅前デパートの開店時間に合わせて９時半過ぎ。その間に、黒木には持ち込み不可物品を持って帰らせる。

　黒木が戻ってきてから出発。途中でヴィス達を細音の家に預け、デパートに向かった。



『ん～。やっぱり、あたしはコレかなー』

『……ん。細音、脚あしキレイだから、そういうの似合うね』

「「……………………」」

『ありがと澪♪　でも正直、スタイルに関して澪に勝てる気しないよ？』

『……ん、そう？　細音、モデル体型っていうのだと思うよ？　ちょっと羨うらやましい』

「「……………………」」

『澪はホント、女らしいっていうか……グラビアアイドル系？』

『そう？　ありがと、細音』

「……なぁ黒木？　お前、洋食と和食どっちが好きだ？」

　なんとなく、そんな気分になって訊いてみる。

「……どっちもイケる。どっちでも旨うまければ良し。美食は心の栄養だと思う」

「……同意。極ごく上じよう品ひんなら西洋・東洋の違いなんて、なぁ？」

　……………………。

「「楽しみだなぁ……」」

「ねぇ……？　なんで二人とも、そこに居るの？」

「「護衛です」」

　試着室から顔だけ出して訊いてきた細音に、揃そろって返す俺と黒木。



　現在地は水着売り場。細音と澪は水着を選び合った後、二人で試着室に入った。

　折せつ角かく選び合ったんだから、という事らしいのだが……このカーテン一枚先の光景、想像するととってもステキな百ゆ合りの園。

　それで男二人はと言うと。万が一、細音のアレが発動してしまったときに動ける様、試着室の外に控ひかえている。

　──決シテ、『あわよくば試着した姿を見たい』ナンテ、思ッテマセンヨ……？



「まぁいいけど。……後こう悔かいしないでね？」

　そう言って中に戻る細音。……戻り際、なぜかニヤリと笑った気がした。

「……どういう事だ？」

「……さぁ？」

　そして、再び聞こえ出す二人の声。

『じゃあ澪、次コレ着てみて～』

『……ん？　……あれ、革製？　それと……なんで女物なのに、ここにチャックあるの？』

「!?　お、おい……？　まさかそれってボンテ──」

「──うるさい。余計な事を考えるな。──死ぬぞ……？」

　そう言う俺も、思わず『そ、そんなのこの売り場のドコに!?』と、見回してしまう。

　──こういう事か……、アイツ、なんてエグい攻こう撃げきを……！

　ここで迂闊に前まえ屈かがみにでもなろうものなら、周囲から冷視線の一いつ斉せい射を食らう……！

『う～ん、やっぱりこっちの方がいいかな？』

『……細音？　なんで貝かい殻がら……？』

　──だから何な故ぜそんな物がここにある!?

「……か、貝殻というのは、やはり……」

「余計な想像するなと言ったはずだぞ……！」

『あはは、それは冗じよう談だんだよ♪　じゃあ、試しに次はコレ』

『……紐ひも？』

「「（　ひ　　も　　!?　）」」

『……しかもコレ、いろいろ複雑なのに……ほとんど隠かくれないよ？　……食い込むし』

「「（　く　い　こ　む　!?　）」」

『……でもそれをしっかり着けてしかも似合うのが凄いよね……。食い込んでるけど』

ゴフッ──!!（×２）

　着けてるの──!?

「（くっ──！　こ、このままではマズイぞ……!?）」

「（お、落ち着け黒木!!　確かお前も数学が得意だったな!?）」

「（そ、そこそこには！　それがなんだと──そうか素数か!!）」

「（その通り……！　とにかく気を紛まぎらわせて落ち着け……！）」

　ちなみに。『聞かない』という選せん択たく肢しは、無い。

　──２、３、５、７、11、13……

『ん～、それにしても育ったよねー。今、上どれくらい？』

　──17、19、23、29、31……！

『……ん？　この前、言わなかった……？（こそこそ……）』

　──37、41、43、47、53……

『あ、そうだったっけ？　それにしてもその数字──』

　──59、61、67、71、73……ん……？

「（──し、しまった！　罠わなだ黒木！　止まれ!!　狙ねらわれている──!!）」

「（……何？　……73、79、83、はちじゅう──）」

「（だから止めろと──）」

　気づくのは遅おそかった。



『──素数だね♪』



ごふッ────!?

　なぜか細音の一言は、『タァ────ン！』という、狙そ撃げき音おんにも聞こえた。

　──スナイパーが……！　エロコマンドーを撃うち殺すスナイパーが居おられるッ!!

「（くっ……！　身構えていてもこのダメージだと……!!　く、黒木──!?）」

「（……お、俺はもうダメだ……。……だが……最期にこの言葉を残す──っ!!）」

「（黒木────!!　ま、まだだ……！　まだ諦あきらめるな黒木ッ）」

「（み、澪たんはＤかＥらしい……。あの細さから考えると、おそらくＤ……。それで素数という事は……83のＤ……！）」



「──あ、黒兄。『アルファベットはハズレ』とだけ言っておくね？」

　狙そ撃げき手しゆがトドメを刺さしに来た。



「な──!?　あの細さでＥだと!?　──ゴフッ……！」

「黒木!?　誰か衛生兵メデイツク！　メディ──ック!!」

　そんなとき、カーテンの間から澪が頭を出す。

「……ね、悟？　細音に言われたんだけど──」

「み、澪！　黒木が……！　黒木が────!!」



「──『お椀わん型がた』って、何……？」



ちゅど～ん

「ぐはぁぁぁああっ!?」

Ｑ・『お椀型』ってなんですか？

Ａ・日本の『雅みやび』です。

　その衛生兵メデイツクは、爆ばく撃げき機きに乗ってやってきた──



　────とりあえず、戦略的撤てつ退たい。クールダウンを図りました。



「──それにしても、少し意外だったな」

　缶かんコーヒーを飲みながら、黒木が言う。

「？　澪のサイズの事か？」

「そ、その話はもういい！」

　ここは水着売り場から少し離はなれた、エレベーターホール。あの場から撤退してきた俺達は、自じ販はん機きで買った飲み物を飲みながら二人を待っている。

「で、何が意外だって？」

「──ああ。今回、それなりの危険があるわけだろ？　なのに澪ちゃんを巻き込んだのが、すこし意外だった」

「そりゃ澪が無関係なら、危険な事には関かかわらせたくないぞ？　……だけど今回は細音が事件の中心だろ？　澪にも無関係じゃない。なのに遠ざけようとするのは──何か違くないか？」

　それに。仮に遠ざけようとしても、澪は絶対納得しなかっただろう。

「だが貴様、澪ちゃんを危険には遭あわせたくないだろ？」

「澪が選んだ道なら、澪の人生だろ。俺はそれを手助けはするが、邪じや魔まをする気は無い。それに──」



　──ああ、そうか……。



　ずっと漠ばく然ぜんと感じていた、澪との暮らしに対する想おもい。多分、ずっと前から抱いだいていた願い。それが、やっと。

「──俺は、澪を守ろうなんて思ってない。当然その逆も。……ただ──」

　形を与あたえられる想いが。──俺の中にある何かが、喜んでいる気がした。



「──ただ、一緒に生きていきたい。それだけだ」



　言葉にしてみれば単純。ただそれだけの事。

　だけど、なぜか。この言葉を紡つむぐために、随ずい分ぶん長い時間がかかった気がした。

「まぁ、自分の身の程ほどを知ってるって事だな──って、おい、どうした？」

　なぜか唖あ然ぜんとしている黒木に声をかける。

「……貴様。自分が言った言葉の意味、わかっているのか……？」

「……………………は？」

「……もういい。──ん？　終わったみたいだぞ」

　言われて見ると、いつもの表情の澪と、上じよう機き嫌げんな細音がこちらに歩いてきていた。

「さてさて。お姫ひめ様さま方がたも来たところで、動きますか」





　ジリジリと照らす太陽、打ち寄せる波。これぞ大自然──ではないが。

　このテーマパークは砂すな浜はまこそニセモノだが、波のあるプールは南国の入いり江えがモデルになっている本格的なもの。片側の壁かべと天てん井じようの半分以上はガラス張りで自然光が入り、店もログハウス風で、良い雰囲気を醸かもし出している。

「だがまぁ、混こむよなぁ……」

「……だな。だが今日の天気を考えれば、まだ運が良かった方ではないか？」

　確かに。今日は快晴で気温も真夏並みに高い。この暑さで、この外の光が入る室内プール。もっと混んでいてもおかしくない。

「……本気でガードしなくてはな。事が起きたら大惨事になりかねん」

「寄ってくる虫も多そうだしな……」

　問題の二人は、現在着き替がえ中。俺達は入口で出待ち。

　──それにしても……。結局、どんなの買ったんだろう？

　渡わたした金と返ってきた金から考えると、金額はだいたい標準くらい。黒木が払はらった細音の方もそれくらいらしい。となると、あまり凝こったデザインの物ではないだろう。

　そんな事を考えていると。

「……ん。お待たせ」「お待たせ～！」

　待ち人の声に振り返る俺と黒木。

「「ああ、来た──か……？」」

　振り向いた俺と黒木が、同時に一時停止する。

「「……………………」」

　一度顔を見合わせ、そのまま一歩下がり、もう一度二人を見る。

　全身を見ると、尚なお更さらに思う。──『想像以上』。



　細音は、黒のビキニタイプ。下は少し露ろ出しゆつが多いタイプだが、細音が纏う雰囲気のせいか健康的な印象を与え、何より、スレンダーなスタイルを魅み力りよく的てきに見せている。



　そして澪の方は、細音とは逆に純白のワンピース。ただ、肩かた紐ひもが無いチューブトップ（で、いいのか？）タイプで、綺き麗れいな肩かたとそこから続く、小こ柄がらながら女性らしいスタイルを引き立てている。白い水着に負けない白い肌はだが、本当に眩まぶしい。



　──ちょっと、気合入れるか。

　自分でも『何に？』とツッコミを入れてしまうが、そんな事を本気で思う。横を見ると、何となくだが、黒木も似たような感想を持っていそうだ。

「……ん。悟、どうしたの？」

　澪が、首を傾かしげて訊いてくる。その横で細音はニヤニヤと。

「悟兄？　何か澪に言う事あるでしょ♪」

「くっ……！　あー、澪？　それ、本気で似合ってると思う……ぞ？」

「…………ありがと」

　横を向きながらポツリと応こたえた澪の頬ほおが、少し赤くなってる気がした。

「だよねぇ♪　あたしも少し頑張ってみたけど、ちょっとこれには勝てないかなー」

　楽しそうに言ってるが、おそらく本心。──だけど細音よ？　系統が違うだけで、細音は細音で十分以上に──

「……お前も似合ってると思うぞ。……並以上には」

「──え？　あ、あはははっ！　お世辞でもそこそこ嬉しいよ、黒兄♪」

「…………ふん」

　──なんか、すごく珍めずらしい光景を見た気がする……？

「じ、じゃ、行くか！」

「……おう」「ん」「お、お～！」

　……全員が、ちょっと微妙なテンションだった。





　だけど、おかしかったのは最初だけで。















「ほら黒兄！　もっかい行くよ！」

「ちょ！　だから俺はこの手のものは好きではないと──!!」

　細音が黒木の手を引っ張って、波のあるプールに飛び込む形に作られている、ウォータースライダーに突とつ撃げきしていく。……何回目だ？

「あいつら元気だな……」

「……ん。元気なのは……細音だけだと思う、よ？」

「…………だな」

　で、俺と澪はと言うと。砂浜を模した空間に設置されているビーチチェアで、かき氷を食べながら休きゆう憩けい中。ちなみに、澪がレモン味で俺はメロン。

「……ね、悟。……ちょっと、そっちも欲しい」

「ん？　いいぞ。ほいよ」

　言って、スプーンで掬すくって差し出す。髪かみを押さえながら顔を近づけ、パクリと食べる澪。

「……ん♪　ありがと、悟。……お返し」

「サンキュ、澪」

　差し出されたスプーンを、澪と同様にパクリとくわえる。うん。レモン味も美う味まい。



「そんなに行きたいならヤツを誘さそえばいいだろうが！」

「……黒兄、アレに割り込む度胸、ある……？」

「…………スマン、無理だ。……ここ数ヶ月で新婚度数上がってないか……？」

「あ、やっぱり……？　そんなわけで黒兄、レッツゴー♪」

「だぁぁあ！　だから引っ張るなと！　おまけに腕になにか当たっている！」

「『当ててるの』♪　どう？　嬉しい？」

「……いや、そこまで嬉しい感かん触しよくは。……肋ろつ骨こつ？」

「あはははは♪　面おも白しろい事言うね～。……逝いってこい」

「おまッ！　背面はヤバ……うおおああああぁぁぁぁ……」

　細音に蹴けり飛ばされ、仰あお向むけで頭から滑すべっていく黒木。そして着水。

「ゴホッ！　ゲホッ！　くっ……、あの女、覚えて……ろ？」

　何事かを呟つぶやきながら顔を上げた黒木の前には。

「あははははははははは～♪」

　黒木を追って滑り下り、出口で華か麗れいに跳ちよう躍やくした細音の、狙い澄すました蹴りが迫せまっていた。

ゴスッ！

「ぐはぁ!?」

「あははははっ！」



　──よくやるなー、あいつら。

「……ん。でも、細音が元気になって、よかった」

「まあ、な。澪も楽しんでるか？」

「……ん、もちろん♪　悟は？」

　答えるまでも無い。そういう意味を込めて肩をすくめる。



「はいはい！　次、次～♪」

「だぁぁぁああ！　もう付き合ってられるかぁぁぁああ!!」



　そう言ってプールから上がろうとする黒木だが……なぜか、ウォータースライダーへの上り口に近い方向に向かっている。

　──あいつも、意外に面めん倒どう見み良いんだよな……。

「ね、悟？　……来て、よかったね？」

「…………まぁ、な」

　事態の進展を期待していたが……今日はもう、何も起こらない事を願った。……だが。

「……あれ？　細音は？」

「…………え？」

　黒木を追うと思っていた細音が、一向に黒木に追いついてこない。気が付いた黒木も慌あわててあたりを見回す。

　この大プールは、奥おくが壁かべ、両サイドは岩場とその上に建つ店で塞ふさがれ、波打ち際からしか入れない。だから……。

　さっきの着水場所から、さらに奥。深い方に目を向ける。──いた。なぜか細音は、プールの奥、このフロアの壁際の波の発生地点の方へ向かって泳いでいた。その先には。

「!?　黒木！　奥だ急げ!!」

　黒木も気が付く。細音が向かう先には……溺おぼれかけている様子の小さな女の子。

　細音の運動能力は高い。だから小さな女の子くらいなら、助けることは出来るだろう。──助け方を知っていれば。

「……まずい、正面から行ってる！　……俺おれも行く！　澪はここに居ろ！」

「悟!?」

　澪に言い、駆かけ出す。まともに泳いで行ったら遅い。だから目指すのは、女の子が溺れている場所の近くに建っている、ログハウス風の店。



　溺れている人間を助ける場合、セオリーは幾いくつかあるが……その中の基本中の基本。溺れている人間に、決して正面から近づかない。下手に近づくと……。



「大丈夫!?　助けにき──って、ちょ、ちょっと待って！　大丈夫だか──つっ!?」

「────!!　────!?　ッッ!!」

　必死に、細音にしがみ付く女の子。──細音の片かた腕うでを押おさえ込む形で。



　──マズイ。典型的な二次災害のパターン……！

　正面から近づくと、溺れている相手にしがみ付かれる危険が高い。たとえ子供でも必死になった時の力は馬ば鹿かにできず、下手すると大人の男でも沈められる。

　……こうなってしまうと、二人が溺れているも同然。黒木でも一人じゃ荷が重い。

　ログハウスに駆け込む。店員に人が溺れている事を伝えた後、『スタッフ・オンリー』と書かれた扉とびらを開け、中の窓を目指す。そこからはほぼ真下に細音達が見えた。黒木も到とう着ちやくしていたが、なかなか近づけない様だ。

　しかも上から見てわかったが……細音の周りの水面が、不自然に波打っている。なぜか今回はイヤな気配はしないが、アレが動き出そうとしている様だ。──一刻の猶ゆう予よも無い。

　俺は水着の上から着ていたパーカーを脱ぬぎ捨て、足を下にして眼下に飛び込んだ。



「黒木！　お前は細音を頼たのむ！」

「！　わかった！」

　俺達は慎しん重ちように、それぞれの相手の背後に回り込む。そして腋わきから手を入れ、腕を広げる様にしながら上半身を押さえ、二人を引き離す。

「──あ、ありがと、黒兄、悟兄……」

「──と、とにかく早く戻もどるぞ……！」

　細音は、そこまで深刻なパニックになっていなかった。だからあの二人は大丈夫だろう。それに細音が無事だったからか、例の現象も治まっている。

　この子の方も命に別状は無さそうだが、疲つかれ果てたのか暴れる力が弱まっている。

　……『もう大丈夫』。そう思ったときに限って、トラブルは押し寄よせる。

「悟、気を付けて……！」

　澪の声。慌てて後ろを向くと、大きな波が発生していた。

　──だけど、これくらいなら凌しのげる──

　女の子の様子を確認しようと顔を戻す。その時。

ゴツッ

「────ッ!?」

　女の子の頭が、ヤバイ角度で俺の顎あご先を打った。衝しよう撃げきで脳が揺ゆれる。

　──しまっ──、意識が──、力……抜け、て……

　さらに、手が離されて慌てた女の子が再び暴れ出し、俺にしがみ付いてくる。

　──こ……流石さすがに……やば──

「お、おい悟!!」「悟……！」「悟兄……!!」

　悲鳴に近い声が聞こえるが、その言葉もだんだん遠くなる。

　そして、俺の身体が完全に沈みかけたとき、その声が聞こえた。



「誰か助けてよ！　悟兄を助けてよ──!!」



　直後。なぜか微かすかに犬の鳴き声が聞こえた気がして──

「つ──ッ!?　……え？」

　……体が、水の下に落ちた。『沈む』ではなく『落ちた』。

　──な、何が……!?

　見回すと、そこはプールの底。なのにまるで水族館の水中トンネルの様に、水が来ない空間が出来ていた。

　──これ、まさか細音の……!?

　はっきりとは分からない。だけどこれで助かる──！

「……え？　なにココ……？」

　女の子も正気に戻ったらしく、周りをキョロキョロ見回している。

「君、もう大丈夫だね？」

「……え？　あ。ご、ごめんなさ……」

「謝るのは後で。戻るから、少し我が慢まんしてな？」

「え……きゃ!?」

　女の子を抱え、その不思議な空間を抜ぬける。その外はさっきまでと変わらないプール。だけどそこまで深くないため、水上に顔を出すのは簡単だった。



　──あの不思議な場所を抜けるとき、また、聞き覚えのある犬の声が聞こえた気がした。





　──さて……どうやって切り出すか……？



　病院の出口に向かいながら考える。

　先ほどの一件の後、溺れかけた俺、細音、それとあの女の子は、念のために病院へ運ばれた。本当はこの後警察の事情聴ちよう取しゆも受けなければならなかったのだが、黒木が手を回してくれて、後日でよくなった。

　簡単な検査を受けて解放となり、今は外で待っている、澪達たちの所に向かっている。

　それで俺が悩なやんでいるのは、俺を助けてくれたモノの正体について。

　──多分、間ま違ちがいない。だけどどうやって証明する？

　連想するとそれしか考えられない上、それなら俺が攻撃されなかった理由も説明が付く。だが……事が事だけに、簡単には話せない。合っているかどうか、確認する術も無い。

　──かと言って、言わないわけにもいかないしな……むぅ。



　考えているうちにエントランスに着く。そして出口を見ると、自動ドアの先に澪と黒木、そして細音の姿もあった。俺を見つけて控えめに手を振ふる澪に頷き、外に出る。

「……ん。悟、大丈夫だった……？」

「ん？　ああ、大丈夫。あの女の子にも会った。念のために一晩だけ入院するらしいが、多分大丈夫だって言ってた」

「ああ、コイツから聞いた。お疲れさん。で、だ。……ホレ」

　言いながら、横に居た細音を俺の前に押おし出す黒木。

「わ！　っと……えと……、ごめんなさい……！」

　言って、勢いよく頭を下げる細音。

「あの子を助けようとしたのは、悪い事じゃないだろ？　まぁ、失敗して巻き込まれたのはどうかと思うが。警けい戒かいして、他の人間にも声をかけるべきだったな？」

「……うん。さっき、黒兄にも言われた。……ヤバそうだったら助けを求めろって」

　──ほう……？

　その黒木のセリフに別の意味が含まれている気がして、当人を見てみる。……目を逸そらした所を見ると、どうやらアタリの様だ。……誰に助けを求めろって事だろうね？

「お前は勝手に、あの子を助けようとした。で。俺達も勝手に、お前達を助けようとした。……別に、誰に謝られる事でもないだろ。……どうせなら、もう片方の言葉のがいい」

　細音は最初、『え？』といった顔をしたが、意味に気が付き、笑顔と共に言い直す。

「……ありがと、悟兄。黒兄も♪」

「はい、どういたしまして」「…………ふん」

『よくできました』。そういう意味を込めて返す俺と、相変わらず目を逸らしている黒木。

「それで──、なんで外で待ってたんだ？」

　病院の中で座って待っていれば良かったのに、澪は最初から『外に居る』と言っていた。

「……ん。ちょっと、いい場所探してた。……こっち、きて？」

　そう言って歩き出す澪。……どうやら、建物の裏手に向かっているみたいだ。

　黒木と細音に訊いてみる。

「何をするつもりなんだ？」

「……いや、俺も知らん。ただ『人が来ない場所を探してほしい』と言われはしたが」

「あたしもさっき来たばかりだから……」

　先導する澪は、何かを考えている様な表情でただ黙もく々もくと歩き──。

「……ん。ここ。……ね、悟？」

　足を止めた場所は、この病院の廃はい材ざい置き場のようだ。立木で外からも見えにくく、物置小屋（？）のお蔭で１Ｆからは死角。上の階から真下を見ない限りは見つからないだろう。

「ん？」

　返事をしながら澪に向き直る。……その顔には──決意を秘ひめた様な、強い眼差しが。

「……あの時。……悟にも『見えた』……？」

　俺の方に向けられた眼差し。だがそれは俺ではなく、俺の後ろにいる細音……いや。

　……澪が見つめているのは──細音の傍そばにいるモノ。

「……いや、見えはしなかった。だけど──聞こえた。……だからわかった」

　そう言って、俺も振り向く。

「……え？　な、何？　どうしたの……？」

　黒木も何か察したのか、細音から少し距きよ離りを取る。

「俺が溺れかけたとき、な？　……聞こえたんだよ、犬の鳴き声が」

「…………え……？」

「……ん。それと私には……ちゃんと見えた。ね、細音……？」

　声をかけられた細音の顔に浮うかぶのは……期待、不安、悲しみ、喜び、恐きよう怖ふ。全すべてが合わさり、泣きそうな顔。震ふるえる細音の口から、声は出ない。

「……呼んであげて？　きっと今なら、応えてくれるから。……大丈夫。あの子、だよ？」

　震えている細音に、澪は手を差し伸のべる。細音は、恐おそる恐るその手を取り、震える声で、空に語りかける──



「本当に……本当に、そうなの……？　……『キーヤ』……！」



　直後、風が渦うずを巻く。強く、だけど不思議と荒あらいとは感じさせない、不思議な風。目を凝らせば、淡あわく輝かがやいている様にも見える。

　そして、風の渦の中心。まるでそこに風が集まるように、風が形を持ったように現れたのは……一匹ぴきの、半はん透とう明めいな身体の大型犬。

「……キーヤ……？　本当に……キーヤ……！」



　キーヤは、細音の家で飼っていた犬。

　細音が赤ん坊ぼうの頃ころに、鈴宮家に来たという。だから細音は物心ついた頃からキーヤと共に育ち、ペットと飼い主というより姉し弟てい、または兄妹きようだいの様な関係だった。幼い頃は、キーヤが細音に懐なついているのか、細音がキーヤに懐いているのか言葉に迷った。

　そんなキーヤがこの世を去ったのは、今年の２月。……病のキーヤは、細音の腕の中で息を引き取ったそうだ。

　その後２日、細音は自室に引きこもり──３日目、馬鹿みたいに明るく出てきた。

　──今思えば……。笑ってないと、やっていられなかったんだろうな……。

　そんな、大切な家族。失った半身との再会。



　細音は、堪こらえきれず流れ出した涙なみだはそのままに、ふらふらとキーヤに近づき、手を伸ばす。

「キーヤ……あ……ッ！」

　だが、その手はキーヤの身体をすり抜ける。細音は崩くずれ落ち、膝ひざと手を地面につける。

『……わぅ』

　顔を歪ゆがめ、涙を流す細音に。キーヤは困った様な、悲しいような……まるで『仕方ないなぁ……』と言う様に、声を漏もらし、触れ合えないその身を寄せる。

「……あは……ははは……、キーヤだ……本当に、キーヤ……ッ」

　──キーヤが死んでも忘れられなかった細音と……この子は──

　言葉にするのは無ぶ粋すい。……でも。分かっていても、言葉は勝手に零こぼれ出た。

「……キーヤ。ずっと、細音を守り続けていたんだな……？」

　キーヤは俺の言葉が聞こえたのか、こちらを見て、頷いたように見えた。

　……涙は堪えきれなかった。澪も、その微笑ほほえみが浮かぶ顔に涙の筋を作り。黒木は……泣いてこそいないが、奥おく歯ばを噛かみしめ耐たえていても、目の潤うるみは隠しきれていない。



「…………え……？」

　突とつ然ぜん、細音が驚おどろいたように顔を上げ、キーヤを見る。するとキーヤは細音から離れ。

『わぅ！』

　鳴き声と共に再び風が吹ふき始め……今度は先ほどとは逆に、キーヤの姿が薄うすれていく。

　俺達が息をのむ中──細音だけは、涙を流しながら笑みを浮かべていた……。



　キーヤの姿が完全に消え、風も治まったのを確かめてから、細音に訊いてみる。

「なぁ、細音……？　キーヤ、は？」

　問いに、細音は手で涙を拭ぬぐいながら答える。

「……うん。あの子、最後に言ったの。『ずっと見てるから』って……」

「……ん。……よかったね、細音」

「うん……！　ありがと、澪」

　祝福する澪に、抱きついてお礼を言う細音。

「……ま、よかったな。やれやれ、これでひと段落か？」

『面めん倒どうくさかった』。そう言っている様な声で言う、目が赤いままの黒木。

「……うん♪　本当にありがと、黒兄！　悟兄も！」

　……そう言って細音は、綺麗な笑顔を向ける。

「──ッ！　…………ふ、ふんっ……！」

　顔を背けて病院の正門に向かう黒木。……その耳が若干紅あかいように見える。

「あ──、黒兄、照れてるの～？　ねえってば～♪」

　そしてそれを、早くも調子を取り戻したらしい細音が追う。



「……ん♪　ほんと、良かったね？」

「ああ、本当に。……なぁ？　ところで澪、さっき──」

「……ん？　なに？」

「────いや、……何でもない」

　キーヤが現れるとき。風の中の輝く何か。それが、澪から流れてきたように見えた。

　──キーヤが出てくると断言した事といい……、澪。お前、何をした──？







　　　六章　真相・対峙・想いの果てに。『抱き続けた願いの先に』





「なるほど……そうなりましたか」



　月曜日。また昼休みに白しら川かわさん、財ざい天てん寺じさんを呼んで、事件の顛てん末まつについて話した。

　ただ、今日は中庭ではなく、本来は生徒立ち入り禁止の屋上。



「はい♪　本当にお世話になりました」

　膝の上で丸くなっているヴィスを撫なでながら、お礼を言う細音さざね。

「うむ。良かったではないか。最初から悪意のある霊れいだとは思っていなかったが……、まさか愛犬だったとはな。なかなかの美談ではないか」

　感動、というよりは感心といった感じの、感かん慨がい深ぶかげな表情で話す財天寺さん。

「最初から……？　黒くろ木きから聞いた時点で既すでに、ですか？」

　俺の頭の上にいるイブが落ちないように押さえながら、気になった事を訊いてみた。

　あの時はまだ何の手がかりもなく、ただ状じよう況きようを聞いただけだったはずだ。

「まぁ、な。被ひ害がい者しやの負傷、多くが縄なわなり枝なりタライなりによる、間接的な攻撃によるものだっただろう？」

　──確かに。学園の一件も、窓ガラスでの被ひ害がいだった。頷うなずくと、白川さんも話し出す。

「考えてもみてください。本当に人をどうにかするつもりなら、とり憑つくなり直接攻撃するなり、もっと簡単に、もっと大きな損傷を与える手段はいくらでもあります。それをしないという事は……理由があるか、または本当に傷つけるつもりは無かったか、です」

「強い霊の場合、少し悪い感情をもっただけで物を動かしてしまったりするらしい。直接的な攻撃が無いなら、むしろ害意が無い証明だろう」

　──なるほど。頭の上で『う、うにゃ……？』と、話についていけなかったらしいイブが声をあげる。

「……ん。キーヤ、優しい子だった。だから、わざとケガさせようなんて……まず思わないと思う、よ？」

　持ち上げたリッドを胸に抱きながら、澪みお。

　確かに。飼い主に似てイタズラ好きではあったが、傷を負わせるような事はまずしなかった。予期せずケガをさせてしまったときは、謝る様にすり寄ってきたのを覚えている。

　──案外、俺おれ達たちが何もしなくても、自然に鎮ちん静せい化かしたんじゃ……？

「これから先は、どうすればいいのでしょうか？」

「そうですね……。聞いた限りではそのキーヤ君も落ち着いてるみたいですね。今すぐ安心とは言えませんが……あと少し様子を見て大丈夫でしたら、心配は無いと思います」

「うん♪　あたしも一いつ緒しよに居てくれるのがキーヤなら、怖こわがる理由は無いかな～」

　うん。これで一件落着、かな？

「おっと。そろそろ昼休み終わるな。ヴィス達を下まで送らなきゃな」

「……ん。お願い、悟さとる」

「ふむ。ならば今日はこれくらいで解散とするか？」

「そうですね。……では、鈴すず宮みやさん？　何かありましたら、引き続きいつでも話しにきてくださいね？」

「はい！　ありがとうございます。その際はお礼に、何か良いネタもってきますね♪」

「是非に……!!」

　……なんだか、とってもイヤな同盟が結ばれていた。

「……財天寺さん……放っておいていいんですか……？」

「止められるなら……頼む」

　…………無理っぽい。

「と、とにかく、俺は行きますね。ヴィス、イブ、リッド。行くぞ？」

「「「ぅにゃん♪」」」

　呼んで、いつもの移動用の籠かごを出すと、揃って一鳴き。イブは頭の上から飛び降り、ヴィスとリッドは他の面々にお辞じ儀ぎのように頭を下げてから、駆け寄ってきて籠に潜もぐり込む。

　そして、隠すための布から『ピョコッ』と頭だけを出して俺を見上げ。

「「「うみゃ？」」」

『行こう？』とばかりに一鳴き。

　……本当にこいつら、人の言葉をどこまで理解してるんだろうね──？

「では、俺はもう行きますね」

「あ。悟兄。あたしも行くよ～！」

　駆け寄ってくる細音と、

「──あ。澪さん？　ちょっと良いですか？」

「……ん？」

　立ち上がろうとしていた澪を呼び止める白川さん。

「じゃ、澪、また後で」「じゃね～♪」

　そう言って屋上を後にする俺達。

「それにしても……この子たちが来るの、すっかり習慣になったよねー」

　辺りに人が居ないのを確認したうえで、細音が籠の中のチビ達を撫でて言う。

「まぁ、コイツらも心配だったんだと思うぞ？　今は普通に楽しんでるっぽいが」

「そっか……、ありがとね？」

「にあ♪」

　ヴィスが布から顔を出し、返事をする。

「じゃあ、あたし教室に戻るね！」

　そう言って走り去っていく細音。

　俺も急がなければ、授業に遅ち刻こくする。とにかく階段を下りて職員玄げん関かんへ。

　靴くつを履はき替かえて外へ。辺りを見回して人が居ない事を確認して籠を降ろす。

「出ていいぞー」

「「「にあ♪」」」

「じゃ、また後でな」

「に～」「ぅみゃぁ！」

　返事の様な一鳴きと共に、門の方に向かおうとする──ヴィスとリッド。だが。

「あれ？　どうしたイブ？」

「にゃぁ！　にゃ、ぅにゃぁ！」

　籠から出たイブはヴィス達と帰ろうとせず、まるで何かを訴うつたえかけるように俺に向かって何かを言う。……その反応は、例の宿題プリントの時と似ている気がした。

「……もしかして、イブも学校で勉強したい……とか？」

「うにゃん♪」

　さて……どうするか。下手に却きやつ下かすると……この子は教室に忍しのび込みかねない。

　──ふむ。５限はうちのクラスで授業。６限は空きで、ホームルームで終わりか。

「……ふむ。一匹だけなら、何とかなるかな……？」

「にゃ!?　にぁ♪」

「に!?　……にぃ……」「ぅみゃぁぁ……」

　喜ぶイブと、『ずるい』と批判している様なヴィスとリッド。

「あー、悪い。さすがに三匹は……。また今度、な？」

「にぃ……」「みぃ……」

　不承不承の様だが、分かってくれたみたいだ。



　俺はヴィスとリッドに再び籠に入ってもらうと、事務室に向か──おうとして気が付く。

「……あれ？　誰だあの人？」

　門を少し入った所から学園内を窺うかがっている男。体格は良いが……やけにオドオドした雰ふん囲い気きに見える。歳としは俺と同じくらいだろうか。男は辺りをキョロキョロと見回すと、

「────!?」

　俺に気が付き、足を引き摺ずりながら外に去っていった。……何だったのだろうか？

　──一応、後で警備部に連れん絡らく入れておこうかな。

　とにかく。今は目先の問題を、っと。



　俺は籠に白川さんへ『世話をお願いします』とのメモを入れ、事務の人に籠を渡す。

　準備室で次の授業の支度を整え、荷物を持って授業に向かう。教室前で『現状』を確認。

　──うちのクラスはイブの事を知ってるし……多分大丈夫だろう。

　覚かく悟ごを決めて、いつも通りに教室に入る。

「はい、席に戻れ～！」

　言うと同時、慌てて自分の席に戻る生徒と、号令をかけようとする日直の生徒。

「気を付けー。れ────い……？」

　号令が若干変だった気もするが……気にせず授業を始める。

「さて。じゃあこの前の小テストを先に返へん却きやくするぞー。平均点は51点。悪くはないが、期末の演習という点では、もっと取ってほしかった所。正解率が悪かった問題は──」

「「「「「……………………」」」」」

　……クラスの皆みな様さま、呆ぼう然ぜんとしておられる。

「は──い。悟兄、しつも～ん」

「授業中は『水みな上かみ先生』な？　はい、鈴宮。どうした？」

「あ、な、なら私も……」「俺も」「わたしも～」

　……続々と手が上がる。そして──指してもいないのに全員の声が合わさり。

「「「「「　ツ　ッ　コ　ミ　待　ち　？　」」」」」

　──ですよねー。

「うにゃ？」

　頭の上のイブを見て、一斉に言う生徒。



　とりあえずイブには、教きよう卓たくの上で大人しくしているように言い、授業を再開。

「まず、一番正解率の低かったこの問題だが──」

カッカッカッカ

「にゃ、にゃ、にゃ、にゃ」

　……なんだか、チョークの音とイブの鳴き声が連動している気がする。気になったので、少し後ろを見る。

「うにゃ？」「「「「「………………」」」」」

　チョークにあわせて首を動かしていたらしい、イブ。その光景に見み惚とれている生徒達。

「……はい、集中」

「うにゃっ!?」「「「「「!!」」」」」

　驚くイブと、慌ててシャーペンを持ち直す生徒。

「少し戻すぞ？　この問題はだな──」

「ぅにゃ──」「「「「「………………」」」」」

　どうやら、小テストの問題用紙を見ているらしい、イブ。

「この前やった、この公式を当てはめ──」

「にゃぁ……！　ぅにゃぁ──」「「「「「………………」」」」」

　なんだか、解こうと必死になっているらしい、イブ。

「こう展開する事で、地道に計算するより遥はるかに早く答えが──」

「にぁ……、──うにゃっ」「「「「「────!?」」」」」

　脱だつ落らくしたらしく、コテッと倒れる、イブ。

「それで、次の問題の──」

「……すぅ……、……すぅ──……ぅに」

　どうやらそのまま眠ねむりに落ちたらしい、イ──

「「「「「だあああぁぁぁぁぁ!!　カワイーなコンチクショウ!!」」」」」

「にゃ!?」

　──やっぱり集中できませんよね。



　それから先はほとんど『ふれあい広場』と化し、まともな授業にならず。

　授業後は早々に職員室に戻り、残り少ないテスト前の授業をどう使うか、計画を練り直す。この時期に無む駄だに一時間使ってしまったのは、結構イタイ。

　──気分転てん換かんにコーヒーでも買ってくるか……。

　そう思い、一階の自販機に向かう。──その途と中ちゆう。

　──あれ？　……また、さっきの人？

　昼休みに見かけた、足を引き摺っている男。今度は堂々と学園内に入っており、男が見つめる先は校庭。ちょうどウチのクラスが体育の授業を受けているところ。

　──うん。やっぱり連絡しておいた方が良いな。

　目的はわからないが、何かあってからでは遅い。そう思い事務室へ足を向けると。

「にゃあ！」

　背後から聞き慣れた鳴き声。

「……こらイブ。外で遊んでろって言っただろ？」

「にぃ……。にゃぁ、ぅにゃあ！」

　……どこか様子がおかしい。辺りをキョロキョロ見回しながら、何かを訴えかけている様なイブ。まるで、探し物を手伝ってほしいと言わんばかりに。

　……コイツが、ここで探すもの……？

「……もしかして、ヴィス達を探してるのか？」

「うにゃぁ！」

「ヴィス達なら、白川さんが事務室で……居なかったのか？」

「ぅにぁ……」

　──とにかく事務室に行こう。人に訊けば白川さんがどこ行ったか分かるだろうし。



「あ、水上先生。白川さんからメモ預かってますよ」

　尋たずねるまでも無かった。事務室に入るとすぐ、女性の事務員さんが声をかけてくれる。

　渡されたメモを読むと。

『用事があって、澪さんと外出しております。お預かりした子達は澪さんにお返ししたので、一緒に帰ると思います。ＰＳ．澪さんの早退許可は、理事長から頂きました』

　さらに追加で見慣れた筆ひつ跡せき。

『ちょっと用事ができたから、帰るの遅おくれるかも。細音にも伝えて、ね？　　澪　』

　屋上で呼び止められてた件だろうか。理事長のガブリエラさんと白川さんは知り合いだったらしいし、特に不自然でもない────はずなのだが。

「なんでだろうな……？　凄すごく落ち着かない……」

「ぅにゃぁ……」

　──あの二人は、どこに行ったのだろう？



　　　　　◆



　その頃。

　ここは、聖ひじりヶが丘おか学がく園えん理事長室──の、扉を入った場所。

　本来そこにあるのは、水上 悟も目にした、品の良い調度が並ぶ『一いつ般ぱん的てきな』理事長室。

　が、今のここは違った。というより、理事長『室』ですらない。

　広がるのは見み渡わたす限り一面の青空。眼下に広がるのは、陽光の下に白く輝く雲海。

　文字通りの『天上の世界』。その空間に、浮かぶ様に木製の扉が存在し……そして、床ゆかはおろか足場すら皆かい無むの場に、人ひと影かげが四つと、小さな影が二つ。

　理事長・ガブリエラ。白川有あり紗さ。財天寺努つとむ。そして、水上 澪とヴィス、リッド。

　三柱の天使と、天使の転生体たる少女と、二匹の『使い』とも言える獣けもの。

　少女が入口の扉を指さし、口を開く。

「……どこでもドア？」

「「「違います」」」

　……厳おごそかな空気が一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

「まぁ、ある意味で似た様な物ではあるのですけどね。条件付きの『門』です。私がこちらに居るとき、『我々の事』を知っている者が開く事でここに導く事が出来ます。……転移場所は固定ですので、アレとは違いますね」

「……ガブリエルさんも、アニメ見るの……？」

「基き礎そ知識として、多少は。ジブリ作品、赤あか塚つか作品、藤ふじ子こ作品、近年のガンダム系、ジャンプ系、らき○た、けいお○、薄桜○、くらいでしょうか？」

「「………………！」」

　オタ知識方面にも抜かりがない熾し天てん使し様。……しかもオタと腐の双そう方ほう向こう。

　絶句する天使達と、呆あきれた視線を向ける澪とヴィス。

「それはともかくとして……澪？　お呼びしたのは他でもありません。──天使の力を、使いましたね？」

「…………ん」

　厳しい眼まな差ざしで問うガブリエルに、澪は真まっ直すぐな瞳ひとみで頷き、答える。

「転生前にも言いましたが──」

　その答えを受けたガブリエルは表情を和やわらげ、今度は心配そうな表情で続ける。

「貴女あなたは人の身でありながら、宿る魂たましいは天使の物。言わば『人の身を持つ天使』。そのため限定的ではありますが、確かに我々と同質の力を用いる事ができます。……ですが多用した場合、貴女の本質が人間より天使に近づいてしまいます。──貴女は、再び天使に戻るおつもりですか……？」

　人として生きるために、時を遡さかのぼり生まれ変わった澪。よって、天使に戻ることが本意であるはずがない。……しかし。

「……私は人間。……でも、ね？　それに拘こだわるつもりも無い、よ？」

「「「──え？」」」

　澪の強い想いを知っている天使達。それ故ゆえに、驚く。しかし澪の足元の二匹は、まるで当然の事の様に、何を言うかを分かっている様に、信しん頼らいの瞳を少女に向けている。

「……人でも、天使でも。私が『私』でいられれば……どんなになっても、悟は受け入れてくれる、よ？　だから……私が拘るのは、人である事より、『私』である事。……私は、私らしく生きるよ」

　少し驚いた様な表情をする熾天使。だがすぐに、その顔は優しげなものに変わり。

「……なるほど。人である事に拘って、貴女らしくなくなっては意味が無い。そういう事でしたか。──貴方あなた達たちもですか？」

「に～♪」「ぅみゃぁ！」

　問われ、『当然』と言わんばかりの鳴き声を返す、ヴィスとリッド。

「やれやれ……困った方々ですね……」

　と、言いながらも。ガブリエルの……いや、天使達の顔に浮かぶのは、楽しそうな笑顔だった。

















　　　　　◆



　６限終しゆう了りようのチャイムに、俺は慌てて事務員さんに不ふ審しん者しやの事を告げてから、少しの間だけイブを預かってほしいと頼んで教室に向かい、ホームルームを済ませた。帰り際の細音をつかまえて澪の事を話すと、寄り道して帰ると言っていた。

　──帰るといえば……細音を預かって、明日で１週間か。

　おばさんには『とりあえず１週間預かる』と言ったため、今日も細音はウチに泊とまるわけだが……。事件の原因もわかったし、明日帰しても問題無いだろう。

　──いや、待てよ……？　わからない事はまだあったか。

　一つだけ、まだ気になっている事。というより、細音に憑いているモノの正体がキーヤだとわかって、尚なお更さら変だと思った事。

『なぜ、今になって始まったのか？』

　キーヤが亡くなったのは２月初め。一番最初と思われる事件が起こったのは、先月中ちゆう旬じゆん。その３ヶ月間は何も無かったのに、ここ最近になって頻ひん発ぱつし始めた。ならば、何らかの理由があると考えるのが自然。……あとで財天寺さん達に訊いた方が良いだろう。

　──そういえば……一番最初の事件って、どんなのだったっけ？

　確か、細音の後ろで叫さけび声が聞こえて、振り返ると、足から血を流した男……が……？



「…………待て。『足から』、血……？」



　思わず、声に出して呟く。思い出したのはさっきの不審者。……足、引き摺ってなかっただろうか……？

　──待て待て待て待て！　思い出せ。どんな事件だった……？

　足から血を流した男は、声をかけた細音から逃にげる様に遠ざかり、少し離れた所で倒れている所を、通行人が１１９番通報。その傷きず跡あとには、まるで獣に噛みつかれた様な……。

　──キーヤが……噛みついた……？

　だとしたら、明らかな直接攻こう撃げき。他の件とは異なりこの最初の一件だけ、確実に害意を持っていた事に……？

　……俺はイヤな予感を抑えきれず、携けい帯たいでその場から黒木に連絡を取る。

『歳、背格好、職業、住所。前科の有無まで見事にバラバラだ』

　黒木が初めて事件の事を教えてくれた時、被害者の共通点を尋ねたら、確かにこう言った。……要するに、被害者の中に前科持ちも居る。



『貴様がこの時間にかけてくるのは珍しいな。どうした？』

「……黒木。今回の一件、最初の被害者って、どんな人間だ……？」

『む？　どうしたのだ急に？』

「いいから早く！　……少しマズイかもしれない」

『何……？　わかった、少しだけ待て』

　そう言って、少しガサガサという書類をかき分ける音がして。

『見つけた。……ふむ。念のために名前は控ひかえるが、以前にストーカー事件起こして前科持ち。傷害罪は付いてないから怪け我がはさせなかったみたいだが、眠らせて拉ら致ちったみたいだぞ？』

「…………黒木。そいつの顔写真、メールで送れるか……？」

『む？　────わかった』

　俺の声から不ふ穏おんな空気を悟さとったのだろう。簡潔に返事だけをして、一度電話を切る黒木。

　……そして、すぐに届いたメールを確認し、再びかけなおす。──走り出しながら。

「……黒木、ビンゴだ。……コイツ今日、ウチの学園に居た……！」

『な!?　どういう事だ!?』

「説明は後だ！　細音が危ないかもしれない！　アイツ、今日は一人で帰ってる──!!」

『何をやってるんだ貴様はッ!!』

　その言葉が放たれた直後、通話が切られる。──叱しつ責せきも無理はない。もう大だい丈じよう夫ぶだと思い、完全に油断していた。

　走りながら、澪の携帯にかける。細音の携帯の番号を知らないため、連絡をとってもらおうと思ったのだが……。

『おかけになった電話は、現在電波の届かな──』

　──くッ！　こんな事になるなら番号聞いておけば良かった……ッ！

　携帯をポケットに押し込みながら、職員玄関へ向かう。

「にゃ？　うにゃぁ!!」

　事務室の近くで聞きなれた鳴き声。俺の様子がおかしい事に気付き、慌てて声をかけてくれたみたいだ。

「すまんイブ、急いでる！　細音が危ない……!!」

「にゃ!?　ぅにゃ……！」

　俺の身体に飛びつき、身軽に肩まで上るイブ。その鳴き声と行動は、考えるまでも無く『一緒に行く！』、と。

　危険があるかもしれない。だから連れて行かない方が良いかとも思ったが……。

　──この子……下手において行くと、また無茶しそうか……？

　説得する時間は惜おしいし、危険になったら助けを呼んでもらったりできるかもしれない。

「……わかった。でも、危なくなったら逃げろよ？」

「うにゃ！」

『わかった』と言わんばかりの、イブの鳴き声。だけど。

　──絶対わかってないだろ……？　仕方ない……今度こそ助ける。

　何があっても、絶対無事に帰らせる。そう決意を固める。しかしこの時、急いでいたために気が付かなかった。──自分の、不自然な思考に。



『また無茶しそう』『今度こそ』



　それは……『以前イブが無茶をして、それを助ける事ができなかった』。無意識の部分で、そう覚えている証しよう拠このようで──





　細音は『帰る』とは言っていたが、性格上、真っ直ぐ帰るとは思えない。事件は終わったと思っている今なら尚更だ。

　学園から商店街がある駅前に行く途中に、大きな公園がある。並木道や小規模なアスレチック等もあり、都内という事を考えると十分な規模の公園。ここをショートカットするのが駅前への近道なのだが、なまじ広い公園だけに、時々極きよく端たんに人気の無い場所・時間が生まれる事がある。

　そんな人目のエアポケットの様な空間が発生する場所、その一つが並木道。それは丁度、ショートカットルートの途中にある。例の最初の事件もそこで起きていた。

　──この時間で危険なのはそこくらいのハズ。大丈夫なら良いんだが……！

　祈いのりながら、公園に駆け込む。直後。



ゾクッ



「────ッ!?」「にぁッ!?」

　例の『寒気』。それも……今までとは比ひ較かくにならない程、強く。

『近づいたら危険』。本能がそう訴えかけてくる。

　──キーヤが、怒おこってる……？　細音────!!

　キーヤがここまで怒るなど、細音に何かあったとしか考えられない。……最悪の光景が頭をよぎる。最も早はや一刻の猶予も無い。俺は、肩にしがみ付いている黒くろ猫ねこに声をかける。

「イブ、お前は無理するな。黒木が来たら道案内頼む」

「……に、にゃあ……!!」

　少し怯おびえている様子ながら降りようとはせず、むしろ身を乗り出し、強くしがみつく。

　……実は動きづらかったりするんだが……でもなぜか、この小さな温ぬくもりが心強かった。

「…………無茶だけはするなよ？」

「……にゃぁ」

　当てにならない返事だと理解しながらも、俺は先を急ぐ。芝しば生ふ広場を抜け、並木道へ。

　──人が少ない……？　これもキーヤの影えい響きようか……？

　普ふ段だんなら、入口や芝生広場である程度の人は見かける。だが、今はこの並木道に入るまで、見かけたのはほんの数人。しかも全員、公園の外に向かっていた。

　この竦すくむ様な悪寒を、他の人がどこまで感じているかはわからないが……無意識の部分に影響を与あたえて、人を遠ざけている可能性はある。

　──だけど……人を巻き込まなくて済むのは好都合──か？

　そんな事を考えながら、悪寒を与えるモノの中心へ。それに伴ともない、微び風ふうにもかかわらず、木々を揺さぶる音が大きくなってくる。そして段々聞こえてくるのは──

「ヒッ！　ヒィィィィ!?　う、わ、ああぁぁぁぁああ!!」

　男の、悲鳴のような絶ぜつ叫きようと、何かが飛び交いぶつかる音の連れん鎖さ。

「「────!?」」

　慌てて声の方へと駆けつける。そこで展開されていたのは……想像どおりの光景。

「！　た、助け──ッ！　ヒッ！　ヒィッィィィ!?」

　こちらに気が付き必死に助けを求めるのは、やはり先ほどの不審者。そしてそれを追いかけるのは、枝、石、ガラス片へん、空き缶かん、空きビン等々。それらが宙を舞まって男に迫る。

　恐らく、そこら辺に落ちていたただのゴミ。だけど高速で飛び交っている上に、鋭利な断面を向けていたり大きかったりで、当たればシャレになりそうにない。現に男の服は所々破け、頭と左ひだり腕うでから血を流している。

　だが俺とイブは、ひとまずそちらは無視。

　──だって、自業自得だし。死なせたいとまでは思わないが、とにかく今は細音……！

　全ては細音の安否を確認してから。……それ次第では────

「にぁ!?　にゃぁにゃあ！」

　思考が危険な方向に行きかけたとき、肩かたの上で辺りを見回していたイブが声をあげる。

　イブが見ている方向に視線を向けると、地面に倒たおれて動かない人影。

「──!?　細音！　おい大丈夫か!?」

　急いで駆け寄り、声をかける。

「──────ん……」

　──息はある……！

　少しだけ安あん堵どし、改めて様子を調べる。

　見た限り外傷無し、着衣の乱れ無し。呼吸、脈みやく拍はくも正常。意識は無いが、寝ねているだけと言って大丈夫かもしれない。

　そういえば、前の事件でも眠らせただけと言っていた気がする。

　──当てにしてなかったが……、本当に傷つける気は無かったのか？

　ドラマ等では簡単にやっているが、実際に人を気絶させる事は難しい。こんな奇き麗れいに気絶させられる技術をもっている人間なら、拉致る方法は他にいくらでもあるはず。なのにこの手段を取ったという事は、目的はどうあれ、傷付けない様に配はい慮りよしたとも考えられる。……だからといって、感心する気も擁よう護ごする気も全く無いが。

　──でも……これでアレを死なせるわけにはいかなくなったな……。

　あの変質者のためではなく。方向性が狂くるっているとはいえ、配慮の心を持っている人間を死なせてしまったら……間違いなく細音は一生、罪の意識を背せ負おい続ける。

　そして恐らく、キーヤも殺したいと思っているわけではないだろう。その証拠に、

　──直接攻撃はしていない……怒いかりで暴走しているだけか……？

　ならば、何とかして静めなければならない。キーヤも、きっとこんな事は望んでいない。

「細音は大丈夫だ！　止まれキーヤ！」

　叫んで前に出る。直後。



　気が付くと、目の前に割れたガラス瓶びんが迫せまっていた。



　────なッ!?

　正気じゃないのは分かっていても、まさか俺まで攻撃されるとは思ってなかった。

　致ち命めい的てきに反応が遅れた。──避さけられない。

　死の危険がもたらす集中力により、ゆっくりと進む時間の中で。自分に深刻な損傷を与える事になる物体を、ただ睨にらみ付ける事しか出来ない。────だが。



「にゃぁッ!!」



　俺の肩から、小さな黒い影が跳とぶ。一直線に、迫りくる凶きよう器きへ。

ドンッ　「うにゃっ!?」

　側面に体当たりしてガラス瓶を弾はじいたのは、怯えていたはずの、黒猫。

「イブ!?」

「……に、にゃぁ……」

　声をあげる俺に『大丈夫』と言う様に、だけど弱々しく鳴き、何とか立ち上がる。

　俺はそれを、呆ぼう然ぜんと見つめる。心に湧わいた想おもいと、頭に浮かぶ霞かすみがかった映像に戸と惑まどいながら。

　──なんだ……？　なんだこの記き憶おく……!?

　目の前の、ヨロヨロと起き上がるイブの姿に、霞がかった朱しゆ色いろの世界の光景が重なる。

　……俺は、体を張って助けてくれたイブに、感謝すべきなのだろう。──だけど。

「無茶をするなと言っただろ!?」

「うにゃっ!?」

　状況すら忘れ、俺の口から出たのは怒ど鳴なり声。だけどこの時、俺を支配していたのは『怒り』ではなく。

「なんで……なんでお前はいつもそんな無茶ばかり……っ！　下手したら死ぬんだぞ!?　死んだら全部失くすんだぞ!?　──せっかくまた会えたのに、お前は……ッ!!」

『悲しみ』と、傷跡を再び抉えぐられる様な『痛み』に支配されるまま、自分でも何を言っているのか理解できないままに言葉を吐はき出す。



「うにゃぁ」　『失くしたくないよ』



「……え……？」

　イブの声が、重なって聞こえた気がした。

　耳に聞こえたのは、いつもの鳴き声。だけど頭に、心に聞こえたのは、人の言葉。

「にぁ、にゃぁ──」　『だって、失くしたくない。だから──』

　イブに怯えている様子は無く。それどころか……無む邪じや気きに笑っている様にすら見え。

「にぁ……にゃあ♪」　『だから……一緒だよね♪』

　こんな状況なのに、……嬉うれしそうで。……誇ほこらしげで。

　その姿が。朱色の世界と、白い光の世界の光景を呼び覚ます。



「────────!!」



　俺の中の記憶の部屋。その中にいつからか存在していた曇くもりガラスが、音をたてて砕くだけ散った気がした。

　……そして。その先にあったのは……別の記憶世界への入口。



　少女と三匹の子こ猫ねこを拾った、雨の夜の記憶。

　不可思議な事態に戸惑いながらも惹ひかれ合い、絆きずなを深めた日々。

　だけど、朱あかい世界で全てを壊こわされ──

　再会を願いながら、白い世界で終わりを告げた……一つの物語。



　全てが蘇よみがえる。『従妹いとこの澪が存在しなかった』、『天使の少女に澪と名付けた』、もう一つの世界の記憶が。



「……あ、あはははははは……」

　──俺は……俺だけ、いつまで寝ボケていたんだろうな……？

　目の前で、突然泣き笑いをはじめた俺を不思議な顔で見上げる、小さな黒猫を思う。

　イブだけじゃない。ヴィス、リッド。──そして何より……澪。

　この世界での記憶を思い返せば、皆みな、前の世界の事を覚えている様だ。

　……俺だけ、覚えていなかった。その事が悔くやしく、同時に申し訳なく思う。だから。

「…………なぁ、イブ？」

　胸にこみ上げるものを今だけ抑え、腕うでで涙を拭い、イブに話しかける。

「今度こそ、ちゃんと切り抜ける。それで……また皆で始めよう。あの日の続き、な？」

「────!?　うにゃあ！」

　──さて。まずはこの状況、なんとしても乗り越こえないとな。

　新しい物語に、犠ぎ牲せい者しやなんていらない。誰だれも、不幸になんてなってほしくない。

　誰かの為ためなんかではなく。ただ物語の紡つむぎ手である自分達たちの為の、利己的な願い。

「──イブ、頼みがある。……澪を呼んできてほしい。学園の理事長室に居ると思うから」

　この状況、人の手には余る。細音なら何とか出来るかもしれないが……いつ目を覚ますかわからない以上、それ以外の力を借りるしかない。

　──キーヤとの事を報告した日に『あの人達』の呼び出し……。多分、間違いない。

「にゃ!?　にゃぁにゃぁ!!」

「ん？　ああ、俺は時間稼かせぎ。……無茶はしない。ただやっぱり危険は危険だから、少し急いでくれるとありがたい。……無理させて悪いけど、頼む」

「……にゃ。にゃぁ！」

　俺の頼みに応えて、駆け出してくれるイブ。……俺もそろそろ動かなくては。

「おい！　助かりたいならこっちだ！　そのままこっちへ来い!!」

　倒れている細音の近くに移動してから、尚なおも必死に逃げ回っている男に声をかける。

「！　た、助け────!!」

　声が届き、必死にこちらへ走ってくる男。当然その後ろからは、空飛ぶ凶器の群れ。

　こちらの思おも惑わく通りに事を運ぶために、まずはこの男に──静かになってもらう。

「はい、ご苦労さん。……寝てろ変質者」

　真っ直ぐ向かってくる男に向かって、軽く一歩踏ふみ込む。そしてそのまま、カウンターの形で顎あごを打ち抜く。

「ガッ──!?」

　先日のプールで少女から受けた頭ず突つきと同じ角度。キレイにもらった男は膝から崩れ落ち、勢いで顔面から地面に突っ込み、少し滑すべって止まった時には意識を手放した様だ。

　──よし。第一段階クリア。次……！

　まだ意識が戻らない細音を抱だき上げ、凶器の群れ──キーヤの脇わきを駆け抜ける。

「細音はこっちだキーヤ！」

　……実は、一番心配なのがこの段階。キーヤがこっちに向かって来てくれないと、倒れた男にトドメを刺さされる心配があった。

　普段のキーヤは俺を攻撃対象にはしない様だが、今の正気じゃないキーヤなら……。



『ガルルルル……！』



　低い、唸うなり声が聞こえた。生前のキーヤからは想像できない、完全に獣の声。同時に。

「!?　くっ──!!」

『ヒュッ』という風切り音と共に、顔の脇を拳こぶし大だいの石が通過する。……どうやらこっちを向いてくれた様だ。

　空に舞う大小様々なガラクタ。その全てがこちらを向いたのを確認し、俺は細音を近くのベンチに横たえ、全力で駆けだす。進む先は木々の密度が濃こい一帯。

　──さてキーヤ。鬼おにごっこといきましょうか……！



　　　　　◆



　再び、理事長室から直通の天界。

「そうでしたか……。黒木殿どのがその様な事を──」

　すこし驚いた様に言う白川。澪は学園外での出来事を話している様だ。

「……ん。意外、だった……？」

「いや。あの御ご仁じん、なんだかんだで悟殿どのと同レベルのお人ひと好よしと見た。だから会話自体は意外とも思わんが……。あの二人が良いコンビになりそうなのは、確かに少し意外だ」

「……んー。黒木さん、変だけど、細音は細かい事は気にしないし。……細音のテンションに付いていけるだけで、十分相性良いと思う、よ？」

「なかなか楽しそうな方々ですね♪　私もお会いしてみたいです。……特に細音さんと仲良くなれれば、学内の情報収集が一段と──、あら？　どうしたのです？」

　どうやら理事長の顔が完全に板についている熾天使。その彼かの女じよが、部下の女天使に問う。

「む……？　鼻を押さえているという事は……何か琴きん線せんに触ふれたのか？　と言うか……、お前、ノーマルカップルでもイケたのか？」

「失礼な。萌もえればなんでもＯＫです。それに脳内フィルタで性別変へん換かん、ＢＬ妄もう想そう余よ裕ゆうです!!　よって今重要なのは、黒木殿のツンデレ属性保有の有無のみ……！」

「……立派に腐くさっておいでですね……あら？」

　呆れたように言った熾天使が、怪け訝げんな顔で扉の方に目を向ける。

「「「？」」」

　他三人も扉の方へ目を向ける。すると、聞こえてくる音。

カリカリカリカリカリ……

「に!?」「ぅみ!?」

　その音で具体的な行動を起こしたのは、二匹の子猫。

「に～！　に～！」「うみゃぁ！　みぁ！」

「……え？　イブ、なの……？」

「はい……？　でもイブさんは、悟殿とご一緒なのでは……？」

　首を傾げながらも、警戒しつつ扉を開ける女天使。すると。

「にゃぁ～～！　にゃあにゃあにゃあ！　ぅにゃぁ～～!!」

　隙すき間まから滑りこむ様に扉をくぐったイブが、澪に飛びつき、何かを必死で訴える。

「…………え!?」

「む？　何かあったのか？」

　黒猫の声を聞いて表情を変えた澪に、男天使が問いかける。

「キーヤが暴れだして……、細音も悟も危ないって……！」

「！　細音さんも……ですか？　──状況はわかりませんが、私達も行きましょう」

「うむ、そうだな──」



「待ってください」



　扉の外に駆け出そうとしていた三人と三匹を、熾天使が呼び止める。

「イブ……？　悟殿は、この二人ではなく澪に助けを求めたのですね？　そして……おそらく、澪の居場所を予想したのも、悟殿ですね……？」

「にゃあ！」

「……え？　……もしかして……」

　慌ててポケットを探る澪。──そして取り出したのは生徒手帳。さらにその中から──

「────っ!!」「な──!?」「え……？」



　取り出された写真には、かつて澪と悟が写っていた。

　一度失い、再び手にしたときには、片割れの像は消え。

　そして今。再び本来の姿を取り戻した、二人の思い出の象しよう徴ちよう。

　笑みを交わし合う、二人の肖しよう像ぞう。



「……やはり、記憶を取り戻したのですね……」

「……悟──」

　その写真を胸に、悟の名を呼ぶ。

　その顔は──細音がキーヤと再会を果たした時に浮かべた表情と、良く似ていた。

「……行こ、みんな。今度は……もう絶対に失くさない」

「「「うにゃあ!!」」」

「待ちなさい、澪」

　駆け出そうとした澪達たちを、再び呼び止めるガブリエル。

「力を使うな、とは言いません。ですが……出来る限りは抑おさえて下さい。使いすぎると、この世界に居る事が出来なくなりますよ？」

　そう言う熾天使の眼差しは、優しく、それでいて、窘たしなめる様に鋭するどく強く。……しかし。

「……やっぱり、勘かん違ちがいしてる、よ？」

　振り向いた澪の瞳は、熾天使の眼差しにも揺るがず。

「私が居たいのは、悟やこの子達の傍。……この世界にじゃない。だから──」

　揺らぐどころか、天使達すらも圧あつ倒とうさせる力を秘めた、眼差し。



「──この世界は、ただのオマケ。……だから、悟を助けるよ」



「に～♪」「ぅにゃぁ！」「みぁ♪」

　地上に住まう天使は、そのとんでもないセリフを当然の事の様に口にし。

　その使いの三匹は、その言葉に嬉しそうに賛同する。

「──なるほど。ご覚悟、確かに拝見いたしました。我々の立場としてはどうかとも思いますが……応おう援えんいたします。──存分に。出来る限りのフォローを約束しますね♪」

「……ん。……ありがと」「「「にゃん♪」」」

「いえいえ、どういたしまして。それと、折せつ角かくですから──」

「？」

「──近道、していきませんか？」

　そう言い、熾天使が指さしたのは、この不思議な天上世界の下、雲海。



　そして。新たに一対、純白の翼つばさが翻ひるがえる──



　　　　　◆



ガシャァァン！

「危なッ──！」

　飛んできたガラス片が、盾たてにした木に激げき突とつして砕ける。

　正気じゃないせいか、攻撃そのものは単調だった。ただ落ちてるものを飛ばしてくるだけ。だから林の中では木々が盾となり、足を止めなければそうそう当たらない。

　だが、数が多い。下手に逃げると囲まれるため、気を抜くと逃げ場が無くなる。

　──逃げ始めてどれくらい経たった……？

　そろそろ、体力的にキツイ。そう思い始めたとき、それは来た。

「っ！」

　優しい風が、一いち陣じん。

　頭で考えるより先に体は動き、林の外を目指す。向かう先は──今は無人の広場。

　一直線に走る俺に、背後から飛んできた石などが数発当たるが、構わず林を抜ける。



　無人の噴ふん水すい広場。その噴水の真上に、彼女は居た。



　夕暮れの空から舞い降おりる、光り輝く純白の翼を広げた天使。

　その腕には三匹の子猫が抱かれ……その顔には嬉しそうな笑みが浮かび、俺を見つめる。

「……ん♪　お待たせ、悟」「ぅにゃぁ！」

「ああ、少し待った。……助かったよ澪。イブもお疲れ様な？」

　その目元に光る涙を無視して、いつもと同じ様な口調で言う澪。

　俺もそれに応こたえる。



　この姿を見るのは二度目。

　だけど……一度目は世界の終わりで。

　そして今は、これから新しい物語を紡ぐために、その天使は舞い降りた。



「……それがキーヤ、だね？」

　澪が、俺の背後に目をやる。そこには、今も宙を舞う凶器の群れ。

　渦うずを巻く様に飛び交うそれらは、しかし澪の翼の光に怯ひるむ様に、近づいては来ない。

　──今なら声が届くか……？

「キーヤ！　聞こえるかキーヤ!?　細音は無事だ。だからもういいんだ!!」

『グルルルル……グル…………？』

　時々聞こえる唸り声に、戸惑いの色が混ざった。飛び回る物の速度も徐じよ々じよに遅おそくなる。

　──聞こえてる。これなら……！

「お前が人を傷つければ、細音の心も傷つく。人を殺せば、一生罪を背負う事になる」

『グルル……グ……！　グルルル……！』

　唸り声の中に、苦しむような声が混ざる。

　構わず俺は、自分の言葉をぶつける。

「細音が大切なんだろ!?　なら守ってみせろ！　身体だけじゃなく、心も人生も!!」

　声に反応して、飛び交う物の勢いが目に見えて落ちる。

「……キーヤ？　私も手伝うから……元に戻ろ？　また、細音とお話し、しよ？」

　澪が言葉と共に翼を広げると、病院の時と似た、光の粒つぶが混ざった風が吹く。

　そして──光と風に包まれるように、徐々にキーヤの姿が形になっていく。

　だけどその表情は、何かに耐えている様に苦痛に歪ゆがんでいて。



「キーヤ！　……キーヤ、だよね？」



　細音の声が響ひびいたのは、そんな時。

『グル……ル……？』

　キーヤも含ふくむ、この場の全員の視線が細音に集まる。だが……細音が見つめる先は一点。

「キーヤ……？　どうして、そんなに苦しそうなの……？」

　気を失っていた影響か足をフラつかせながらも、細音はキーヤに向かう。いまだに飛び交う石もガラスも無視……いや、目に入ってすらいない……!?

「さざ──！」

「待って、悟」

　思わず声をかけようとした俺を、澪が止める。

　それで気が付く。飛び交う軌き道どうが少しずつ、細音を避ける様に変わっていく。















「……ありがと、キーヤ。抑えるの、大変なんだよね？　……それでも、頑がん張ばってくれてるんだよね？　……今までも、ずっと助けてくれてたんだよね──？」

　語りかけながら、少しずつ歩み寄る細音。

　俺達が固唾かたずをのんで見守る中、その足がキーヤの元にたどり着く。



「……あたしは、もう大丈夫。もう心配かけないから……だから、もういいよ……？」



　細音は──一筋の涙なみだとともに、触れられないはずのキーヤを抱きしめる。

『……わぅ……』

　キーヤはか細く鳴くと……苦く悶もんの表情を和らげ、穏おだやかな表情で、細音の肩に頭を預ける。──それと共に飛び交っていた凶器も動きを止め、次々に落下していく。

「ありがと……。キーヤ」



「……ね、悟」

「……ん？」

　細音達を見ていると、澪が話しかけてくる。

「……よかった、ね♪」

「──ああ。…………なぁ澪？」

　今度は、俺が問いかける。──ずっと、傍そばにいてくれた天使に。

「……ずっと、覚えていたのか……？」

「……ん♪」「にぃ♪」「にゃあ！」「みぁ……♪」

　微笑みで応えてくれる澪。澪の腕から抜ぬけ出し、すり寄ってくるヴィスとリッド。俺に飛び移り、定位置である頭の上に登り、満足そうな声をあげるイブ。

　いつもと、あまり変わらない光景。

　でも、今までとは違ちがう。……多分俺も、ずっと待ち望んでた。

「天使の力、やっぱりまだ持ってたんだな……」

「……ん。体は人だけど……元の魂は天使だから、だって。……不安？」

　普ふ通つう、天使と人は一緒に暮らせない。だからあの時、俺達は引き離はなされた。……だけど。

「いや、全然？　だって──」

　言って、俺は澪に手を差し伸べる。

「──だって。……そのための16年、だったんだろ？」

　澪の瞳が潤うるむ。──16年、傍にいた。それだけでも十分だった。

　……けれど。それでも俺達は、きっと夢見ていた。

「……また、一緒に暮らしたくて。……私とこの子達、もう一度生まれてきたよ……？」

　澪が、俺の手を取る。

　……あの時離れた手が。確かな意志と想いと共に、もう一度結ばれる。

「……『ただいま』、とでも言うべきかな……？　これからもよろしくな？」

「ん……♪」「「「うにゃん♪」」」



　ここから新しく、あの不思議な同居生活の続きが始まる──



「えー……っと？　世界に入りきってる所、悪いんだけど……」

「「……あ」」

　声に目を向けると……苦笑いを浮かべる細音。その隣となりには、すっかり落ち着いたらしいキーヤが。

　──すまん細音。……ほんの少しだけ忘れてた。

「それで……澪、だよね？　それ、どうしたの……？」

『それ』とは当然、今の翼を生やした姿のこと。

「……ん。説明すると長いんだけど……これが私、だよ？」

「天使……って事!?　悟兄も知ってたの!?」

　──何気に俺の事情説明も面めん倒どうだな……。

「あー、俺の方も説明すると長いんだが……さっき思い出した。……驚いたか？」

「それは当然驚いたけど……あたしの方もキーヤがこうだし？　それに……ね、澪？」

「……ん？」

「なんだか違い和わ感かん、全っ然ないし……それに、澪は澪だよね？　キレイだし、あたし的には全く問題無し♪」

　さっきまでが嘘うその様な明るい笑顔で、澪に親指を立ててみせる細音。

「……ん。ありがと、細音。……キーヤ、大丈夫……？」

「…………うん！　もう大丈夫。ね、キーヤ？」

『わう！　……わぅ……』

　キーヤは『大丈夫』と主張するように大きく鳴いた後……あまり元気の無い声で俺の方に寄ってきた。

「……ん？　お前……さっきの事、気にしてるのか……？」

『……わぅ』

「あー、だけどほら。俺は一度、お前に助けてもらってるし。……謝るならこの子に。な？」

　そう言って、頭の上のイブを持ち上げ、キーヤの前に出す。

「にゃ……？」『わぅ……？』

　なんとなく、お互たがい戸惑っている様子の二匹。

「に～」「ぅみゃあ♪」

　そこにヴィスとリッドが加勢。キーヤ、若干劣れつ勢せいか。だけど……。

『わ、わう？　……わん♪』

「「「うみゃ♪」」」

　──よし。和解した。

　お互いの飼い主である澪と細音が親友同士のため、キーヤとヴィス達の相性も良いのかもしれない。

「悟兄、扱あつかい上う手まいねー」

「……ん。悟、イブ達で慣れてるから……だと思う」

　……確かに。慣れていないと、人の言葉がわかるっていう時点で結構戸惑うだろう。

「あ、そうだ。細音。あの男、どうなった……？」

「あ。……ごめん、ちょっと忘れてた……」

　──お気持ち、少しわかります。

「えっと……。黒兄が抑えてくれてると思う。あたしがこっちに向かうとき、まだ寝てたけど。って言うか、あたしを起こしてくれたのも黒兄なんだよ」

「あー。あいつ、来てくれてたんだ？　あの変質者、何か武道系の心得ありそうだったから少し心配だったんだが……。うん。黒木なら大丈夫だな」

「え？　黒兄って実は強いの？」

「……私も初耳」

　警察官の嗜たしなみとして柔じゆう道どうや剣けん道どうをかじってはいるため、弱くはない。だが、この状況で俺が信頼しているのは……あいつの特技。

「…………まぁ、見ればわかるよ。──行こうか」





「おお、無事だったか！　……ふむ。上手くいったみたいだな？」

ビタン　ビタン

「「「……………………」」」

　至って真面目まじめ、至って普通の表情で迎むかえてくれた黒木だが、俺達の視線はその足元、丁てい寧ねいに縛しばり上げられもがいている男に集中している。

　──確かに、心得のある人間を自分で押おさえているよりは、縛って放置の方が安全で確実。……それはわかるんだが……。

　問題は、縛り方。……その男は、とある性せい癖へきを持つ方々が用いる、『亀かめ』の字が入る縛り方をされていた。（目め隠かくし、猿さるぐつわ付き）

「……澪に話さなかった理由、わかったか……？」

「…………（こくり）」

「あ、あはははは……。実物、初めて見た……」

　女子二名、ドン引き。

　黒木曰いわく。『知的好こう奇き心しんで縛り方調べてたら、いつの間にか習得してた』らしい。

　以前、傷害事件を起こした暴走族の少年を、この縛り方をして連行した事があるらしい。

　──あの少年、順調に更こう生せいが進んでるらしいが……変な趣しゆ味みに目覚めてなきゃいいが。

「黒木。少し話が聞きたい。目隠しと猿ぐつわだけ外してやれ」

「わかった」

　男の目と口が、自由になる。

　この男の口から、何が語られるのだろうか。全員が見守る中──



「あ────────!!　細音タンだ～～～～～!!　……萌ゆ♪」



「「「「………………」」」」『「「………………」」』「……うにゃ？」

　……このどーしよーもなさを理解できていないイブ以外、全員が言葉をなくす。

　──『なんでこんな事をしたか』と『眠らせてどうするつもりだったか』を訊きくつもりだったが……前半は必要無いな……。

「……細音を眠らせて、どうするつもりだったんだ？」

　とにかく、念のために細音と澪を離れさせてから、訊ける事は訊いておく事にした。

「僕ぼくの家に来てもらって、ゆっくりお話ししたいなって」

「…………他には？」

「それだけ。嫌いやがる事はしたくないし」

「………………」

　──なんだろう。怒り云うん々ぬんじゃなく……無性に気持ち悪い。

「眠らせて無む理り矢や理り連れて行くというのは、嫌がる事ではないのか？」

　沈ちん黙もくした俺に代わり、今度は黒木が訊く。

「僕がこれだけ譲じよう歩ほしてるんだから、少しくらい我が慢まんしてくれたっていいじゃん」

　──うっわぁ……。

　罪悪感ゼロ。悪気は無い代わりに、自己中の極み。

「……なあ黒木？　コレ、どれだけの罪に問える……？」

「ふむ……どういう手段で気絶させたかにもよるが……問えて傷害罪、か？　再犯って事を考えれば、少し重くはなるだろうが……それでもすぐに出てくるな。……というか貴様、そもそもコイツをとっ捕つかまえていいのか？」

「……それなんだよな……」

　迂う闊かつに捕まえると、当然、細音の事も話さなければならない。細音が罪に問われる事は無いだろうが……それでも、かなり面倒なことになりそうだ。

　かと言ってこの男、放置するのはあまりに危険。

「……どうするべきだろうな……」

「……まぁ、実はな？　こうなるだろうと思って、少し回収業者を呼んでおいた。もうすぐ来ると思う」

「──は？　回収業者？」

　頭に『？』が浮うかぶ。まるでそれを待っていたかの様に車の音が。

「ちょうど来たみたいだな」

　現れたのは、黒いキャンピングカー。しかもフロントガラス以外は全すべて遮しや光こうガラスになっていて、中の様子は全く窺うかがえない。その怪あやしい車は俺達から少し離れた場所に止まると、中からガタイの良い男が三人降りてきた。

　その物々しい雰囲気に、離れていた澪と細音もよってくる。

　──どうでもいいが……あの三人、なんでお揃そろいのつなぎを着てるんだろうね。

「やあ黒木 司つかさくん、情報ありがとう！　それで……僕ぼく達たちの新しいお友達はどこだい？」

　体格のわりに、随ずい分ぶんと円つぶらな瞳をした角かく刈がりの男が、親しげに黒木へ声をかける。だが黒木は目を合わせず、妙みような汗あせをかきながら。

「そこのイモ虫がそうだ……ロドリゲス」

　ロドリゲス!?　日本人だよな!?

　当人達以外は全員が圧倒され、ただ成り行きを見守っている。

「み、みぁ……！」

　リッドは何かを感じとったのか、ビクビクと怯えている。もしかしたら……俺も今そうなってるかもしれない。

「ふむふむ、彼かれがそうなんだね？　むぅ～ん♪　顔は標準だが……肉体は合格♪」

「な、何の話!?」

　さすがに不穏な気配を感じたのだろう。悲鳴のような声で問う変質者。

「はっはっは。これから君が迎えるバラ色の人生の話さ！」

　──きっと、普通とは意味が違うんだろうな。

「さあ～、行こうか～～♪　よいしょぉぉ！　はっはっはっは」

　あっさりと担かつぎ上げ、三人で神輿みこしのように運んでいく、ロドリゲスさんご一行。

「ちょ、ま、待──────!!」

　悲痛な叫び。……だが、助ける者は一人もいない。

「……なあ黒木？　…………アレ、何だ……？」

　若干イヤな汗をかきながら、黒木が答える。

「……警察学校とかレスキューの訓練校など、男の比率が極端に多い学校、あるだろ？　そういう場所に長い事居ると……目覚めるヤツが出てくる」

　──何にだ。



「ちょ、ぼ、僕はこれからどこへ!?　何を──!?」

「はっはっは！　これから行くのは、とっても『スゥウィ～ト♪』な花園さあ！」

「!?　い、イヤァァァァアアアア!!」



「とにかく。そんな人種の方々が、垣かき根ねを越えて集まる場所がある」

　──どんな人種だ。

「そこは……、某ぼう国こく技ぎの修行場並の男女比率と肌はだ色いろ率、そして集まる人種から……こう呼ばれている」



　キャンピングカーに戻もどったロドリゲスさんは、入口を開けると、中に声をかける。

「お～～い。連れて来たぞぉぉ？　新しい、Ｏ・ＨＯ・ＭＯ・ＤＡ・ＣＨＩ♪」



「通つう称しよう・『アニキ部屋』」



「「「「「うほっ。いい男♪」」」」」

「あああああああああああああああああああああああああ───────…………」



　その、引き抜いたマンドラゴラも真っ青な悲痛な叫びは、扉とびらが閉ざされると一切聞こえなくなり……代わりに、走ってもいないのに大きなキャンピングカーが揺ゆれだす。

「「「「……………………」」」」

　……しばらくして。揺れが治まると、キャンピングカーは静かに走り去っていった──



　……なんだか、大だい蛇じやの捕ほ食しよくシーンを生で見てしまった様な気分になった。



「……ね？　あの人達……なんだったの？」

「え、えとね？　あたしも詳くわしくはないんだけど……とっても硬こう派はな芸人さんだよ！」

　──ハードなゲイ人さんですね。わかります。

「……黒木。……二つ、訊いていいか？」

「…………なんだ？」

　訊く、と言うのは正しくないかもしれない。……ただの確認。

「お前……実は何気にマジギレしてるよな？　いつからだ？」

「……最初の方から」

　多分、倒れている細音を見てからだと、勝手に予想。

「次。……確かこの前、ＢＬ系にトラウマあるとか言ってたが──」

「──ッ!?」

　正確には、言いだしたのは財天寺さん。だが黒木も『俺も』と言った。

　──財天寺さんのは……まず間ま違ちがいなく、相方が原因。だとすると……。

「──黒木。お前のトラウマって、まさか……」

「はっはっは悟君いいかな人には触れられたくない場所というのが必ずあるものなんだよソレに不用意にさわると大おお火傷やけどを負うこともあるわけなんだがそれでも続きを訊くかな訊きたいのかな訊いてどうするんだコンチクショウが!?」

「……本気でスマンかった」

　──知人の、思わぬ闇やみに触れてしまった。



　　　　　◆



　その頃ころ。

　上空からその光景を見ていた三対の瞳。

　その内の一人が動き出す。鼻び腔こう内毛細血管の多くを破は裂れつさせ──つまり、大量の鼻血をながしながら。

「アイ！　キャン！　フラ──イッ!!」

「止まれ！　我等は本当に飛べるのだぞ!?」

　どこかへと飛び立とうとした女を、男が必死に食い止める。

「は、放してください！　わ、私は行かなくては！　あの至上の楽園へ──!!」

「貴女は……。ご自分の居る場所が何ど処こか、自覚ありますか……？」

　熾天使が窘める。

　ここは天界の中では一番地上に近い層とはいえ、人々からは『天国』と呼ばれる場所。

「そんなん関係ね！　おらぁ行くだ……！　『ぱらいそ』さ行くだぁぁぁああ……」

「どこの方言だそれは!!」

「『知的で優しいお姉さま』のキャラはどこに行ったのですか……？」

　……あらゆるものが、台無しだった。



　　　　　◆



「さて。最後にちょっとあったけど……これで今度こそ終わりかな？　んじゃ、帰るか」



「待って」『……わぅ』



　家路に就つこうとしていた俺達を、細音が呼び止める。

「む？　どうした細音？」

「……細音……？　…………やっぱり、そう、なの？」

「あ、あはははは。……澪は気付いちゃってたか……」

　──気づいていた？　何だ？　さっきまで笑ってたのに、急に辛つらそうな……ん……？『辛つらい』？『笑う』……？

　……そういえば細音、いつも以上に、明るすぎなかったか……？

「あのね？　キーヤが、今度こそちゃんと終わらせようって言うんだ」

「細音……？　キーヤ……。まさか──!?」

　思い至る。再発を完全に無くすには……原因となっている存在が消えればいい。



「うん。キーヤ……帰るってさ。だから、見送ってあげてくれない？」



　笑顔で明るく、細音は言う。無理をしている事がバレないはずもないのに。

「にぃ……」「にゃ!?」「みゃぁ……！」

　なんとなく予想していた様な、ヴィスの声。慌あわててキーヤを見上げる、イブ。引き止めようとするような、抗こう議ぎをするような声をあげる、リッド。

「細音……お前は、それで良いのか？」

「……いいはず、無いよ。……でもね？　キーヤが決めたんだよ。多分、あたしの事を考えてくれて。そんなの……止められるはずが無いよ」

　細音は、変わらず微笑ほほえんでいた。

　……確かに、涙は流れていない。それでも、その微笑みは泣き顔に見えた。

『わう！』

　キーヤは俺達の前に来ると、大きく一つ、鳴き声をあげる。

　その声は……『ありがとう』とも『さようなら』とも聞こえて。

「……ん。じゃあね？　キーヤ」

　澪が、少し悲しそうに別れの言葉を告げる。

「……ふん。……じゃあな」

　黒木が、顔を見せないようにしながら、言う。

「にー……」「にゃあ……！」「みー……」

　ヴィス達は、『折角仲良くなれそうだったのに』、といったところか。

「今度はちゃんと……送れるな。細音の事は心配しなくていい。……じゃあな、キーヤ」

　キーヤが亡くなったとき、俺おれは傍にいなかったから。その時の、気持ちも込めて。

　そして最後に。細音が、笑顔で話し出す。

「じゃあね、キーヤ！　あたしは平気だから。じゃ……バイ、バ……あれ……？」

　笑顔のまま、細音の言葉がとぎれる。

　表情は……笑顔は崩くずれない。だけど、詰つまった言葉も零こぼれない。

『わぅ……』

　だんだん薄うすくなり、消え始めているキーヤが動く。体を少しだけ浮かせ──

ペロリッ

「あっ──」

　細音の目元を舐なめる。……一瞬、細音の表情が歪み──慌てて俯うつむき顔を隠かくす。

「……ズルいよキーヤ……。──ありがと。……バイバイ」

　最後に、その体を細音に摺すり寄せてから離れ。



『わん！』



　大きく、明るく鳴いて。キーヤはその姿を消した。





「……ん。細音……？」

　キーヤが旅立っても、細音は俯いたまま動かなかった。

「……なぁ細音？　泣いても、いいと思うぞ？」

　細音の身体が、ピクンと震ふるえる。──でも、涙は零さない。

「……泣かないよ。……泣いたら、また心配かけちゃうもん。キーヤに、平気だって言ったんだから……、絶対に……！」

「あー、そうかよ」

　その黒木の声は、細音の背後から。皆の視線が集まるより早く──



ゴヅッ



　拳こぶしを、細音の頭に落とした。

「つッ────!?」

「く、黒木!?　おま、何やってんだ!!」

　頭を押さえてうずくまる細音。

　俺の抗議の声を黒木は無視し、細音に訊く。

「痛いか？」

「あ……当たり前でしょ!!　本気でやったよね!?」

「ああ、本気でやった。だから──」

　腐れ警けい察さつ官かんは背中を向けながら。



「痛いなら、泣いていいぞ？」



「────ッ」

　細音がうずくまったまま、痛み以外で震えだす。

「黒木、お前……」

　澪も、驚おどろいた顔をしている。黒木はそんな俺達の背中を押す。

「いじけ虫は置いて、とっとと帰るぞ」

　つまらなさそうにそう言い、出口へと向かう。……正直、大事な所持っていかれた気がして、少し面おも白しろくない。

　──だけどまぁ、今回はいいか。

　大人しく、出口へ向かう事にする。──が。

「黒兄……？　一応お礼は言うけど……すっごく痛かったよ？」

　そんな、細音の声が聞こえた。

「まぁ、そうだろうな。そうしたから。目ぇ覚めたか？」

「まぁ……うん。だからね？　────お返し」

　その声は、すぐ後ろで聞こえた。

「「「!?」」」

　振ふり向く途中。……黒木の足の間から、細音のつま先が見えた。

「こはぁ────っ!?」

「黒木────!!」

　股こ間かんを押さえて倒れ込む黒木。一方、加害者はと言うと。

「あはははははははははははははははははっ!!」

　腹を抱かかえて爆ばく笑しようしておりました。

「細音！　少しやりす──」

「……悟」

　澪に止められる。それで改めて細音を見ると。



　細音は、本当に笑っていた。……涙が流れるほどに。



「……ふぅ。帰ろうか、澪。……黒木。寝たフリしてないで、お前も帰るぞ」

「……ん♪」「…………ふん」



　そうして俺達は、細音を残して歩き出した。

　……後ろから、微かすかに聞こえた細音の声を、聞かなかった事にして。





　──ね、キーヤ？　……あたし、ちゃんと笑ってるよ？

　　みんなのお蔭かげで、ちゃんと笑えてる。

　　だから……心配しなくていいよ？

　　……今まで、ありがと。じゃあね、キーヤ。バイバイ……







　　　終章　──そして。『別れの地より始まる物語』





「え～っと……どういう事？」

　ちゃんと聞いていたはずの細音さざねが、汗を一筋流しながら再び訊いてくる。

「まぁ、無理もありませんよね……」

「……ん。というより……アッサリ信じる方が、おかしいと思う……」

　苦笑いを浮かべている、澪みおとガブリエラ……いや、ガブリエルさん。



「あー、細音。もう一度簡単だけ言うな？　この人。理事長で、購こう買ばいのバイト店員さんで……熾し天てん使しのガブリエル様。つまり熾天使さまが購買の店員。ＯＫ？」

「わざとパニック起こさせるように言ってるよね!?」



　ここは理事長室。

　昨日、細音に澪の天使姿を見られた事と、俺の記憶が戻った事を伝えると、

「いっそ、全て説明してしまいましょう♪　明日の放課後は空いてますか？」

　と、仰おつしやったガブリエル様。そんなわけで細音を連れて、この理事長室を訪れた。



「混乱なさるのも無理はないとは思いますが……。とにかくこれで一通り、状じよう況きよう説明は終わりです。ご理解いただけましたか？」

「とりあえずは。ですが……一つだけ、訊いていいですか？」

「なんでしょうか？」

「何な故ぜ、俺は記憶が戻ったのでしょう？」

　澪やヴィス達ならわかる。時間を遡ってやり直し、独自の歴史を体験しているのだから。

　だけど俺はやり直したわけではない以上、記憶どころか……思い出す歴史、事実自体が無くなっているはずだ。

「──はい。実は、お呼びしたのは正にその件なのです。……結論から言います。我々にもわかりません」

　──は？　天使サイドから見てもわからない……？

「起こりえないはずの事態が起きた。我々はそう認識しています。それと、細音さん」

「え、あたしですか？」

「この度の一件、我々の視点から見ても稀け有うな事象でした。それが、ありえない事態を起こした悟さとる殿どのたちの近くで起きた。……偶ぐう然ぜんだと思いますか？」

「──え？　え、っと……？」

　──何を……言っているんだ……？

「ありえない事が起こった以上、我々はこう考えるんです。──『これから先、何が起きてもおかしくない』と。……ですから細音さん。今回の一件だけではなく……貴女あなたがここに居る事、澪や悟殿と関係があること自体、何か意味がある可能性があります」

　──それ、早い話が……『俺おれ達たちの周囲全体が、既すでに何かの事件に巻き込まれているかもしれない』……って事、か……。

　当人も知らない内に、なんだかとんでもない事になっていた。

「……ん。それで……私たちは、どうすればいいの……？」

　澪も緊きん張ちようを隠しきれず、真しん剣けんな顔で問う。だが。

「いえ、何も？」

「…………は？」

　思いのほか、サラッと軽く返す熾天使さま。

「なにせ、事態が不ふ明めい瞭りようかつ大規模過ぎます。もし仮に悟殿が何かの原因だったとしても、なぜそうなったかの究明が必要になります。つまり……既に個人がどうこうといった事態ではないのです。だから逆に当事者にする事が無いという、おかしな状態でして」

　──とんでもない事態は変わらないけど……やっと話が見えて来たな。

「つまり……危険は確認されてないけど、何が起こるかわからないから用心しておけ。そういう事ですか？」

「はい。お話しが早くて助かります。それと澪？　こういう状況ですので……今回の様な状況でしたら、力を使う事を許可します。フォローもしましょう。ですが……くれぐれも使い過ぎないように。──いいですね？」

「ん。……出来る限りは」

「ふふ。はい、それで大丈夫です♪　では、私からは以上です」

　ガブリエルさんが、言葉を締しめくくる。と、それを待っていたかのように。

コンコン

「「遅くなりました」」

　ノックと共に入って来たのは、今回の当事者でもある二人、財ざい天てん寺じさんと白しら川かわさん。

「こんにちは、白川さん、財天寺さん。……思い出してみたら驚きました」

「……悟殿、本当に思い出したのですね……」

「あのとき迷めい惑わくをかけた分、こちらでしっかり返させていただく。よろしく頼たのむ、悟殿」

　差し出された手を握にぎり、握あく手しゆを交わす。……後ろで鼻を押さえてる事務員は無視。

「……ねぇ澪？　もしかして財天寺さん達も……天使サイド？」

「……ん。そうだよ、細音。と言うか……ね？　悟」

　懐なつかしむ様な視線を俺に向ける澪。自然と、笑みが浮かぶ。

「俺達が出会うきっかけになったのがこの人達。天使としての名前は──」

　……………………

「「何だっけ？」」

「「ちょっと待て（待ちなさい）！」」

　シンクロして首を傾かしげる俺と澪に、二人がツッコむ。──いや、だって。

「そういえば貴方あなた達たち……一度も本来の名前、使っていませんね……」

　と言うか、なんで澪も知らない？

「言われてみれば……。では悟殿、澪、細音さん？　私の名は『スリア』。階級は座天使になります」

「同じく『ツトレキエル』、だ。……まさか一度も使っていないとはな」

　──ふむ。『座天使・ツトレキエル』だから『財天寺努つとむ』。白川さんは……『スリア』を逆から読んで『アリス』→『アリサ』。苗みよう字じは『スローン』から『白』が来たのかな？

「あの……？　あたしも知っちゃって、良かったんですか？」

「構わん。どうせ澪のは見られたのだしな」

「それに……実際に見られない限り、言われて信じる人もそう居ないでしょう？」

　──確かに。信じる方がどうかしている。

「さてっと。では、我々はそろそろ失礼します。……少し用事がありまして」

　実は、黒くろ木きとヴィス達と待ち合わせしている。だからそろそろ向かわなければ。

「はい。ご足労いただき、ありがとうございました。──あ、すみません。細音さんだけ、少しよろしいですか？」

「はい？　あたしですか？」

「はい。決して悪い話ではありません。少しだけお願いします」

「んー。あたしも行く前に少しやっておきたい事あったし、丁度いいかな？　悟兄、あたし少しだけ遅おくれるけど、いい？」

　まぁ、内容が気になる以外は、問題は無い。

「わかった。……遅れるとうっさい腐れ警官は、自分で黙だまらせろよ」

「ＯＫ♪　ネタは十分にあるから大丈夫！」

　──何のネタだ。

「あ、そうだ悟兄。黒兄のフルネーム、『黒木 司つかさ』でいいんだっけ？」

「？　それで合ってるが……呪のろいでもかけるのか？」

「んー。ま、そんなトコ。後でわかるよ」

「まぁ、程ほど々ほどにしてやってくれ……。──では、失礼します。行こうか、澪」

「……ん。じゃあ、ね？」

　そう言って、俺達は理事長室を後にした。



　そうして俺達が向かったのは、例の公園。その入口に、待ち合わせ相手の姿があった。

「悪い、遅れた」「……ん。ごめん、ね？」

　言いながら駆かけ寄よる。

「にゃあ♪」「に～」「みゃあ！」

　すぐさま俺に飛びつき、頭までよじ登ってくるイブ。澪の足あし下もとにすり寄るヴィス。俺の方に駆け寄ってくるリッド。それと──

「遅いぞ。……で？　当の細音はどうした？」

　早さつ速そく文句を言う黒木。

「ちょっと財天寺さん達と話してる。そう時間はかからないハズ」

「……ん。だから、先に始めてよ？」

　そう言って澪が掲かかげた手て提さげの袋ふくろ。その中身は……花の種。

　……今日ここに来た目的。それは、キーヤに花を贈おくる事。

　最初は普通に花束を供えようかと思ったのだが……ココは実際に亡くなった場所じゃないし、公園で下手に花を供えたらマズイかとも思い、考え直した。

　そうして思いついたのが、花の種を蒔まく事。言いだしたのは、細音。

『供える』のではなく『生やした』のなら問題無いし、ちゃんと育てば、思い出を形として残せるから、という事だったが。

　──もしかしたら……キーヤと別れた場所から、何かを始める。何かを生み出す。それに意味があるのかもな……。



　花か壇だんまで作る気は無いが、最初だけ雑草を抜いて少しだけ地面を耕してやる。

　ウチの子猫トリオも雑草抜きを手伝ってくれているのだが……。

「み、み～……！　うみゃ!?」

　雑草を両前足で挟はさみ、引き抜こうとしていたリッドだが……すっぽ抜けて後ろに転がる。

「ぅみゃぁ……」

　あ。少し凹へこんでる。……声をかけようかとも思ったが……どうやら必要無さそうだ。

「に～、に♪」「にゃあ！」

　リッドの頬ほおを舐めてから、優しげな声をあげるヴィス。『一いつ緒しよにやろ！』とばかりに、リッドが失敗した雑草を引っ張りながら、リッドを見て鳴くイブ。

「……み？　うみゃあ♪」

「……ん。頑張ってね、みんな♪」

　立ち直ったリッドと、見守りながら微笑む澪。

　──いい家族だよな、本当に。

「ああ、そうだ。あの変質者だが──」

　和なごんでいるときに、あまり思い出したくない話を振ってくる黒木。

「──『目覚めた』らしい……」

「…………そうか。早かったな……」

　何が、とは訊きたくない。……たった一晩で洗脳完かん了りようか……。

「それで、細音は今日、どうだった？」

　素っ気なさを装よそおって訊いてくる黒木。いい加減、コイツのツンデレにも慣れてきた。

「……ん。細音、普通に笑ってた、よ？」

「全く気にしてないとは言わないが……落ち込んではいない。お前のお蔭かもな？」

「……ふん。……ただでさえ胸も色気も無いのに、元気まで無くなったら見苦しい事この上無いからな。せめてもの情けだ」

「……細音、聞いたら怒る、よ？」

　その時。

パコ──ン!!

「痛ッ!!　な、何だ!?」

　黒木の側頭部に緑色の何かが直ちよく撃げきした。弾はずんだそれを見ると……子供が遊ぶゴムボール。全員が飛んできた方向を向く。だけど。



「誰に、色気が無いって言ったのかな？」



　その声が聞こえてきたのは、全く違う方向。

「当人の居ない所でそういう事言うのは、ちょっと酷ひどいと思うんだけど？」

　そう言う細音の顔は、セリフに反して凄すごく楽しそうだった。

　──あれ？　なにか違和感が……？

「……あれ？　細音……髪かみ型がた変えた？」

　言われて気が付く。さっきまで普通のポニーテールだったのが、今は結び目が横に来る、サイドポニーとかサイドアップとか呼ばれる髪型になっていた。

「……ふ、ふん。ならば面と向かって言ってやる。この胸無──」

パコンッ！

「「「え？」」」

　再び、黒木の頭に直ちよく撃げき弾だん。しかも今度は後頭部。はね返った物を見ると……さっきのゴムボール。

　細音は、何もしていない。ただ、楽しそうに見ているだけ。

　それなのに……まるでポルターガイストの様にボールが勝手に浮かび上がり──って！

「…………細音、お前まさか──!?」

「うん！　悟兄、多分正解♪」

　細音は、本当に楽しそうに、嬉しそうに笑って。──その名を呼ぶ。

「おいで、『キーヤ』！」



『わう！』



　はっきりとした鳴き声と共に現れた、ここで別れたはずの存在。

「「「なんで!?」」」

　ツッコミの声が、三つ重なる。

「えっと。財天寺さんが『最近イレギュラー続きで、これからも何が起こるかわからない。だから備えとしての戦力拡かく充じゆうと……これからよろしくの意味も込めて』だって♪」

　……よく見ると細音の瞳ひとみが赤い。……会えて泣いたか。

「……ね？　キーヤの意思は……？」

「あたしも心配したんだけどね？　『心配とかじゃなくて、出来る事なら一緒に居たいから。声かけられて、すぐに飛びついた』だってさ♪」

『わん♪』

「……再発の可能性は、大だい丈じよう夫ぶなのだろうな？」

「この子の力はあたしもコントロール出来るみたい。だから大丈夫！」

　……本当に『至いたれり尽つくせり』だった。だけど……。



　──あの時の涙は!?　あの悲しみは!?　感動は!?

　俺は携けい帯たいを取り出し──恐おそらく提案＆実行者であろう男にメールを送る。



　　　　　◆



「？　どうしました？」

「いや……今、悟殿からメールが届いたのだが──」

「い、いつから頻ひん繁ぱんに親密に濃のう密みつに交わし合う仲に!?」

「鼻血拭ふけ。交わしているのはメールだ。それで……今届いたメールの意味が分からん」

「ちょっとよろしいですか？」



　題名『感謝はしますけど……！』

　本文『　　空　　気　　』



「わからんだろう？」

「……『読め』って事だと思いますよ？」



　　　　　◆



「あー……じゃあ、コレどうするよ？」

　コレとは、蒔くつもりだった花の種。贈る先に相手が居ないなら意味が無い。

「えーと。少し考えがあるんだけど……貰もらっちゃっていいかな？」

「……ん。いいと思う」

　元から蒔いてしまうつもりだった物だ。俺も黒木も異存は無い。

「ん、ありがと♪　じゃ、行くよ？　キーヤ、お願い！」

　言って、細音は種を宙に撒まく。そこへ、

『わうッ！』

　キーヤが風を起こす。その風は春の風の様に、強くても柔やわらかく、暖かく。

　その風に乗り、種たちは公園中へと飛んで行った──



　別れの地から始まるもの。

　新たに広がる、新しい物語。

　それはどこで芽生え──どんな花をさかせるのだろう。



「──細音」

　皆みなが感かん慨がい深ぶかく、散らばりゆく種を見送る中、黒木が細音に呼びかける。

「ん？　なに……？」

　風になびく髪かみを押さえながら、細音が答える。黒木は──



「お前も種代払はらえ」



「「「……………………」」」

　冷たい風が、感慨全すべてを吹ふき散らす。

「………………悟兄。澪。……ＯＫ？」

「「許可」」

「な、何の許可だ!?」

「空気読まない人間は……ちょっと、痛い目見てもらってもいいかなって思うんだ」

「お、おま……！　まさか──!?」

「うん♪　キーヤ！　ヤッちゃえ～!!」

『わう……！』

「ちょ！　ぐああぁぁ！　痛────くない!?　どう見てもマジ噛がみなのに痛くない!?」

「うん♪　力、コントロール出来るし──それにソレ、キーヤなりの歓かん迎げいみたいだし♪」

「なんて迷惑な歓迎!?」

　どう見ても……もの凄く楽しんでいる。だから、気になっている事を訊いてみる。

「なあ細音？　その髪型、どうしたんだ？」

「うん、ちょっと気分転てん換かん。ちょくちょく変える予定」

　そう言う細音を見ていると……多分、この顔ぶれが揃っている時は、この髪型を多く見る事になりそうな気がした。



「キーヤも歓迎してる事だし。今後ともよろしくね、『司兄』♪」



Ｆｉｎ．
















　　　あとがき





『初めまして』でしょうか、『お久しぶり』でしょうか。ＨＪ文庫の困った新人、緋月 薙です。

　さてさて。前巻から５か月空いての２巻刊行となりまして。１巻ではいきなりマジ謝罪から入ったあとがきでしたが、今回は……



　……白装しよう束ぞく着て短刀持って、首をよく洗ってから編集部行った方がいいかな……？



　〆しめ切きり数日前にＰＣが逝いってデータ全滅。元からの遅ち筆ひつが加わり、予定から２か月延長……。

　多少は運の要素もありましたが……遅筆に関しては言い逃れできませんデス……。

　そんなわけで、半分冗じよう談だんで友人に『白装束と短刀、どこで手に入る？』と訊きいたところ、

「白装束は葬そう儀ぎ関係のトコだろ。でも面倒だからバスローブで良くね？　あと、刀とう剣けん扱あつかってる所ならネットで簡単に調べられるけど……高いぞ？　出で刃ば包丁で我慢したら？」

　……バスローブ着て、出刃包丁持って、都内某ぼう所しよの編集部へ──

　　た　　だ　　の　　変　　態　　で　　す　　。



　と、まぁ、しょーもないやりとりは置いておいて、今回の内容について。

　新キャラ登場。澪みおの幼おさな馴な染じみの鈴すず宮みや細音さざねさん。悟さとるのではなく澪の幼馴染にしたのは、澪が居る事で成り立った関係にしたかったため。

　某警官、今回けっこう美お味いしい役に。……この展開、編集部でも『いいのかオイ？』的なご意見が多かった様なのですが……まぁ、基本は相変わらずなので良いかな、と♪

　悟と澪は……まぁ、いろいろ順当に。だけど一言。『ヤ　ッ　て　ま　せ　ん　！』



　では、そろそろ謝辞のコーナーに。

　担当Ｋ様、そして編集部の皆みな様。本当にすみませんでした！　作家の端くれとして、今後はいかなる理由があっても〆切厳守でいきたいと……！

　明星かがよ様、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございました！　細音の絵を見てマジ惚ぼれしかけました。思わず細音をメインヒロインで書きたく……ゲフンゲフン！

　応援してくれた方々、そしてこの本を手に取ってくださった方々。本当にありがとうございます！　『次巻』はもう少し余裕を持って、あまりお待たせしないで出したいです♪
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